
令
和
７
年
度 

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト

〜
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
企
業
事
例
か
ら
〜

特 集

高
齢
社
員
の
強
み
や
長
所
を
活
か
し

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現

シ
ニ
ア
人
材
活
用
に
も
つ
な
が
る
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

人
事
パ
ー
ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
変
化
と
は

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科 

講
師
、

山
形
大
学 

客
員
教
授
、
Ｋ
Ｉ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー
ク

岩
本 
隆

令和７年10月１日発行（毎月１回１日発行）第47巻第10号通巻551号

Monthly Elder
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10月は「高年齢者就業支援月間」です



高年齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ
～生涯現役社会の実現に向けた～ 
地域ワークショップ

　高年齢者雇用にご関心のある事業主や人事担当者のみなさま！改正高年齢者雇用安定法により、70歳
までの就業機会の確保が企業の努力義務とされ、高年齢者の活躍促進に向けた対応を検討中の方々も多
いのではないでしょうか。
　JEEDでは各都道府県支部が中心となり、生涯現役社会の実現に向けた「地域ワークショップ」を開催
します。事業主や企業の人事担当者などの方々に、高年齢者に戦力となってもらい、いきいき働いてい
ただくための情報をご提供します。
　各地域の実情をふまえた具体的で実践的な内容ですので、ぜひご参加ください。

■ 開催スケジュール�

都道府県 開　催　日 場　所 都道府県 開　催　日 場　所
北海道 10 月 23 日（木） 北海道職業能力開発促進センター 滋　賀 10 月   9 日（木） 滋賀職業能力開発促進センター
青　森 10 月 16 日（木） YSアリーナ八戸 京　都 10 月 10 日（金） 京都経済センター
岩　手 10 月 24 日（金） いわて県民情報交流センター（アイーナ） 大　阪 10 月 23 日（木） 大阪府社会保険労務士会館
宮　城 11 月 18 日（火） 宮城職業能力開発促進センター 兵　庫 10 月 16 日（木） 兵庫県中央労働センター
秋　田 10 月 21 日（火） 秋田県生涯学習センター 奈　良 10 月 16 日（木） かしはら万葉ホール
山　形 10 月 16 日（木） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング） 和歌山 10 月 24 日（金） 和歌山職業能力開発促進センター
福　島 10 月 15 日（水） ウィル福島 アクティおろしまち 鳥　取 10 月 29 日（水） エースパック未来中心
茨　城 10 月 17 日（金） ホテルレイクビュー水戸 島　根 10 月 24 日（金） 松江合同庁舎
栃　木 10 月 23 日（木） とちぎ福祉プラザ 岡　山 10 月 24 日（金） 岡山職業能力開発促進センター
群　馬 10 月 30 日（木） 群馬職業能力開発促進センター 広　島 10 月 17 日（金） 広島職業能力開発促進センター
埼　玉 10 月 10 日（金） さいたま共済会館 山　口 10 月 17 日（金） 山口職業能力開発促進センター
千　葉 10 月   9 日（木） ホテル ポートプラザちば 徳　島 10 月 22 日（水） 徳島職業能力開発促進センター
東　京 10 月 21 日（火） 日本橋社会教育会館 香　川 10 月 16 日（木） 香川産業頭脳化センタービル
神奈川 10 月 27 日（月） かながわ労働プラザ 愛　媛 10 月 24 日（金） 愛媛職業能力開発促進センター
新　潟 10 月   9 日（木） 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 高　知 10 月 27 日（月） 高知職業能力開発促進センター
富　山 10 月 20 日（月） 富山県民会館 福　岡 11 月 11 日（火） JR博多シティ
石　川 10 月 24 日（金） 石川県地場産業振興センター 佐　賀 10 月 24 日（金） アバンセ
福　井 10 月   8 日（水） 福井県中小企業産業大学校 長　崎 10 月 23 日（木） 長崎県庁
山　梨 11 月 18 日（火） 山梨職業能力開発促進センター 熊　本 10 月 22 日（水） 熊本県庁
長　野 10 月 22 日（水） ホテル信濃路 大　分 10 月   7 日（火） トキハ会館
岐　阜 10 月 15 日（水） みんなの森 ぎふメディアコスモス みんなのホール 宮　崎 10 月 15 日（水） 宮崎県立芸術劇場
静　岡 10 月 17 日（金） グランシップ 鹿児島 10 月 24 日（金） 鹿児島県市町村自治会館
愛　知 10 月 23 日（木） 岡谷鋼機名古屋公会堂 沖　縄 10 月 24 日（金） 那覇第２地方合同庁舎
三　重 10 月 16 日（木） 津公共職業安定所

各地域のワークショップの内容は、各都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ参照）までお問い合わせください。
上記日程は予定であり、変更する可能性があります。
変更があった場合は各都道府県支部のホームページでお知らせします。

※� � で記載されている北海道、青森、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川、福井、静岡、愛知、大阪、兵庫、奈良、和歌山、岡山、山口、福岡、長崎、鹿児島、沖縄に
ついては、ライブ配信やアーカイブ配信等の動画配信を予定しています。

※ 開催日時などに変更が生じる場合があります。詳細は、各都道府県支部のホームページをご覧ください。

jeed　生涯現役ワークショップ 検索

日 時／場 所  高年齢者就業支援月間の10月〜11月に各地域で開催
カリキュラム  （以下の項目などを組み合わせ、2 ～ 3時間で実施します）

▶専門家による講演【70歳までの就業機会の確保に向けた具体的な取組みなど】
▶事例発表【先進的に取り組む企業の事例紹介】
▶ディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

参　 加　 費  無料（事前のお申込みが必要となります）
開催スケジュール  下記の表をご参照ください

概 要
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Leaders Talk No.125

日本モトローラ株式会社、日本ルーセント・テクノ
ロジー株式会社勤務などを経て、2012（平成24）
年より大学教員。慶應義塾大学大学院経営管理
研究科特任教授などを経て、2023（令和５）年
より現職。ＨＲテクノロジー大賞審査委員長をは
じめ、ＨＲテクノロジー関係団体理事などを歴任。

いわもと・たかし

人
事
業
務
の
効
率
化
や
人
材
活
用

を
支
え
る
「
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」。

勤
怠
管
理
や
人
事
評
価
を
効
率
化
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
Ｈ
Ｒ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
第
一
人
者
と
し
て
活

躍
す
る
岩
本
隆
さ
ん
に
、
Ｈ
Ｒ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
最
新
事
情
や
展
望
と
あ

わ
せ
て
、
シ
ニ
ア
人
材
活
用
に
お
け

る
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科 

講
師
、
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客
員
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授
、
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シ
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材
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用
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Ｈ
Ｒ
テ
ク
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人
事
パ
ー
ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
変
化
と
は
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慶應義塾大学大学院経営管理研究科 講師、山形大学 客員教授、
KI パートナーズ株式会社 代表取締役社長

岩本 隆さん

技
術
を
駆
使
し
、
研
究
を
担
当
し
た
学
生
が
最
終
的

に
修
士
論
文
に
ま
と
め
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、自
社
の
人
事
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
殺
到
し
た
の

で
す
が
、
私
も
手
が
回
ら
な
い
の
で
民
間
企
業
に
よ

る
「
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
4
月
に
慶
應

義
塾
大
学
の
日ひ

吉よ
し

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
Ｈ
Ｒ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
、
Ｈ
Ｒ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
２
０
１
６
年
10
月
に

は
、
私
が
審
査
委
員
長
を
務
め
た
「
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
大
賞
」
の
授
賞
式
を
き
っ
か
け
に
メ
デ
ィ
ア
で

も
注
目
さ
れ
、経
済
産
業
省
の「
働
き
方
改
革
２・０
」

と
呼
ぶ
生
産
性
革
命
の
一
つ
に
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
産
業
政
策
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

―
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
具
体
的
な
活
用
例
で
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岩
本　
例
え
ば
、
勤
怠
管
理
の
た
め
の
タ
イ
ム
カ
ー

―
人
事
管
理
や
人
事
業
務
の
効
率
化
の
た
め
の

「
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
本　
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
、
人
事
の
業
務
に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
手
法
で
あ
り
、人
事
デ
ー

タ
を
使
っ
た
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
２
０
０
０（
平
成
12
）
年
前
後
に「HR 

TECHN
O

LO
G

Y

」、「HR TECH

」が
、商
標
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。初
期
の
こ
ろ
は
、勤
怠
管
理
や
給
与

計
算
業
務
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
２
０
１
０
年
代
に
な
る
と
、Ａ
Ｉ
の
進
化
に

よ
り
人
事
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
分
析
で
き
る
よ

う
に
な
り
、飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
が
、そ
れ

で
も
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
慶
應
義
塾
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
経

営
学
の
研
究
を
し
て
い
た
２
０
１
２
年
に
、
民
間
企

業
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か
ら

人
事
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
統
計
学
や
Ａ
Ｉ

ド
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
管
理
し
た
り
、
最
近
で
は
パ
ソ

コ
ン
の
オ
ン
・
オ
フ
で
出
退
勤
を
管
理
す
る
会
社
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
社
員
が
持
つ
ス
キ
ル
や

経
験
、
人
事
評
価
な
ど
の
人
事
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
育
成
・
異
動
・
配
置
に
活
か
す
タ
レ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
も
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
一
つ
が
、
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
測
定

で
す
。「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」と
は
、
職
場
や
会
社

で
働
く
こ
と
に
価
値
を
感
じ
、
自
ら
貢
献
す
る
意
思

を
持
っ
て
働
い
て
い
る
状
態
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
す

が、
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ
上
で
定
期
的
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
を
測
定
し
、Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
分
析
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
の
に
有
効
で

す
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
た
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ツ
ー
ル
な
ど
も
伸
び
て
い
ま
す
。
上
司
が
部
下
に

対
し
て
一
方
的
に
話
を
す
る
の
で
は
な
く
、部
下
が
ど

ん
な
こ
と
を
話
し
た
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
終
了
後
に
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点
な
ど
の

デ
ー
タ
を
集
積
し
、改
善
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
中
の
メ
ン
バ
ー
の
業
務
の
進
捗
状
況

な
ど
を
把
握
す
る
タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ツ
ー
ル

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
大
企
業
の
人
事
部
の
な
か
に
は
、

従
業
員
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
合
せ
に
対
し
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
機
能
を
使
い
自
動
で
回
答
す
る
チ
ャ
ッ
ト

勤
怠
管
理
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
測
定
ま
で

進
化
す
る
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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テ
ィ
ス
ト
を
多
く
抱
え
る
会
社
も
増
え
て
い
ま
す

し
、
日
本
の
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
で
は
社
内
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
人
事
部
の
役
割
は
、“
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
生
産
性
や
働
き
方
を

ど
う
変
え
て
い
く
の
か
”
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
人
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
戦
略
的
な

も
の
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
事
部
門
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
各
部
門
・

ビ
ジ
ネ
ス
領
域
に
入
り
込
み
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
の

よ
う
に
働
き
、
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て

い
く
の
か
。
人
事
パ
ー
ソ
ン
に
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
コ
ー
チ
の
よ
う
に
人
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、
逆
に

シ
フ
ト
で
き
な
け
れ
ば
人
事
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
生
き

残
っ
て
い
く
の
は
む
ず
か
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
人
事
担
当
者
の
能
力
や
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変

わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岩
本　

大
量
の
従
業
員
を
一
人
ひ
と
り
見
て
い
く
に

は
、
デ
ー
タ
の
力
を
借
り
な
い
と
む
ず
か
し
い
で
し
ょ

う
。
デ
ー
タ
を
参
考
に
一
人
ひ
と
り
を
見
て
、
デ
ー
タ

で
補
え
な
い
と
こ
ろ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
学
の
学
部
に「
人
間
科
学
部
」と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
人
事
担
当
者
は
人
間
科
学
の
専
門
家
に
な

ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
駆
使
す
る
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、社
員
一
人
ひ
と
り
を
観
察
し
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

―
中
小
企
業
が
成
長
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

岩
本　
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ツ
ー
ル
は
山
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
大
事
な
の
は
、
い
ま
、
自
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ
り
、
ど
う
し
て
い
き
た

い
の
か
と
い
う
中
長
期
的
な
成
長
の
方
向
性
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
小
企
業
の
社
長
が
、「
う
ち
の
社
員
は
全
員
ま

じ
め
で
指
示
通
り
に
仕
事
を
し
て
く
れ
ま
す
」
と
話

す
の
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
下
請
け

仕
事
が
多
く
、
そ
れ
が
機
能
し
て
い
る
う
ち
は
よ
い

ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

―
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
・
発
達
は
、
人
事
領

域
の
業
務
を
大
き
く
効
率
化
さ
せ
ま
す
が
、
同
時
に

人
事
部
門
の
役
割
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
本　
本
当
の
意
味
で
人
に
寄
り
添
っ
た
仕
事
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま

で
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
エ
ク
セ
ル
な
ど
を
使
っ
て

行
っ
て
い
た
仕
事
は
、
す
べ
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
置

き
換
わ
り
ま
す
。一
方
で
外
資
系
企
業
で
は
、「
ピ
ー

プ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
い
う
部
門
を
立
ち
上
げ
、

人
事
領
域
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

人
事
パ
ー
ソ
ン
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

デ
ー
タ
を
駆
使
し
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
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で
す
が
、
大
企
業
の
下
請
け
業
務
が
外
国
に
流
れ
、

い
ま
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
取
引
先
に
い
わ
れ

た
こ
と
を
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
仕
事

が
な
く
な
る
と
い
う
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
、

自
律
的
に
考
え
て
動
き
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
会
社
と

し
て
す
べ
き
こ
と
を
経
営
陣
が
議
論
し
、
明
確
化
す

る
こ
と
が
一
番
の
肝
に
な
り
ま
す
。
明
確
に
な
れ
ば

取
り
組
む
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
し
、
そ
の
な
か
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
ん
で
活

用
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
推
し
た
い
の
は
、

公
平
な
人
事
評
価
の
仕
組
み
の
導
入
と
従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
測
定
で
す
。

公
平
な
人
事
評
価
の
仕
組
み
と
は
、
業
績
評
価
と

成
長
評
価
を
軸
に
従
業
員
の
評
価
の
納
得
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
本
人
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
、
人
事
評
価
の
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ
に
人
材
の
成
長

を
う
な
が
す
機
能
や
、
業
績
評
価
と
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
評
価
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
な
ど
が
活
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
測
定
は
、
ツ
ー
ル
ご
と
に

測
る
項
目
が
異
な
り
ま
す
。
従
業
員
が
会
社
や
組
織

に
対
し
て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
周
囲
の
人
間
関

係
、
あ
る
い
は
会
社
の
福
利
厚
生
な
ど
人
事
諸
制
度

に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
測
定
し
、
何
が
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

―
人
手
不
足
の
な
か
で
、
多
く
の
企
業
が
シ
ニ
ア

世
代
を
戦
力
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
本　
一
つ
は
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
シ
ニ
ア

世
代
の
持
つ
ス
キ
ル
や
経
験
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
す
。
シ
ニ
ア
社
員
が
社
会
人
と
し
て
い
ま
ま
で
つ
ち

か
っ
て
き
た
も
の
を
棚
卸
し
す
る
機
会
を
設
定
し
、

個
々
の
経
験
を
デ
ー
タ
化
し
、
見
え
る
化
す
れ
ば「
こ

の
人
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。「
令
和
の
時
代
に
昭
和
の
や
り
方
は
通

用
し
な
い
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

シ
ニ
ア
の
経
験
の
な
か
に
は
、
令
和
の
い
ま
で
も
活
か

せ
る
重
要
な
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
は
ず
で
す
。

言
語
化
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
職
人
的
な
ス
キ
ル
も
、

い
ま
は
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
動
画
に
す
る
こ
と
で
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
シ
ニ
ア
自
身
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

に
よ
り
Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
修
得
し
て
も
ら
う
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と

は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
や
す

く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
修
得
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
や
「
ノ
ー
コ
ー

ド
」
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
ア

プ
リ
が
つ
く
れ
る
時
代
で
す
。
中
小
企
業
で
も
社
内

で
数
百
の
ア
プ
リ
を
開
発
し
、
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
世
代
ほ

ど
会
社
や
業
務
の
中
身
に
精
通
し
て
い
る
の
で
、
会

社
の
課
題
を
ふ
ま
え
た
ア
プ
リ
開
発
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
Ａ
Ｉ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
若
者
の
技
術

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
人
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
扱
え
て
も
、
会
社
の
業
務
に
関
し
て
は
シ
ニ
ア
の

ほ
う
が
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、

シ
ニ
ア
自
身
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
修
得
し
活
用
す
る

意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

会
社
の
業
務
に
精
通
し
た
シ
ニ
ア
人
材
が

Ｈ
Ｒ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
修
得
す
る
意
義

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 講師、山形大学 客員教授、
KI パートナーズ株式会社 代表取締役社長

岩本 隆さん



エルダー（elder）は、英語のoldの比較級で、”年長の人、目上の人、尊敬
される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財） 
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。
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50 知っておきたい労働法 Q&A《第88回》
定年後再雇用時の労働条件変更、試し勤務に
おける従業員の協力義務� 家永 勲／髙木勝瑛

54“学び直し”を科学する
【第 5 回】 �資格取得のための計画的な学び方�加藤俊徳

56 ニュース ファイル
58 お知らせ　 

令和7年度 「生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム」
のご案内

60 次号予告・編集後記

61 技を支える   vol.356
平らな漆喰の壁から
擬木・擬岩の造形まで
左官工　須森孝幸さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第100回］名文音読 “声に出して読みましょう”　
� 篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.125
慶應義塾大学大学院経営管理研究科 講師、
山形大学 客員教授、
KI パートナーズ株式会社 代表取締役社長　岩本 隆さん
シニア人材活用にもつながるＨＲテクノロジー
人事パーソンに求められる変化とは

34 集中連載  マンガで学ぶ高齢者雇用
教えてエルダ先生！ Season3
65歳超雇用推進助成金活用のススメ

【第4 回】 �高年齢者無期雇用転換コースを活用しよう！

40 偉人たちのセカンドキャリア 第11 回
難病と闘いながら俳優の道を貫いた喜劇王
榎本健一� 歴史作家 河合 敦

42 高齢者の職場探訪  北から、南から　第158 回�
富山県　福祉コミュニティあいの風

46 新連載  ジョブ・クラフティング入門
【第 1 回】 �ジョブ・クラフティングとは何か� 岸田泰則

※連載「日本史にみる長寿食」、「いまさら聞けない人事用語辞典」、
「生涯現役で働くとは」、「Books」は休載します

6 高齢社員の強みや長所を活かし
生涯現役で働ける職場環境を実現
令和 7年度 高年齢者活躍企業コンテスト
〜厚生労働大臣表彰受賞企業事例から〜

7 審査委員長からのメッセージ
東京学芸大学 名誉教授　内田 賢

8 最優秀賞 グリンリーフ 株式会社（群馬県利根郡昭和村）
12 優秀賞 株式会社 クリーン開発（北海道千歳市）

株式会社 マイネットシステム（長野県松本市）
20 特別賞 株式会社 清風堂（北海道札幌市）

藤田建設工業 株式会社（福島県東白川郡棚倉町）
光タクシー 株式会社（静岡県浜松市）

32 令和7年度 高年齢者活躍企業コンテスト 入賞企業一覧

特
　
　
集



独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では、

厚生労働省との共催で、「高年齢者活躍企業コンテスト」を毎年開催しています。

本コンテストは、高齢者が年齢にかかわりなく生涯現役で活き活き働くために、

人事制度の改定や職場環境の改善などに、

創意工夫をして取り組む企業を表彰するものです。

2025（令和７）年度は、厚生労働大臣表彰６編、

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰優秀賞 10 編、

特別賞 10 編、クリエイティブ賞１編の受賞が決まりました。

本誌では、今号と次号（11月号）の２回に分けて、

コンテスト表彰企業の取組みを紹介します。

今号では、厚生労働大臣表彰受賞企業の取組みを紹介します。

特 集

高齢社員の強みや長所を活かし高齢社員の強みや長所を活かし
生涯現役で働ける職場環境を実現生涯現役で働ける職場環境を実現

令和令和77年度年度
高年齢者活躍企業コンテスト高年齢者活躍企業コンテスト
〜〜厚生労働大臣表彰受賞企業事例厚生労働大臣表彰受賞企業事例からから〜〜



特集 令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

「
令
和
７
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

審
査
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
委
員
を
代
表
し
、

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
企
業
・
団
体
関
係
者

の
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
全

国
か
ら
62
編
の
応
募
を
受
け
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
は
、最
優
秀
賞
1
編
、優
秀
賞
２
編
、

特
別
賞
3
編
、ま
た
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
理
事
長
表
彰
は
、優
秀
賞
10
編
、特
別
賞
10
編
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
賞
１
編
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
グ
リ
ン
リ
ー
フ
株
式
会
社
は
、

持
続
可
能
な
農
業
を
目
ざ
し
、
環
境
保
全
や
農
家
育
成

に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
従
業
員
同
士
の
支
え
合

い
を
重
視
し
、
現
場
の
声
を
反
映
し
た
就
業
規
則
の
作

成
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
展
開
し
、
多
様
な
人
材

の
長
所
を
活
か
し
、
だ
れ
も
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職

場
づ
く
り
を
実
現
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
開
発
は
、

年
齢
上
限
な
く
働
け
る
登
録
制
の
「
元
気
事
業
部
」
を

創
設
し
、
高
齢
従
業
員
の
多
様
な
働
き
方
を
実
現
。
人

事
評
価
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
処
遇
面
の
改
善
を
進

め
た
こ
と
に
加
え
、
各
種
作
業
環
境
改
善
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
株
式
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
は
、
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
稀ま

れ

に
み
る
定
年
制
廃
止

を
実
現
し
、
60
歳
時
点
で
の
賃
金
一
律
減
額
を
撤
廃
。

個
人
の
希
望
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方
と
、
貢
献
度
・

能
力
に
見
合
っ
た
報
酬
制
度
に
よ
り
、
高
齢
社
員
の
豊

富
な
経
験
と
技
術
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
株
式
会
社
清せ

い

風ふ
う

堂ど
う

は
、「
高
齢
者

が
長
く
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
」を
根
本
思

想
と
し
て
、定
年
延
長
や
継
続
雇
用
制
度
、勤
務
時
間
の

弾
力
化
、資
格
取
得
支
援
、メ
ン
タ
ー
配
置
、機
材
軽
量
化
、

健
康
管
理
体
制
充
実
な
ど
、
制
度
面
と
実
務
面
か
ら
総

合
的
に
高
齢
者
の
雇
用
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

同
じ
く
特
別
賞
受
賞
の
藤ふ

じ

田た

建け
ん

設せ
つ

工こ
う

業ぎ
ょ
う

株
式
会
社
は
、

高
齢
化
が
進
む
地
域
で
国
家
資
格
を
有
す
る
高
齢
従
業

員
に
活
躍
の
場
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
高
い
技
術
を
持

つ「
有
資
格
者
」が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
従
業

員
の
資
格
取
得
を
後
押
し
し
、
全
社
を
あ
げ
て
行
う
意

欲
向
上
の
取
組
み
が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
く
特
別
賞
受
賞
の
光ひ

か
り

タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
は
、

70
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
約
４
割
を
占
め
る
な
か

で
、
高
齢
従
業
員
が
即
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、

同
業
他
社
に
先
駆
け
展
開
し
て
い
る
病
気
入
院
保
障
制

度
や
高
齢
者
向
け
の
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
あ
ふ
れ
る
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
を
終
え
て
、
受
賞
企
業
の
取
組
み
が
年
々
高
度

化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
働
く
高
齢
者
の
年
齢
層
が
60
代
前
半
か
ら
60
代
後

半
へ
、
そ
し
て
70
歳
超
へ
と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
高
齢
者
に
力
を
十
分

に
発
揮
し
て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
、

そ
の
課
題
を
解
決
し
て
き
た
結
果
が
、
応
募
企
業
の
取

組
み
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

各
受
賞
企
業
の
取
組
み
自
体
は
大
が
か
り
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
逆
に
い
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
企
業
で

も
取
り
入
れ
や
す
い
と
い
う
側
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

『
エ
ル
ダ
ー
』
の
読
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
業
種
を
超

え
て
、
企
業
規
模
を
超
え
て
、
受
賞
企
業
の
取
組
み
か

ら
虚き

ょ

心し
ん

坦た
ん

懐か
い

に
学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高
齢
者
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の

創
意
工
夫
に
取
り
組
む
企
業
を
表
彰

東
京
学
芸
大
学 

名
誉
教
授　

内う

ち

田だ 

賢ま
さ
る

審査委員長からの
メッセージ

エルダー7



Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

グ
リ
ン
リ
ー
フ
株
式
会
社
は
、
１
９
９
４（
平
成
６
）

年
に
グ
リ
ン
リ
ー
フ
有
限
会
社
と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

そ
の
ル
ー
ツ
は
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
に
創
業
者
が
農

地
を
買
い
求
め
農
業
を
始
め
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

創
業
以
来
、
有
機
栽
培
や
特
別
栽
培
の
農
産
物
の
安

定
提
供
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
。「
感
動
農

業
」、「
人
づ
く
り
、
土
づ
く
り
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、

「
大
家
族
経
営
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
社
員
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
長
所
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
を
目
ざ
し
て
き
た
。

多
く
の
企
業
が
将
来
の
投
資
と
し
て
若
手
育
成
を
優

先
し
中
高
年
齢
層
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
後
回
し
に

な
る
傾
向
が
あ
る
な
か
、高
齢
社
員
が
豊
か
な
経
験
を
活

か
し
て
活
躍
で
き
る
場
を
構
築
し
、社
員
の
だ
れ
も
が
気

持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

高
齢
社
員
の
豊
か
な
経
験
を
活
か
し
た
活
躍
の
場
を

構
築
し
、
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

を
目
ざ
し
て
い
る
。

2�

現
場
社
員
が
就
業
規
則
の
作
成
に
か
か
わ
れ
る「
就

業
規
則
作
成
委
員
会
」を
設
置
し
た
こ
と
で
現
場
の

声
が
就
業
規
則
に
反
映
さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
働
き
方

の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

3�「
働
き
方
ポ
ジ
シ
ョ
ン
選
択
シ
ー
ト
」の
導
入
に
よ
っ

て
、
社
員
が
自
身
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
働
き
方

を
選
択
す
る
こ
と
が
実
現
し
た
。
選
択
シ
ー
ト
は
四

半
期
ご
と
の
面
談
で
申
告
・
修
正
で
き
る
。

4�

正
規
社
員（
総
合
職・一
般
職
）に
は「
成
長
シ
ー
ト
」、

時
間
給
社
員
（
限
定
職
）
に
は
「
多
能
工
シ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
る
評
価
シ
ー
ト
を
活
用
し
「
で
き
る
こ
と

が
増
え
る
と
評
価
が
高
く
な
る
」
人
事
評
価
制
度
の

実
施
に
よ
り
、
仕
事
に
対
し
て
夢
が
持
て
る
よ
う
に

グ
リ
ン
リ
ー
フ 

株
式
会
社
（
群
馬
県
利と

根ね

郡ぐ
ん

昭し
ょ
う

和わ

村む
ら

）

経
験
と
個
性
を
活
か
し

だ
れ
も
が
主
役
に
な
れ
る
「
大
家
族
経
営
」の
職
場

グリンリーフ 株式会社
（群馬県利根郡昭和村）

 創業　1962（昭和37）年
 業種　農業・食料品製造業
 社員数　	 126人（2025〈令和７〉年5月30日現在）
  60歳以上　	 17人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 5人	 （4.0％）

	 65～69歳	 5人	 （4.0％）
	 70歳以上	 7人	 （5.6％）

 定年・継続雇用制度
定年70歳。定年後も本人の希望があれば、自力で出勤でき
るかぎり継続雇用。最高年齢者は82歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

最優秀賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2025.10 8



特集

し
て
い
る
。

5�「
手
洗
い
タ
イ
マ
ー
」や「
ア
ル
コ
ー
ル
セ
ン
サ
ー
」な

ど
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
う
な
が
す
設
備
に
つ
い
て

外
国
籍
の
社
員
や
障
害
の
あ
る
社
員
な
ど
に
も
わ
か

り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
つ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
だ
れ

も
が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

6�

各
社
員
の
小
さ
な
改
善
提
案
を
反
映
す
る
「
チ
ョ
コ

案
」
制
度
を
実
施
。
現
場
社
員
の
声
を
拾
っ
た
こ
の

制
度
が
作
業
負
担
の
軽
減
や
職
場
環
境
の
改
善
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

１
９
６
２
年
に
創
業
者
が
農
業
を
始
め
、
2
年
後
に

は
こ
ん
に
ゃ
く
の
栽
培
に
着
手
し
た
。
１
９
９
４
年
に

は
有
限
会
社
と
し
て
法
人
化
し
、
２
０
０
２
年
に
株
式

会
社
に
組
織
変
更
し
た
。
創
業
以
来
、
こ
ん
に
ゃ
く
や

漬
物
、
有
機
野
菜
な
ど
を
生
産
・
加
工
・
販
売
に
至
る

ま
で
一
連
の
工
程
を
自
社
で
一
貫
し
て
行
う
体
制
を
整

備
、
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
農
業
生
産
法
人
と
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
き
た
。
農
産
物
や
惣
菜
キ
ッ
ト
製
品

の
開
発
、
海
外
輸
出
、
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
業
容

を
拡
大
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目
ざ
し
、
環
境
保
全

や
農
家
育
成
に
も
注
力
し
て
い
る
。
業
務
内
容
は
、
４

部
門
に
分
類
さ
れ
、
農
場
部
門
と
し
て
本
社
所
在
地
で

あ
る
群
馬
県
利
根
郡
昭
和
村
と
群
馬
県
太
田
市
に
農
場

を
有
し
、
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
各
種

加
工
品
の
製
造
を
行
う
製
造
部
門
と
管
理
・
運
営
を
に

な
う
事
務
部
門
、
製
品
の
流
通
お
よ
び
販
売
活
動
を
担

当
す
る
販
売
・
資
材
部
門
が
あ
る
。
同
社
で
は
、
社
員

が
農
業
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
感
動
で
き
る
こ
と
を
目

ざ
し
、
次
の
世
代
に
農
業
の
未
来
を
託
す
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
通
じ
て
人
材
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

全
社
員
１
２
６
人
の
う
ち
、
60
歳
以
上
は
17
人
、
そ

の
う
ち
70
歳
以
上
は
７
人
で
全
体
の
約
６
％
を
占
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
高
齢
社
員
の
多
く
は
、
20
年
近
く
勤

務
し
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
る
経
験
と
知
識
を
活
か
し

て
同
社
に
貢
献
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
活
躍
を
推
進

す
る
取
組
み
を
始
め
た
背
景
に
は
、
社
員
が
長
く
働
き

続
け
る
な
か
で
、
だ
れ
も
が
い
ず
れ
高
齢
に
な
る
と
い

う
現
実
が
あ
る
。
特
に
、
65
歳
を
迎
え
た
段
階
で
一
律

に
退
職
と
な
る
一
般
的
な
制
度
で
は
、
元
気
で
意
欲
の

あ
る
高
齢
人
材
を
失
う
こ
と
と
な
り
、
業
務
の
継
続
に

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
力

を
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
65

歳
以
降
も
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
就
業
規
則
を
改
定

し
、
こ
れ
に
よ
り
高
齢
社
員
が
時
間
給
社
員
（
限
定
職
）

と
し
て
勤
務
を
継
続
で
き
る
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
制

度
面
か
ら
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
社
員
が
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
雇
用
形
態

社
員
は
「
正
社
員
（
総
合
職
・
一
般
職
）」、「
時
間
給

社
員
（
限
定
職
）」
に
分
か
れ
、
正
社
員
は
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
が
基
本
で
あ
り
、
業
務
状
況
に
応
じ
て
残
業
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
時
間
給
社
員
（
限
定
職
）
は

業
務
範
囲
や
勤
務
条
件
が
限
定
さ
れ
た
職
種
で
あ
る
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
社
員
は
原
則
と
し
て
限
定
職
契
約

に
移
行
す
る
。

働
き
方
は「
働
き
方
ポ
ジ
シ
ョ
ン
選
択
シ
ー
ト
」に
よ

り
、
社
員
が
自
身
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
選
択
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
育
て
中
の
社

員
は
、
時
間
給
社
員（
限
定
職
）
に
移
行
す
る
こ
と
で

子
ど
も
の
体
調
不
良
時
に
速
や
か
に
帰
宅
で
き
る
な
ど
、

家
庭
環
境
に
配
慮
し
た
働
き
方
が
実
現
し
た
。
子
育
て

期
間
終
了
後
に
再
び
正
社
員
に
な
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、「
働
き
方
ポ
ジ
シ
ョ
ン
選
択
シ
ー
ト
」は
四
半
期
ご

と
の
上
長
と
の
面
談
に
お
い
て
申
告
・
修
正
を
行
う
。
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令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

グリンリーフ株式会社。敷地内には社員の出身
国の国旗が掲揚されている



②
就
業
規
則
の
改
定

就
業
規
則
の
見
直
し
と
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
就

業
規
則
作
成
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
委
員

会
は
、
各
部
署
か
ら
社
員
1
名
ず
つ
を
選
出
し
、
現
場

の
声
を
反
映
さ
せ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会

は
年
に
1
回
の
開
催
を
基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
随

時
開
催
さ
れ
る
。
委
員
会
に
は
社
会
保
険
労
務
士
も
同

席
し
、
法
的
観
点
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
実
効

性
の
あ
る
改
定
案
を
作
成
す
る
。
作
成
さ
れ
た
案
は
、

社
長
の
了
承
を
経
て
正
式
に
就
業
規
則
と
し
て
改
定
さ

れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。「
70
歳
を
過
ぎ
て
も
本
人
が
希

望
し
、
自
力
で
出
社
で
き
る
場
合
は
勤
務
を
継
続
で
き

る
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
規
定
は
、
こ
の
委
員
会
か
ら

の
提
案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
就
業
規
則
作

成
委
員
会
は
、
現
場
の
実
情
と
社
員
の
声
を
制
度
に
反

映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
お
り
、
柔
軟
で
実

用
的
な
就
業
環
境
の
整
備
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
評
価
・
賃
金
制
度

給
与
体
系
は
、
職
種
や
勤
務
条
件
に
応
じ
て
差
を
設

け
て
お
り
、
不
公
平
感
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
る
。
特
に
時
間
給
社
員
（
限
定
職
）
は
、
業
務

内
容
や
責
任
範
囲
に
応
じ
て
時
給
に
差
を
設
け
る
こ
と

で
、
社
員
の
納
得
感
を
得
て
い
る
。
評
価
制
度
は
、
一

般
職
以
上
の
社
員
は
「
成
長
シ
ー
ト
」
を
使
用
し
、
四

半
期
ご
と
に
自
己
評
価
と
上
司
評
価
を
実
施
し
て
い

る
。
時
間
給
社
員
（
限
定
職
）
で
は
、
業
務
の
習
熟
度

や
対
応
可
能
な
作
業
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
に
「
多
能

工
シ
ー
ト
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
資
格
取
得
支
援

社
員
の
ス
キ
ル
向
上
と
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
た

資
格
取
得
支
援
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
ス

キ
ル
や
簿
記
な
ど
業
務
に
直
結
す
る
資
格
は
、
会
社
か

ら
取
得
費
用
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
取
得
後
に

は
資
格
手
当
の
支
給
が
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
社
員

の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
内
で

必
要
な
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
な
ど

の
資
格
は
、
取
得
費
用
の
補
助
に
加
え
、
勤
務
時
間
内

で
の
講
習
の
受
講・資
格
の
取
得
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
業
務
に
必
要
な
技
能
を
効
率
的
に
習
得

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
を

通
じ
て
、
社
員
の
能
力
開
発
を
支
援
し
、
職
場
全
体
の

安
全
性
と
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
業
務
改
善
へ
の
意
見
の
吸
い
上
げ

社
員
が
日
常
業

務
の
な
か
で
感
じ

る
小
さ
な
改
善
点

を
提
案
で
き
る
仕

組
み
と
し
て「
チ
ョ

コ
案
」
制
度
を
導

入
し
た
。
こ
れ
は

現
場
で
の
作
業
効

率
や
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の

「
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

イ
デ
ア（
＝
チ
ョ

コ
っ
と
し
た
案
）」
を
社
員
か
ら
募
る
も
の
で
あ
る
。
現

場
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。
実
際
に
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
昇
降

台
や
ハ
ン
ド
リ
フ
ト
の
導
入
が
実
現
し
て
お
り
、
作
業

負
担
の
軽
減
や
安
全
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
や
作
業
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
職
場
改
善

２
０
２
４（
令
和
6
）年
稼
働
の
新
工
場
で
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、床
の
転
倒
防
止
対
策
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
、

高
齢
社
員
が
働
き
や
す
い
作
業
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。

②
休
憩
時
間

製
造
部
門
に
お
い
て
は
通
常
の
昼
休
憩
に
加
え
、
午

後
3
時
か
ら
30
分
間
の
休
憩
時
間
を
設
け
、
作
業
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
導
入
し
作
業
環
境
の
温
度
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
社

員
の
健
康
と
安
全
に
配
慮
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い

る
。
一
方
、
農
場
部
門
で
は
、
夏
季
の
高
温
対
策
と
し

て
早
朝
6
時
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
日
中
の
昼
休
憩
を

長
め
に
設
定
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
つ
き
ベ
ス
ト
の
配
付
や
、
パ
ラ
ソ
ル
を

使
用
し
日
陰
を
確
保
し
て
か
ら
収
穫
作
業
を
行
う
な

ど
、
現
場
に
即
し
た
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
衛
生
管
理

製
品
加
工
工
場
に
入
る
前
の
手
洗
い
時
間
の
個
人
差

を
な
く
す
た
め
、
タ
イ
マ
ー
を
設
置
し
、
全
社
員
が
一

定
時
間
手
洗
い
を
行
う
よ
う
統
一
し
て
い
る
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
な
け
れ
ば
ト
イ
レ
か
ら
出
ら
れ

た
め
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」、「
タ
イ
」、「
ベ
ト
ナ
ム
」、

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
の
国
旗
を
掲
げ
て

お
り
、
同
社
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
籍
社

員
の
た
め
の
支
援
課
を
創
設
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

O
さ
ん
（
73
歳
・
女
性
）
は
製
造
工
場
内
に
お
い
て

検
品
作
業
を
担
当
し
て
お
り
、勤
続
20
年
目
を
迎
え
た
。

1
日
7
時
間
、
週
5
日
の
勤
務
を
元
気
に
こ
な
し
て
い

る
。「
勤
続
10
年
目
、
20
年
目
の
節
目
で
長
期
勤
続
表

彰
の
記
念
品
を
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
昼

休
み
の
ほ
か
に
、
午
後
3
時
か
ら
30
分
間
の
休
憩
時
間

が
あ
り
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
長
く
勤
め
ら
れ

た
秘
訣
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

I
さ
ん
（
74
歳
・
女
性
）
は
製
造
工
場
内
で
出
荷
作

業
や
真
空
パ
ッ
ク
作
業
、
漬
け
込
み
作
業
な
ど
を
担
当

し
て
お
り
、
勤
続
22
年
目
と
な
る
。
O
さ
ん
と
同
じ
勤

務
時
間・日
数
で
あ
り
、
繁
忙
期
は
残
業
も
行
う
。「
ほ

グリンリーフ 株式会社
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コ
っ
と
し
た
案
）」
を
社
員
か
ら
募
る
も
の
で
あ
る
。
現

場
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。
実
際
に
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
昇
降

台
や
ハ
ン
ド
リ
フ
ト
の
導
入
が
実
現
し
て
お
り
、
作
業

負
担
の
軽
減
や
安
全
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
や
作
業
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
職
場
改
善

２
０
２
４（
令
和
6
）年
稼
働
の
新
工
場
で
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
、床
の
転
倒
防
止
対
策
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
、

高
齢
社
員
が
働
き
や
す
い
作
業
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。

②
休
憩
時
間

製
造
部
門
に
お
い
て
は
通
常
の
昼
休
憩
に
加
え
、
午

後
3
時
か
ら
30
分
間
の
休
憩
時
間
を
設
け
、
作
業
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

を
導
入
し
作
業
環
境
の
温
度
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
社

員
の
健
康
と
安
全
に
配
慮
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い

る
。
一
方
、
農
場
部
門
で
は
、
夏
季
の
高
温
対
策
と
し

て
早
朝
6
時
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
日
中
の
昼
休
憩
を

長
め
に
設
定
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
つ
き
ベ
ス
ト
の
配
付
や
、
パ
ラ
ソ
ル
を

使
用
し
日
陰
を
確
保
し
て
か
ら
収
穫
作
業
を
行
う
な

ど
、
現
場
に
即
し
た
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

③
衛
生
管
理

製
品
加
工
工
場
に
入
る
前
の
手
洗
い
時
間
の
個
人
差

を
な
く
す
た
め
、
タ
イ
マ
ー
を
設
置
し
、
全
社
員
が
一

定
時
間
手
洗
い
を
行
う
よ
う
統
一
し
て
い
る
。
ま
た
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
な
け
れ
ば
ト
イ
レ
か
ら
出
ら
れ

な
い
セ
ン
サ
ー
や
、
消
毒
を
し
な
い
と
エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
を
通
過
で
き
ず
工
場
に
入
れ
な
い
仕
組
み
な
ど
、

衛
生
管
理
の
徹
底
を
う
な
が
す
設
備
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
工
場
に
入
室
す
る
前
に
は
、
作
業
着
上
の
ホ
コ
リ

な
ど
を
除
去
す
る
粘
着
ク
リ
ー
ナ
ー
の
使
用
方
法
を
イ

ラ
ス
ト
つ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
案
内
し
て
お
り
、
だ
れ
も

が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、衛
生
面
お
よ
び
社
員
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

会
社
が
一
括
し
て
作
業
着
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し

管
理
し
て
い
る
。

④
健
康
管
理

同
社
で
は
社
員
の
健
康
維
持
の
た
め
、
毎
年
、
全
社

員
に
対
し
「
健
康
診
断
」、「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
筋
ト
レ
や
健
康
管
理
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
目
的
に

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
を
設
置
、
勤
務
時
間
以
外

な
ら
だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
ビ
オ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
内
で
働
く
社
員
の
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
企
業
主
導
型
保
育
施
設
を
運
営
し
て
い
る
。
保

育
所
の
運
営
に
よ
り
、
安
心
し
て
業
務
に
専
念
で
き
る

と
子
育
て
中
の
社
員
は
も
と
よ
り
、
一
緒
に
働
く
社
員

か
ら
も
好
評
で
あ
る
。
保
育
所
は
職
場
に
隣
接
し
て
い

る
た
め
、
社
員
は
子
ど
も
の
近
く
で
働
き
、
何
か
あ
る

と
内
線
で
確
認
が
で
き
、
社
員
は
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、
外
国
籍
の
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の

た
め
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」、「
タ
イ
」、「
ベ
ト
ナ
ム
」、

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
の
国
旗
を
掲
げ
て

お
り
、
同
社
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
籍
社

員
の
た
め
の
支
援
課
を
創
設
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

O
さ
ん
（
73
歳
・
女
性
）
は
製
造
工
場
内
に
お
い
て

検
品
作
業
を
担
当
し
て
お
り
、勤
続
20
年
目
を
迎
え
た
。

1
日
7
時
間
、
週
5
日
の
勤
務
を
元
気
に
こ
な
し
て
い

る
。「
勤
続
10
年
目
、
20
年
目
の
節
目
で
長
期
勤
続
表

彰
の
記
念
品
を
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
昼

休
み
の
ほ
か
に
、
午
後
3
時
か
ら
30
分
間
の
休
憩
時
間

が
あ
り
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
長
く
勤
め
ら
れ

た
秘
訣
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

I
さ
ん
（
74
歳
・
女
性
）
は
製
造
工
場
内
で
出
荷
作

業
や
真
空
パ
ッ
ク
作
業
、
漬
け
込
み
作
業
な
ど
を
担
当

し
て
お
り
、
勤
続
22
年
目
と
な
る
。
O
さ
ん
と
同
じ
勤

務
時
間・日
数
で
あ
り
、
繁
忙
期
は
残
業
も
行
う
。「
ほ

か
の
会
社
と
異
な
り
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
に
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
よ
う
な
高
齢
者
に
や
さ
し
い
職
場
な
の
で
働
き

や
す
く
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。
運
転
免
許
の
更
新

が
で
き
る
か
ぎ
り
、働
き
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
６
）
今
後
の
課
題

今
後
の
日
本
の
農
業
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、

農
家
の
育
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
置
い
て
い

る
。
農
業
を
志
す
者
を
雇
用
し
、
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
与
え
、
ま
た
、
土
地
の
購
入
や
そ
の
融
資
に
お
い
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
独
立
を
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
を
ふ
ま
え
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

外
国
人
と
い
う
多
様
な
人
材
の
戦
力
化
を
進
め
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
実
現
し
て
い
く
な
か
で
、
す
べ
て

の
社
員
が
意
見
を
出
し
合
い
支
え
合
っ
て
い
く
企
業
風

土
を
こ
れ
か
ら
も
目
ざ
し
て
い
く
。
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Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
開
発
は
、
１
９
７
５
（
昭
和

50
）
年
に
北
海
道
千
歳
市
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を

主
た
る
事
業
と
し
て
創
業
。

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
や
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
許
可
を
取
得
し
、
建
築
物
清
掃
業
登
録
を
完
了

す
る
な
ど
、
着
実
に
事
業
基
盤
を
構
築
し
て
き
た
。
経

営
の
根
幹
に
は
地
元
住
民
お
よ
び
地
元
で
働
く
人
々
に

と
っ
て
の
「
一
親
等
」
の
会
社
で
あ
り
た
い
と
い
う
想

い
が
あ
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
高
齢
従
業
員
の
貢

献
度
を
再
評
価
し
、
積
極
的
な
活
躍
を
う
な
が
す
方
向

で
職
場
改
善
を
進
め
て
き
た
。
定
年
年
齢
の
段
階
的
な

引
上
げ
に
加
え
、
年
齢
の
上
限
な
く
働
け
る
登
録
制
の

「
元
気
事
業
部
」
を
創
設
し
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現

し
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

定
年
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
（
63
歳
か
ら
65
歳
）、
70

歳
ま
で
嘱
託
社
員
と
し
て
継
続
雇
用
、75
歳
ま
で
パ
ー

ト
タ
イ
ム
従
業
員
と
し
て
再
雇
用
に
加
え
、
年
齢
の

上
限
な
く
働
け
る
「
元
気
事
業
部
」
を
創
設
し
た
。

2�

絶
対
評
価
に
よ
る
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
の
就
労
意
欲
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

3�

全
従
業
員
を
対
象
と
し
た
年
間
計
画
に
よ
る
体
系
的

な
人
材
育
成
研
修
を
実
施
。
特
に
繁
忙
期
に
備
え
た

「
安
全
・
品
質
・
接
遇
」
に
関
す
る
講
習
会
は
全
社

的
な
意
識
統
一
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

4�

情
報
シ
ス
テ
ム
の
自
社
開
発
・
導
入
に
よ
り
、
業
務

負
担
を
大
幅
に
軽
減
。
作
業
効
率
化
と
高
齢
従
業
員

の
働
き
や
す
さ
を
両
立
し
た
。

5�

温
水
除
草
や
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
の
採
用
に
よ

り
、
環
境
と
作
業
者
の
安
全
性
が
向
上
。
高
齢
従
業

員
も
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
開か

い

発は

つ 

（
北
海
道
千ち

歳と
せ

市
）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

優秀賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ス
ポ
ッ
ト
勤
務
可
能
な
「
元
気
事
業
部
」
で

年
齢
の
上
限
な
く
活
躍
で
き
る
環
境
を
実
現

株式会社 クリーン開発
（北海道千歳市）

 創業　1975（昭和50）年
 業種　�その他の事業サービス業 

（建物管理等各種保守管理）
 従業員数　	 292人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	177人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 52人	（17.8％）

	 65～69歳	 41人	（14.0％）
	 70歳以上	 84人	（28.8％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を70歳まで嘱託社員として継続雇用。
その後、希望者全員を75歳まで無期雇用のパートタイム従
業員として再雇用。各々の上限年齢に達した者で希望者は
元気事業部に登録することもできる。最高年齢者は80歳
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特集

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

１
９
７
５
年
に
、
北
海
道
千
歳
市
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
を
柱
と
し
て
創
業
。
創
業
と
同
時
に
産
業
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
許
可
（
北
海
道
）
お
よ
び
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
許
可
（
千
歳
市
）
を
取
得
し
、
１
９
８
２

年
に
は
建
築
物
清
掃
業
登
録
を
完
了
す
る
な
ど
、
着
実

に
事
業
基
盤
を
構
築
し
て
き
た
。

現
在
の
事
業
内
容
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
中

心
に
、
産
業
廃
棄
物
・
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
、

建
築
物
清
掃
業
、
環
境
整
備
事
業
、
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除

業
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
千
歳
市
と
い
う
立
地
を
活

か
し
、
新
千
歳
空
港
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
の
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東と
う

部ぶ

地
震

で
は
、
発
災
直
後
か
ら
迅
速
な
初
動
対
応
を
行
い
、
翌

日
に
は
新
千
歳
空
港
の
復
旧
作
業
に
着
手
。
２
０
２
２

（
令
和
4
）
年
の
豪
雪
災
害
で
は
、
自
社
の
除
雪
機
械

を
投
入
し
て
地
域
の
交
通
維
持
に
貢
献
す
る
な
ど
、
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
企
業
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

お
も
な
事
業
領
域
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

は
、
仕
事
内
容
や
不
規
則
な
勤
務
時
間
な
ど
が
要
因
と

な
り
、
特
に
若
年
層
へ
魅
力
が
伝
わ
り
づ
ら
い
と
い
う

業
界
の
仕
組
み
に
起
因
す
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
千
歳
市
は
航
空
自
衛
隊
や
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
を
擁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、退
職
自
衛
官
が
多
く
、

地
域
に
定
住
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
衛
隊
退
職
者
を

安
定
的
な
労
働
力
と
し
て
確
保
し
て
き
た
が
、
近
年
は

退
職
者
が
減
少
し
、採
用
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
複
合
的
要
因
に
よ
り
人
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
な
か
、
高
齢
従
業
員
の
会
社
へ
の
貢
献
度
を
再

評
価
し
、
活
躍
を
後
押
し
す
る
方
向
で
職
場
改
善
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

現
在
、
60
歳
以
上
の
従
業
員
が
全
体
の
約
60
％
を
占

め
て
お
り
、高
い
就
労
意
欲
と
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、

事
業
運
営
の
中
核
を
に
な
う
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
高
齢
従
業
員
が
心
身
と
も
に
健
康
な
状

態
で
、
意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
可
能
な
か
ぎ
り
長
く
活

躍
し
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
経
営

方
針
の
一
つ
と
し
て
定
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
賃

金
体
系
を
含
む
処
遇
全
般
の
改
善
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
安
定
的
な
雇
用
を
保
障
す
る
べ
く
、
可
能
な
か
ぎ

り
正
社
員
へ
の
登
用
を
進
め
て
い
る
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
制
度
と
継
続
雇
用
制
度
の
整
備

従
業
員
が
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
欲
と
能
力
に
応

じ
て
長
期
的
に
就
労
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
２
０
２
４
年
４
月
に
正
社
員
の
定
年
年
齢
を
63

歳
か
ら
65
歳
へ
と
引
き
上
げ
た
。
定
年
後
も
嘱
託
社
員

と
し
て
希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
勤
務
可
能
と
す
る
継
続

雇
用
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
70
歳
を
超
え
て
就
労
を
希
望
す
る
者
に
つ

い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員
と
し
て
75
歳
ま
で
雇

用
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
「
元
気
事
業
部
」
の
創
設

継
続
雇
用
制
度
に
加
え
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
、
２

０
１
０
年
よ
り
登
録
制
の
「
元
気
事
業
部
」
を
設
置
し

た
。
こ
れ
は
、
各
雇
用
形
態
の
上
限
年
齢
に
達
し
た
従

業
員
が
、
曜
日
や
時
間
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
身

の
都
合
に
合
わ
せ
て
ス
ポ
ッ
ト
的
に
勤
務
で
き
る
制
度

で
あ
る
。

同
事
業
部
は
、
請
負
・
委
任
契
約
で
は
な
く
、
雇
用

関
係
（
日
々
雇
用
）
に
あ
る
点
が
特
徴
で
、
労
災
保
険

に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
。
登
録
時
に
は
個
々
の
強
み
や
経
験
を
申
告
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す
る
書
式
が
用
い
ら
れ
、
各
人
の
能
力
を
最
大
限
に
活

か
す
業
務
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
高
齢
従
業
員
に
活
躍
の
場
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
若
手
・
中
堅
従
業
員
が
育
児
や
介
護

な
ど
で
突
発
的
な
休
暇
を
取
得
す
る
際
に
、
そ
の
業
務

を
補
完
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
相
互
補
完

の
仕
組
み
が
強
い
誘
因
と
な
り
、
直
近
２
年
間
で
11
人

の
退
職
者
が
再
入
社
す
る
と
い
う
結
果
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

③
人
事
評
価
制
度
の
改
善

同
社
で
は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
的

と
し
て
、
絶
対
評
価
に
よ
る
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し

て
い
る
。
上
長
が
「
顧
客
か
ら
の
評
価
」
お
よ
び
「
本

人
の
自
己
評
価
」
か
ら
の
申
告
内
容
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
年
３
回
実
施
し
、
経
営
層
へ
報
告
さ
れ
る
。
評
価

プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
と
従
業
員
の
目
標
意
識
向
上
を
目

的
と
し
て
、役
職
者
に
よ
る「
取
組
み
計
画
」と「
結
果
」

の
全
体
報
告
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
体
系
的
な
人
材
育
成
研
修
の
実
施

全
従
業
員
を
対
象
に
、
育
成
の
た
め
の
年
間
計
画
を

策
定
し
、
階
層
や
職
務
に
応
じ
た
研
修
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
る
。研
修
内
容
は
、社
会
情
勢
や
市
場
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
た
最
新
の
情
報
を
組
み
込
ん
で
い

る
。
特
に
、
繁
忙
期
に
備
え
て
毎
年
11
月
に
全
従
業
員

を
対
象
と
し
て
行
う
「
安
全
・
品
質
・
接
遇
」
に
関
す

る
講
習
会
は
、
全
社
的
な
意
識
統
一
と
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
資
料
に
は
、
高
齢
従
業
員
も
理
解
し
や
す
い
よ

う
マ
ン
ガ
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
い
、
要
点
が

頭
に
入
り
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

②
技
能
継
承
と
世
代
間
交
流
の
促
進

各
事
業
所
の
主
任
が
年
１
回
、
取
締
役
を
含
め
た
全

従
業
員
に
対
し
て
取
組
み
計
画
と
結
果
報
告
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
、
72
歳
以
上
の
主
任
が
3
人
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
、
従
業
員
が
計
画
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
を
写
真
撮
影
し
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
発

表
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
の
専
門
学
校
の
学
生
を
対
象
に
、
送
迎

つ
き
の
清
掃
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
採
用
す
る
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
と
経
験
豊
富
な
高
齢

従
業
員
が
共
同
で
作
業
を
行
う
体
制
を
構
築
し
て
お

り
、
単
な
る
経
済
的
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
世
代
間
の
技

術
・
知
識
の
伝
承
と
相
互
理
解
を
促
進
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
作
業
環
境
の
改
善

草
刈
り
業
務
で
は
、
安
全
管
理
策
を
二
段
階
で
実
施

し
て
い
る
。
第
一
に
、
新
規
の
業
務
従
事
者
に
対
し
、

初
期
段
階
で
の
安
全
講
習
を
必
須
と
し
、
作
業
の
標
準

化
と
安
全
意
識
の
涵か

ん

養よ
う

を
図
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
２

０
２
４
年
よ
り
作
業
単
位
を
３
人
体
制
へ
と
移
行
し
、

作
業
中
の
相
互
監
視
を
可
能
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
起
因
す
る
事
故
を
抑
制
す
る
と

同
時
に
、
夏
季
の
熱
中
症
な
ど
突
発
的
な
健
康
問
題
へ

の
即
応
性
を
高
め
て
い
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
業
務
で
は
、
従
来
、
年
間
最
大
１

３
０
０
件
に
達
す
る
案
件
の
全
工
程（
顧
客
対
応
、
現

場
作
業
や
指
示
、
報
告
書
作
成
等
）
が
特
定
の
担
当
者

に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
受
付
け
か
ら
報
告
書

作
成
に
至
る
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
包
括
的
に
管
理
す
る
新

シ
ス
テ
ム
を
自
社
で
開
発
・
導
入
。
情
報
伝
達
の
迅
速

化
と
事
務
作
業
の
抜
本
的
な
省
力
化
を
実
現
し
て
い
る
。

②
社
屋
・
休
憩
環
境
の
整
備

従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
を
目
的
と
し
、

社
屋
の
建
替
え
を
機
に
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
機
能
的
・

質
的
向
上
を
図
っ
て
い
る
。冷
暖
房
設
備
は
も
ち
ろ
ん
、

無
料
の
飲
料
提
供
（
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
）、
大
型
テ
レ

ビ
や
ソ
フ
ァ
ー
の
設
置
な
ど
、
快
適
な
休
息
環
境
を
提

供
し
て
い
る
。
こ
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
は
、
業
務
終
了
後

の
自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
機

能
し
て
い
る
。

株式会社 クリーン開発
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特集

③
健
康
管
理
の
充
実

２
０
２
４
年
に
日
本
健
康
会
議
「
健
康
経
営
Ⓡ
（
★
）

優
良
法
人
」の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
全
従
業
員
に
対
し

健
康
維
持
・
増
進
へ
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

④
安
全
衛
生
対
策

年
３
回
事
業
所
内
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
危
険
箇

所
の
早
期
発
見
と
改
善
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
２
カ
月

に
一
度
発
行
す
る
社
内
報
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
に
関

す
る
特
集
記
事
を
掲
載
し
、
従
業
員
の
安
全
意
識
の
維

持
・
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
で
使
用
す
る

保
護
具
の
改
良
に
努
め
て
お
り
、
軽
量
型
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
最
新
型
の
ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
を
導
入
し
て
い
る
。

⑤
環
境
に
配
慮
し
た
技
術
の
導
入

温
水
除
草
は
、
高
温
水
を
散
布
す
る
こ
と
で
雑
草
の

根
の
タ
ン
パ
ク
質
構
造
を
熱
変
性
さ
せ
、
根
本
か
ら
枯

死
さ
せ
る
物
理
的
防
除
法
で
あ
る
。
化
学
農
薬
を
一
切
使

用
し
な
い
た
め
、
人
体
、
農
作
物
、
家
畜
へ
の
影
響
が
な

く
、
周
辺
環
境
に
対
し
て
も
安
全
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

ま
た
、
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
電
解
水
を
洗
浄
液
と
し
て

導
入
し
、
洗
浄
後
に
有
害
な
残
留
物
を
残
さ
ず
、
成
分

は
水
に
戻
る
た
め
、
二
度
拭
き
が
不
要
と
な
り
作
業
効

率
が
向
上
し
て
い
る
。
人
体
と
環
境
へ
の
負
荷
が
低
い

持
続
可
能
性
の
高
い
清
掃
手
法
で
あ
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

福
利
厚
生
の
充
実

組
織
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
、
忘
年
会
や
従
業

員
の
家
族
も
参
加
可
能
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な
ど
の

社
内
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球

「
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
の
本
拠
地
で
あ

る
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
の
年
間

シ
ー
ト
を
法
人
契
約
し
、
希
望
す
る
従
業
員
を
毎
月
抽

選
で
招
待
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
満
足
度
向
上
に
努

め
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
従
業
員
の
声　

長は

谷せ

川が
わ

勤つ
と
む

さ
ん
（
72
歳
）
は
、
１
９
８
４
年
４
月
に

入
社
し
た
社
歴
41
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
週
５
日
、
１
日

８
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
働
い
て
い
る
。
入
社
後

に
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
１
級
の
資
格
を
取
得

し
、
複
数
の
現
場
の
立
上
げ
を
経
験
。
現
場
の
責
任
者

と
し
て
活
躍
し
、
現
在
は
、
各
現
場
の
見
回
り
お
よ
び

後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。「
若
い
人
の
指
導
を

行
い
、
成
長
す
る
姿
を
見
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
で
す

ね
。
自
分
自
身
も
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
触
れ
る
な
ど
し

て
、
勉
強
の
日
々
で
す
。
元
気
な
う
ち
は
、
働
き
続
け

た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

杉す
ぎ

原は
ら

修お
さ
む

さ
ん（
75
歳
）
は
、
他
社
を
定
年
退
職
後
、

２
０
１
６
年
４
月
よ
り
元
気
事
業
部
会
員
と
し
て
登
録

（
９
年
目
）。
環
境
整
備
事
業
の
主
要
な
現
場
を
任
さ
れ

て
い
る
。
ほ
か
の
従
業
員
が
将
来
の
目
標
と
し
て
杉
原

さ
ん
の
名
前
を
あ
げ
る
ほ
ど
、
明
る
く
元
気
に
勤
務
し

て
い
る
。「
自
分
の
体
力
と
身
体
を
動
か
し
て
い
れ
ば
、

若
さ
を
保
て
ま
す
。
身
体
が
動
け
ば
、
い
つ
ま
で
で
も

働
き
た
い
で
す
」と
話
す
。

（
６
）
今
後
の
課
題

同
社
は
今
後
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
の
導
入
や
運
転
し
や

す
い
車
両
、
フ
ァ
ン
つ
き
ベ
ス
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
使
い

や
す
い
道
具
や
洗
剤
の
導
入
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
、
高
齢
従
業
員
だ
け
で
な
く
全
従
業

員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、
時
間
の
縛
り
な
く
、
従
業
員
が
希
望
す
る
時

間
帯
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
顧
客
先
と
調
整
を
行
う
な

ど
、
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
を
目
ざ
し
て
い
る
。

経
営
理
念
で
あ
る
地
元
住
民
お
よ
び
地
元
で
働
く

人
々
に
と
っ
て
の
「
一
親
等
」
の
会
社
と
し
て
、
高
齢

従
業
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
世
代
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
構
築
に
向
け
た
同
社
の
取
組
み
は
今
後
も
続
く
。
★   「健康経営Ⓡ」は、NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。
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Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
業
務
シ
ス
テ

ム
開
発
や
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
手
が
け
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
。「
お
客
様
と
共

に
夢
へ
の
挑
戦
を
し
ま
す
。
信
頼
す
る
会
社
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
公
平
・
公
正
な
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
長
野
県
松
本
市
を
拠
点

に
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
同
社
が
社
員
に
求

め
る
人
物
像
は
、
会
社
の
業
績
に
貢
献
で
き
、
会
社
か

ら
の
指
示
で
動
く
の
で
は
な
く
、
自
分
で
動
い
て
仕
事

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
「
自
律
型
人
材
」。
こ
れ
は
高

齢
社
員
も
同
様
で
あ
る
た
め
、
60
歳
以
降
の
社
員
を
特

別
視
す
る
こ
と
な
く
、
戦
力
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
定
年
制
の

廃
止
を
実
施
し
、
社
員
が
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
描
け
る
環
境
を
整
備
し
た
。

2�

60
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
、
毎
年
、
働
き
方
に
関

す
る
意
向
確
認
の
話
合
い
を
実
施
。
社
員
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
働
き
方
を
提
供
し
て

い
る
。

3�

年
齢
に
関
係
な
く
自
発
的
な
行
動
を
う
な
が
す
た

め
、
能
力
・
貢
献
に
見
合
っ
た
報
酬
制
度
を
構
築
し
、

60
歳
時
点
で
の
賃
金
の
一
律
減
額
は
行
っ
て
い
な
い
。

4�

目
標
管
理
シ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
人
事
評
価
制
度
に

よ
り
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
公
平

な
処
遇
を
実
現
し
て
い
る
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
有
限
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
と
し
て
創
業
。
２
０
０
７
年
、
株
式
会
社
へ

の
商
号
変
更
を
経
て
、
２
０
１
８
年
に
は
本
社
を
長
野

株
式
会
社 

マ
イ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム 

（
長
野
県
松
本
市
）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

優秀賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
稀
に
み
る
定
年
制
廃
止

多
様
な
働
き
方
を
提
供
し
て
高
齢
社
員
を
戦
力
化

株式会社 マイネットシステム
（長野県松本市）

 創業　2000（平成12）年
 業種　情報サービス業
 社員数　	 82人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	 8人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 6人	 （7.3％）

	 65～69歳	 1人	 （1.2％）
	 70歳以上	 1人	 （1.2％）

 定年・継続雇用制度
定年なし。最高年齢者は営業職の75歳

2025.10 16



特集

県
松
本
市
へ
移
転
。
こ
れ
ま
で
長
野
市
、
東
京
都
に
事

業
所
を
展
開
し
て
い
る
。

創
業
以
来
、
長
野
県
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
組
込
み
シ

ス
テ
ム（
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
）の
開
発
に
も
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
。
現
在
で
は
首
都
圏
に
も
進
出
し
、
金
融
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
保
守
業
務
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

主
軸
事
業
は
「
業
務
シ
ス
テ
ム
開
発
」、「
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」、「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構

築
」、「
戦
略
策
定
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
支
援
」、「
シ
ス
テ
ム
運
用
・
保

守
＆
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
で
あ
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
社
員
数
は
42
人
で
あ
っ

た
が
、
中
途
採
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
４

月
１
日
時
点
で
は
82
人
に
増
加
し
た
。
60
歳
以
上
は
８

人
（
約
１
割
）、
70
歳
以
上
は
１
人
が
在
籍
し
て
お
り
、

高
齢
社
員
は
営
業
・
経
営
企
画
、
開
発
・
技
術
な
ど
の

職
種
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

同
社
の
技
術
系
高
齢
社
員
は
、
過
去
に
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
※１

や
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
※２
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

に
精
通
し
た
人
材
で
あ
り
、
技
術
革
新
に
よ
り
新
し
い

シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
技
術
力
・
専
門
力
・
経
験
か
ら
柔
軟
に
対
応
で
き
、

貴
重
な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
経
営
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
を
機
に
、

現
社
長
の
発
案
に
よ
り
「
社
員
が
会
社
を
好
き
に
な
っ

て
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
に
す
る
」
こ
と
を
最
上
位

目
標
に
設
定
し
た
。
そ
こ
で
、
10
年
以
上
改
定
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
就
業
規
則
を
見
直
し
、
人
事
制
度
の
明

文
化
、
処
遇
の
改
善
、
人
事
評
価
制
度
の
構
築
、
退
職

金
制
度
の
充
実
を
図
っ
た
。

制
度
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
陣
と
弁
護
士
、
公

認
会
計
士
、
社
会
保
険
労
務
士
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
定
年
制
廃
止
な
ど
に
向
け
た
検
討
を
重

ね
た
。
専
門
家
を
交
え
る
こ
と
で
、
法
的
判
断
や
収
益

構
造
と
の
整
合
性
、
各
社
員
の
生
涯
設
計
の
有
効
性
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
制
の
廃
止

以
前
は
定
年
60
歳
、
そ
の
後
嘱
託
社
員
と
し
て
65
歳

ま
で
再
雇
用
と
し
て
い
た
が
、
会
社
の
成
長
の
根
幹
は

人
事
制
度
に
あ
る
と
の
確
信
か
ら
、
２
０
２
０
年
に
短

時
間
正
社
員
制
度
を
導
入
し
、
２
０
２
３
年
に
定
年
制

を
廃
止
し
た
。

短
時
間
正
社
員
制
度
、
お
よ
び
定
年
制
の
廃
止
に
あ

た
っ
て
は
、
社
員
に
「
会
社
が
社
員
に
求
め
る
能
力
、

期
待
し
て
い
る
役
割
」
を
明
確
に
説
明
し
、
企
業
と
社

員
双
方
に
と
っ
て
納
得
性
の
高
い
制
度
と
し
て
導
入
を

図
っ
た
。

現
在
、
同
社
で
は
高
齢
社
員
活
用
方
針
に
「
人
そ
れ

ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
環
境
・
事
情
が
全
く
違
う
た
め
、

各
自
の
選
択
を
尊
重
し
た
柔
軟
な
就
業
環
境
を
提
供
す

る
」
を
掲
げ
て
お
り
、
高
齢
社
員
に
多
様
な
働
き
方
が

可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

60
歳
を
迎
え
る
時
点
で
本
人
と
会
社
の
間
で
働
き
方

の
意
思
確
認
を
行
い
、
①「
い
ま
ま
で
通
り
管
理
職
を

続
け
今
後
も
上
位
職
を
目
ざ
す
」、
②「
管
理
職
を
外
れ

て
一
般
職
と
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
」、
③「
一
般
職

と
し
て
月
の
出
勤
を
半
分
に
す
る
」
な
ど
、
希
望
に
応

じ
た
多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
を
設
け
て
い
る
。

60
歳
以
上
の
社
員
に
は
、
働
き
方
に
関
す
る
意
向
の

確
認
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、「
個
人
の
希
望
」
と
「
会
社

が
求
め
る
社
員
に
期
待
す
る
役
割
」、「
社
員
が
持
つ
能

力
や
意
欲
」
な
ど
を
話
し
合
い
、
会
社
と
個
人
が
納
得

し
た
う
え
で
働
き
方
を
決
め
て
い
る
。

②
賃
金
制
度
の
見
直
し

制
度
改
定
前
は
、
人
事
制
度
が
明
文
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
経
営
再
建
を
契
機
に
賃
金
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
そ
し
て
昇
給
・
評
価
制
度
と
の
連
動
を
※１　COBOL（コボル）……1960年ごろに開発された事務処理向けのプログラミング言語
※２　FORTRAN（フォートラン）……1950年代に開発された科学技術計算向けのプログラミング言語
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図
る
た
め
、
役
職
・
等
級
別
の
月
額
給
与
バ
ン
ド
（
上

限
額
か
ら
下
限
額
ま
で
幅
を
も
た
せ
た
帯
状
の
賃
金
構

造
）
を
設
定
し
、
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
社
員
に

と
っ
て
の
透
明
性
を
高
め
た
。

給
与
バ
ン
ド
は
、
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
か
ら
、
長
野
県
内
の
同
業
・
同
規
模
の
統
計
資

料
を
参
考
と
し
て
賃
金
基
準
を
設
定
。
県
内
の
同
業
他

社
よ
り
高
い
給
与
水
準
に
設
定
す
る
な
ど
、
社
員
の
納

得
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。

③
人
事
評
価
制
度
の
導
入

「
60
歳
に
な
っ
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
技
術
力

が
落
ち
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
60
歳
時

点
で
の
一
律
の
賃
金
の
減
額
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

一
方
で
「
高
齢
者
だ
か
ら
」
と
特
別
視
す
る
こ
と
も
な

く
、
60
歳
以
降
の
管
理
職
に
お
い
て
は
、
能
力
や
貢
献

度
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
報
酬
を
提

供
す
る
た
め
、人
事
評
価
制
度
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

現
在
は
、
半
期
ご
と
に
面
談
を
設
定
し
て
目
標
管
理

シ
ー
ト
を
も
と
に
、
目
標
設
定
と
実
績
を
本
人
と
評
価

者
で
面
談
評
価
し
、
総
合
点
数
で
評
価
レ
ベ
ル
を
決
定

し
て
お
り
、
評
価
レ
ベ
ル
は
翌
年
の
昇
給
に
反
映
し
て

い
る
。

あ
る
高
齢
社
員
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
役
職
を
外

れ
て
一
般
職
に
戻
っ
た
が
、貢
献
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、

以
前
の
支
給
額
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
資
格
取
得
の
促
進

高
齢
社
員
を
含
め
た
全
社
員
に
「
基
本
情
報
処
理
技

術
者
」
を
は
じ
め
と
し
た
資
格
取
得
手
当
を
支
給
し
て

い
る
。
手
当
が
支
給
さ
れ
る
資
格
に
つ
い
て
は
、
ス
キ

ル
シ
ー
ト
に
盛
り
込
ん
で
お
り
、
社
員
が
長
期
的
な
視

点
で
取
得
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

②
知
識
習
得
機
会
の
提
供

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
、
担
当
す
る
分
野

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
、
業
務
を
通
じ
て

社
員
が
自
主
的
に
知
識
を
習
得
す
る
よ
う
う
な
が
し
て

い
る
。
会
社
は
支
援
策
と
し
て
、
社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
活
用
し
た
業
務
に
直
結
す
る
テ
ー
マ
の
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
る
。ほ
と
ん
ど
の
勉
強
会
に
高
齢
社
員
が
、

講
師
ま
た
は
受
講
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

高
齢
社
員
が
講
師
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
講

師
と
受
講
者
が
と
も
に
社
員
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
業
務
へ
の
円
滑
な
活
用
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
社
員
も

参
加
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

③
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

同
社
で
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
仕
事
じ
ゃ
な
い
」

を
信
念
と
し
て
、人
の
意
見
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

真
剣
に
向
き
合
う
職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
社
長
が
週
１
回
、
本
社
、
東
京
事
業
所
、
長

野
事
業
所
の
３
事
業
所
を
訪
問
し
、
社
員
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
・
成
長
支
援
を
う
な
が
す
た
め
の
１
on
１

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

対
面
で
話
す
こ
と
で
、
業
務
上
の
早
期
課
題
の
発
見
、

社
員
の
感
情
や
要
望
を
く
み
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、社
内
で
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、「
社
長
」や「
課

長
」
な
ど
の
役
職
は
用
い
ず
、
す
べ
て
「
○
○
さ
ん
」

で
お
互
い
を
呼
び
合
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

社
内
の
上
下
関
係
が
生
ま
れ
に
く
く
、
若
手
社
員
や
中

途
入
社
の
社
員
に
と
っ
て
も
意
見
が
い
い
や
す
く
、
風

通
し
の
よ
い
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
で
お
互
い
の
自

主
性
を
尊
重
し
あ
う
企
業
風
土
が
育
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
作
業
環
境
・
作
業
の
改
善

オ
フ
ィ
ス
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
机
は
幅

１
４
０
ｃｍ
（
通
常
は
１
２
０
ｃｍ
）の
も
の
を
、い
す
は
腰

痛
予
防
に
配
慮
し
た
も
の
を
全
社
的
に
配
置
。
職
場
に

お
け
る
目
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
適
切
な
照
明

株式会社 マイネットシステム
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社内では、高齢社員を含む幅広い世代の社員が机を並べて
働いている
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設
備
の
導
入
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
）、
高
齢
社
員
が
参
加

す
る
場
合
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
文
字
を
大
き
く
す

る
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

②
多
様
な
働
き
方
の
導
入

短
時
間
正
社
員
制
度
、
勤
務
時
間
の
短
縮
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
度
、
１
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
の
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
か
ら
は
、
孫
・
家
族
の

送
迎
、
通
院
な
ど
の
た
め
に
短
時
間
勤
務
を
希
望
す
る

者
も
お
り
、
好
評
で
あ
る
。

あ
る
高
齢
社
員
は
、
孫
の
育
児
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、

正
社
員
か
ら
短
時
間
正
社
員
に
雇
用
形
態
を
変
更
し
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
仕
事
を

続
け
て
い
る
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
副
業
を
可
能
と
す
る
な

ど
、
多
様
な
働
き
方
を
通
じ
て
高
齢
社
員
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
現
在
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
は
約
10
人
が
活
用
し
て
お
り
、
な
か
に
は
大

病
を
患
っ
た
高
齢
社
員
も
い
る
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
導
入
に
よ
り
通
勤
時
の
体
力
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

体
調
に
あ
わ
せ
た
働
き
方
で
勤
務
を
継
続
し
て
い
る
。

③
健
康
管
理

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
社
員
に
は
、
55
歳
以
降
、
５

歳
刻
み
で
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
状
況

の
確
認
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
産
業
医

や
専
門
家
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
4
）
高
齢
社
員
の
声

営
業
・
経
営
企
画
職
と
し
て
働
く
石い

し

井い

哲て
つ

也や

さ
ん

（
61
歳
）
は
、定
年
制
廃
止
に
つ
い
て「
過
去
に
つ
ち
か
っ

た
人
脈
を
活
用
で
き
、
会
社
の
業
績
に
長
く
寄
与
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
の
持
っ
て
い
る
知

識
な
ど
が
そ
の
ま
ま
役
立
ち
、
会
社
に
貢
献
で
き
て
い

ま
す
」と
話
す
。

開
発・技
術
職
と
し
て
働
く
長お

さ

村む
ら

博ひ
ろ
し

さ
ん（
60
歳
）は
、

「
や
や
昔
の
ス
キ
ル
で
も
、
必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が

お
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
ス
キ
ル
が
そ
の
ま
ま
活
か

せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
手
ご
た
え
を
語
る
。

（
５
）
今
後
の
課
題　

今
後
は
、
退
職
金
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
、
福
利
厚

生
制
度
の
導
入
、
定
年
制
廃
止
に
と
も
な
う
役
職
任
命

制
度
の
あ
り
方
改
革
、社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
の
創
設
、

社
員
教
育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
と
し

て
い
る
。

同
社
で
は
、
大
手
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
の
特
約
店
で

の
勤
務
経
験
が
あ
り
人
脈
が
豊
富
な
高
齢
社
員
、
食
品

流
通
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
て
い
る
高
齢
社
員
な
ど
が
、

長
年
の
経
験
を
武
器
に
顧
客
先
の
課
題
を
掘
り
起
こ

し
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
顧
客
満
足
度
の
向

上
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
定
年
制
の
廃

止
に
よ
り
、
社
員
の
つ
ち
か
っ
た
経
験
を
効
果
的
に
活

か
せ
て
お
り
、
売
上
高
は
経
営
危
機
時
の
２
０
２
０
年

と
比
較
し
て
、
３
・
３
倍
に
ま
で
伸
長
し
た
。

ま
た
、
同
社
の
取
組
み
は
地
域
に
も
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
２
０
２
３
年
に
は
長
野
県
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
企
業
と
し
て
登
録
さ
れ
、
持
続
可
能
な
経
営

モ
デ
ル
の
先
駆
例
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
業
界
で

は
き
わ
め
て
稀
な
定
年
制
廃
止
の
実
施
は
、
地
元
メ

デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
を
集
め
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
野
県
内
の
他
企
業
に
も
高
齢
者

活
用
の
可
能
性
を
示
す
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。高

齢
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
を
構
築
し
、
経
営
理
念
で
あ
る
「
お
客
様
と
共

に
夢
へ
の
挑
戦
を
し
ま
す
。
信
頼
す
る
会
社
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
公
平
・
公
正
な
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。」
の
具
現
化
を
目
ざ
し
て
、
同
社
の
取
組
み
は
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。
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令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

長村博さん（60歳） 石井哲也さん（61歳）



Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社
清
風
堂
は
、札
幌
市
で
ビ
ル・店
舗・病
院・

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
総
合
清
掃
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け

る
企
業
で
あ
る
。
現
在
の
社
員
構
成
は
65
歳
以
上
が
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
全
社
員
４
５
０
人

の
う
ち
約
57
％
に
あ
た
る
２
５
６
人
が
65
歳
以
上
と
い

う
、
高
齢
化
が
き
わ
め
て
進
ん
だ
企
業
で
あ
る
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
深
刻
な
人
手
不
足
と
高
齢
化
に

直
面
し
て
お
り
、
同
社
に
お
い
て
も
60
代
後
半
層
の
社

員
が
事
業
の
中
核
を
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

現
在
の
最
高
年
齢
者
は
84
歳
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ
で
、

80
代
の
社
員
も
４
人
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
同
社
は
「
高
齢
者
が
長
く
安
全
で
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
根
本
思

想
と
し
て
掲
げ
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
か
ら
段
階

的
か
つ
総
合
的
な
制
度
改
善
を
実
施
し
、
高
齢
社
員
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
、
新
規
採
用
の
増
加
、
職
場
風
土
の
改

善
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

２
０
２
４
年
１
月
に
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

上
げ
、
希
望
者
全
員
を
70
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制

度
を
導
入
。
さ
ら
に
70
歳
以
降
も
一
定
条
件
の
も
と

年
齢
上
限
な
く
継
続
雇
用
を
可
能
と
し
た
。

2�

55
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
、
短
時
間
勤
務
、
夜
間
勤

務
除
外
、
勤
務
日
数
調
整
な
ど
を
可
能
と
す
る「
勤
務

時
間
の
弾
力
化
」
制
度
を
導
入
し
、
体
力
や
健
康
状
態

に
応
じ
た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。

3�

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
期
間
を
賞
与
支
給
お
よ
び
退

職
金
計
算
の
対
象
期
間
に
算
入
し
、
定
年
延
長
に
と

も
な
う
処
遇
向
上
を
実
現
。
定
年
引
上
げ
前
に
定
年

退
職
後
、
契
約
社
員
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
遡そ

及き
ゅ
う

し

株
式
会
社 

清せ

い

風ふ

う

堂ど

う 

（
北
海
道
札
幌
市
）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

特別賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
齢
社
員
が
長
く
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
を
段
階
的
に
実
現

株式会社 清風堂
（北海道札幌市）

 創業　1984（昭和59）年
 業種　�その他の事業サービス業 

（ビルメンテナンス業）
 社員数　	 450人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	 307人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 51人	（11.3％）

	 65～69歳	 88人	（19.6％）
	 70歳以上	 168人	（37.3％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を70歳まで嘱託社員として継続雇
用。以降、一定条件のもと年齢上限なく継続雇用。最高年
齢者は84歳
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て
適
用
し
た
。

4�

掃
除
機
の
軽
量
化
を
は
じ
め
、
使
用
機
材
の
見
直
し

に
よ
り
、
高
齢
社
員
の
身
体
的
負
担
を
大
幅
に
軽
減

し
た
。
安
全
で
疲
労
の
少
な
い
作
業
を
実
現
し
、
高

齢
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
社
員
が
長
く
働
く
こ
と
が

で
き
る
作
業
環
境
お
よ
び
作
業
方
法
を
整
え
た
。

5�

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
な
ど
の
資
格
取
得
費
用
を

全
額
支
給
し
、
現
場
に
メ
ン
タ
ー
を
配
置
し
て
業
務
お

よ
び
健
康
面
で
相
談
体
制
を
強
化
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

社
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
可
能
と
し
た
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

株
式
会
社
清
風
堂
は
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
７
月

４
日
、
北
海
道
札
幌
市
で
ビ
ル
・
店
舗
・
病
院
・
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
総
合
清
掃
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
主
た
る
事
業
と

し
て
創
業
し
た
。
誠
実
で
確
実
な
仕
事
に
よ
り
多
く
の

顧
客
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。

事
業
内
容
は
総
合
清
掃
管
理
を
中
核
と
し
、
環
境
衛

生
管
理
、設
備
保
守
管
理
、警
備
・
施
設
管
理
業
務
、竣

工
美
装
工
事
な
ど
建
物
の
維
持
管
理
に
か
か
わ
る
幅
広

い
分
野
に
展
開
し
て
い
る
。
清
掃
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
、各
種
施
設
を
快
適
な
空
間
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

創
業
か
ら
40
年
を
迎
え
、ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に

お
け
る
人
手
不
足
と
高
齢
化
と
い
う
業
界
全
体
の
課
題

に
直
面
し
な
が
ら
も
、高
齢
社
員
の
豊
富
な
経
験
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
た
競
争
力
の
維
持・向
上
を
図
っ
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

同
社
の
高
齢
化
の
現
状
は
著
し
く
、
２
０
２
５
年
４

月
１
日
現
在
で
全
社
員
４
５
０
人
の
う
ち
約
57
％
に
あ

た
る
２
５
６
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
構

成
は
、
60
～
64
歳
が
51
人
（
11
・
３
％
）、
65
～
69
歳

が
88
人
（
19
・
６
％
）、
70
歳
以
上
が
１
６
８
人
（
37
・

３
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
70
歳
以
上
の
社
員
が
全

体
の
３
分
の
１
を
超
え
る
状
況
に
あ
る
。
現
在
の
最
高

年
齢
者
は
84
歳
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ
で
、
60
代
後
半
層
の

社
員
が
事
業
の
中
核
を
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

社
員
の
高
齢
化
と
人
手
不
足
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
界
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か

で
、
社
員
か
ら
は
「
高
齢
社
員
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
て
会
社
の
競
争
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
た
い
」、

「
働
く
こ
と
に
よ
り
長
く
健
康
を
維
持
し
た
い
」と
い
っ

た
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
同
社
で
は
、
社
員
が
健
康
状
態
を
考
慮
し
た

働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
体
調

が
悪
く
な
っ
た
際
に
、
社
員
相
互
の
支
援
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進
。
あ
わ
せ
て
安
全
衛
生
管
理

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
職
場
環
境
を
目
ざ
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
２
０

２
１
年
４
月
の
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行
を
ふ

ま
え
、
２
０
２
２
年
４
月
に
継
続
雇
用
制
度
の
大
幅
な

見
直
し
を
実
施
し
た
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
制
度
と
継
続
雇
用
制
度
の
見
直
し

従
来
の
制
度
は
60
歳
定
年
、
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
と
し
て
い
た
が
、
２
０
２
２
年
に
希
望
者

全
員
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
。
さ
ら
に
２

０
２
４
年
１
月
に
は
定
年
年
齢
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、70
歳
以
降
も
社
員
本
人
の
要
望・

適
性
・
評
価
な
ど
に
応
じ
て
、
年
齢
上
限
な
く
継
続
雇

用
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
改

善
に
よ
り
、
社
員
の
労
働
意
欲
の
向
上
や
仕
事
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、
70
代
以
上
の
清
掃
業
務
へ

の
応
募
が
増
え
て
い
る
。
中
途
採
用
に
も
好
影
響
が
出

て
お
り
、
こ
の
数
年
で
採
用
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

②
賃
金
制
度
と
退
職
金
制
度
の
見
直
し

２
０
２
４
年
１
月
の
定
年
年
齢
引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
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賃
金
規
程
と
退
職
金
規
程
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行

い
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
賞
与
支
給

の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
は
退

職
金
計
算
の
対
象
期
間
に
算
入
し
た
。
こ
れ
に
は
高
齢

社
員
だ
け
で
は
な
く
、
若
手
・
中
堅
社
員
か
ら
も
好
意

的
な
意
見
が
多
く
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
見
直
し
に

あ
わ
せ
て
、
定
年
引
上
げ
前
に
定
年
退
職
し
身
分
が
契

約
社
員
と
な
っ
て
い
る
社
員
に
つ
い
て
は
、
社
員
の
雇

用
継
続
の
意
思
を
個
別
に
確
認
し
た
う
え
で
、
定
年
引

上
げ
後
の
正
社
員
と
同
様
、
退
職
金
計
算
の
対
象
期
間

に
算
入
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

③
多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

２
０
２
２
年
４
月
の
継
続
雇
用
制
度
見
直
し
に
あ
わ

せ
、「
勤
務
時
間
の
弾
力
化
」を
制
度
と
し
て
導
入
し
た
。

具
体
的
に
は
、
55
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
、
体
力
の

低
下
や
健
康
状
態
を
考
慮
し
て
勤
務
時
間
弾
力
化
の
申

請
を
行
え
ば
、
短
時
間
勤
務
の
ほ
か
、
夜
間
勤
務
の
除

外
、
勤
務
日
数
の
調
整
、
隔
日
勤
務
が
可
能
と
な
る
。

勤
務
時
間
の
弾
力
化
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
働
き
方

を
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
安
心
し
て

長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
が
実
現
し
た
。

④
私
傷
病
休
職
制
度
の
拡
大

２
０
２
４
年
４
月
に
、
３
カ
月
間
の
休
職
が
認
め
ら

れ
る
私
傷
病
休
職
の
適
用
範
囲
を
「
正
社
員
の
み
」
か

ら
「
全
社
員
」
に
拡
大
し
た
。
正
社
員
に
か
ぎ
ら
ず
全

社
員
が
私
傷
病
に
よ
る
治
療
の
た
め
に
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
職
場
復
帰
の
機
会
が
制

度
上
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、年
次
有
給
休
暇
と
は
別
に
月
１
日
（
年
12
日
）

の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
休
暇
（
正
社
員
の
み
）
を
導
入
し

た
。
社
員
か
ら
は
「
通
院
や
私
事
な
ど
に
よ
る
平
日
の

休
暇
が
と
り
や
す
く
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
好

評
を
得
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
資
格
取
得
支
援
制
度
の
創
設

全
社
員
が
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
２
０
２
０
年
４
月
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
、

清
掃
作
業
監
督
者
、
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術
者
、

建
築
物
清
掃
管
理
評
価
資
格
と
い
っ
た
、
業
務
に
必
要

と
な
る
資
格
の
取
得
に
か
か
る
経
費
（
講
習
費
用
、
テ
キ

ス
ト
代
、
試
験
費
用
）を
全
額
支
給
す
る
と
と
も
に
、
講

習
時
や
試
験
時
を
出
勤
扱
い
と
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
社
員
が
自
ら
の
職
業
能
力
を
向

上
さ
せ
る
意
欲
が
高
ま
り
、
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
社
員
が
毎
年
５
～
10
人
程
度
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
制
度
を
活
用
し
て
有
期
雇
用
の
パ
ー
ト
社
員
２
人

が
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
の
資
格
を
取
得
し
、
無

期
雇
用
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
実
績
も
あ
る
。

②
メ
ン
タ
ー
の
配
置

業
務
上
の
疑
問
や
健
康
面
の
相
談
を
気
軽
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
メ
ン
タ
ー
（
現
場
責
任
者
）
を
７
人
配
置

し
、
日
々
、
社
員
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
社
員

は
働
き
方
の
希
望
を
現
場
の
メ
ン
タ
ー
に
提
出
し
、
メ

ン
タ
ー
と
の
対
話
に
よ
り
調
整
す
る
こ
と
で
、
双
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
っ
た
。
希
望
を
気

兼
ね
な
く
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ス
ト

レ
ス
要
因
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

メ
ン
タ
ー
は
月
１
回
、
集
合
会
議
に
よ
る
意
見
交
換

を
実
施
し
て
お
り
、
相
談
時
の
注
意
点
や
傾
聴
時
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
相
談
の
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
清
掃
器
具
の
改
善

高
齢
社
員
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
従

来
、
５
～
６
㎏
の
重
量
が
あ
っ
た
掃
除
機
を
２
～
３
㎏

の
軽
量
タ
イ
プ
に
全
面
的
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
床
の

拭
き
掃
除
に
使
用
す
る
モ
ッ
プ
を
従
来
型
の
糸
モ
ッ
プ

か
ら
フ
ラ
ッ
ト
モ
ッ
プ
に
変
更
す
る
な
ど
の
改
善
を

行
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ッ
ト
モ
ッ
プ
に
変
え
た
こ
と
で
、

モ
ッ
プ
の
洗
濯
作
業
が
な
く
な
り
、
以
前
は
洗
っ
て
絞

る
作
業
を
く
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
指
の
関
節
に
ダ

メ
ー
ジ
を
負
う
社
員
が
い
た
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な

症
状
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
は
な
く
な
っ
た
。

②
休
憩
室
の
設
置

現
場
作
業
時
の
顧
客
先
で
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
確
保
の

た
め
、
現
場
責
任
者
が
休
憩
室
な
ど
の
設
置
や
使
用
の

許
可
に
関
す
る
交
渉
に
努
め
て
い
る
。
休
憩
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
よ
り
、
社
員
の
疲
労
回
復
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

株式会社 清風堂
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特集

②
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
介
護
・
仕
事
の
両
立

国
籍
を
問
わ
ず
や
る
気
の
あ
る
人
材
を
積
極
的
に
採

用
す
る
方
針
で
あ
り
、
現
在
は
２
人
の
外
国
籍
社
員
が

在
籍
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
育
児
介

護
休
業
規
程
を
整
備
し
て
お
り
、
介
護
と
仕
事
の
両
立

が
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

札
幌
市
の
「
札
幌
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企
業
登
録
制
度
」
に
登

録
し
、
多
様
な
働
き
方
の
促
進
や
環
境
問
題
を
中
心
に

取
組
み
を
行
う
な
ど
地
域
貢
献
の
活
動
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

三み
つ

井い

勝か
つ

好よ
し

さ
ん
（
74
歳
）
は
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
に
入
社
し
在
籍
6
年
。
お
も
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
の
清
掃
を
担
当
し
て
い
る
。「
清
掃
を
し
て

キ
レ
イ
に
な
っ
て
い
く
の
が
う
れ
し
い
で
す
し
、
そ
れ

が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
す
。

林は
や
し

功よ
し

修の
ぶ

さ
ん（
75
歳
）は
、
２
０
１
０
年
に
入
社
し
て

在
籍
15
年
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
巡
回
清
掃
を
担
当
し

て
い
る
。「
体
力
や
年
齢
に
あ
わ
せ
て
、
仕
事
量
や
勤
務

時
間
を
調
整
し
て
も
ら
え
る
の
で
助
か
り
ま
す
」と
話
す
。

（
６
）
今
後
の
課
題

同
社
の
職
場
改
善
の
根
本
思
想
は
、「
高
齢
者
が
長

く
安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
で
あ
る
。
高
齢
者
は
労
災
事
故
が
多
い
と
い
わ
れ

る
が
、
労
働
災
害
に
か
ぎ
ら
ず
、
自
宅
な
ど
ふ
だ
ん
の

生
活
の
な
か
で
転
倒
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
私
傷

病
休
職
の
適
用
範
囲
を
全
社
員
に
拡
大
し
た
理
由
は
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
安
心
し
て
休
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
。

今
後
は
、「
定
年
制
の
廃
止
、
ま
た
は
継
続
雇
用
年
齢

の
引
上
げ
」に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
く
方
針
。
社
員

が
安
心
し
て
よ
り
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
を
つ
ね
に

模
索
し
、地
道
な
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

高
齢
社
員
が
持
つ
豊
富
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
活
用
し
、
安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
継
続

的
な
改
善
を
通
じ
て
、
同
社
は
さ
ら
な
る
高
齢
者
雇
用

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
交
渉
の
努
力

が
社
員
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
現
場
責
任
者
と
の
信
頼
関

係
が
高
ま
り
、
人
間
関
係
を
よ
り
円
滑
に
す
る
効
果
も

生
ま
れ
て
い
る
。

③
健
康
管
理
の
強
化

２
０
２
４
年
か
ら
特
定
健
診
の
費
用
を
会
社
が
全
額

負
担
し
て
い
る
ほ
か
、
健
康
管
理
の
１
次
予
防
、
２
次

予
防
の
強
化
を
目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、

心
臓
ド
ッ
ク
の
う
ち
一
つ
を
会
社
が
費
用
負
担
す
る
制

度
を
創
設
し
た
。
１
回
あ
た
り
４
～
５
万
円
の
費
用
負

担
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
率
を
高
め
る

た
め
費
用
の
全
額
を
会
社
負
担
と
し
、
現
場
の
事
業
担

当
者
が
社
員
へ
の
周
知
と
日
程
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

④
安
全
衛
生
管
理
の
充
実

年
１
回
開
催
し
て
い
る
安
全
衛
生
管
理
研
修
の
内
容

（
作
業
方
法
の
注
意
点
、
心
と
体
の
健
康
管
理
の
方
法
、

感
染
症
対
策
な
ど
）
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
通
勤
時

や
作
業
時
の
転
倒
事
故
に
対
す
る
注
意
喚
起
を
徹
底
す

る
こ
と
が
で
き
、
社
員
の
安
全
衛
生
管
理
の
知
識
と
実

践
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
他
の
取
組
み

①
高
齢
者
の
積
極
的
な
採
用

70
代
の
高
齢
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
ほ
か
、「
札

幌
市
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
行
わ
れ
て
い
る
各
種

高
齢
者
雇
用
の
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

70
歳
超
の
新
規
採
用
者
数
は
２
０
２
１
年
の
23
人
か
ら
、

２
０
２
４
年
に
は
51
人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
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Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

藤
田
建
設
工
業
株
式
会
社
は
１
９
５
０
（
昭
和
25
）

年
に
創
業
し
た
。
創
業
以
来
「
仕
事
は
仕
事
で
と
れ
」

を
掲
げ
て
業
容
を
拡
大
。
こ
の
言
葉
は
「
良
い
仕
事
を

す
る
こ
と
が
呼
び
水
と
な
り
、
次
の
仕
事
を
呼
ん
で
く

る
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
全
社
一
丸
と

な
っ
て
地
域
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
会
社
づ
く
り
を
目

ざ
し
て
き
た
。

ま
た
、
同
社
は
福
島
県
で
最
も
多
く
の「
福
島
県
優

良
建
設
工
事
知
事
表
彰
」
を
受
け
て
お
り
、
技
術
力
と

施
工
品
質
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
管
理
の
面

で
も「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
企
業
な
ど
多
く
の

認
証
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
か
ら
4
年
連
続
で「
健
康
経
営
優
良
法
人
」（
中
小
規

模
法
人
部
門
）
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
従
業
員
の
健

康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

経
験
豊
富
な
高
齢
従
業
員
は
、
事
業
継
続
に
不
可
欠

な
存
在
で
あ
り
、
就
業
規
則
を
改
定
し
て
、
定
年
年

齢
と
継
続
雇
用
の
年
齢
上
限
を
引
き
上
げ
て
、
長
く

継
続
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
し
た
。

2�

高
齢
従
業
員
は
国
家
資
格
保
有
者
が
多
い
た
め
、
専

門
性
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
定
年
後

も
資
格
手
当
を
支
給
し
て
、給
与
の
底
上
げ
を
図
っ
た
。

3�

柔
軟
な
勤
務
形
態
に
よ
り
高
齢
従
業
員
の
就
業
継
続

を
支
援
。
ま
た
、
継
続
教
育
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
を

活
用
し
、
中
高
年
の
ス
キ
ル
維
持
・
向
上
を
促
進
し

た
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
上
の
従
業
員
の
表
彰
制
度
や

会
長
特
別
賞
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
意
欲
向
上
を

図
っ
た
。

4�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
よ
り
作
業
効
率
を
向
上
さ

せ
つ
つ
、
高
齢
従
業
員
の
経
験
・
技
能
を
活
か
せ
る

職
場
を
実
現
し
た
。

藤ふ

じ

田た

建け

ん

設せ

つ

工こ

う

業ぎ
ょ
う 

株
式
会
社 

（
福
島
県
東ひ

が
し

白し
ら

川か
わ

郡ぐ
ん

棚た
な

倉ぐ
ら

町ま
ち

）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

特別賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
齢
従
業
員
が
自
ら
の
国
家
資
格
を
活
か
し

即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現

藤田建設工業 株式会社
（福島県東白川郡棚倉町）

 創業　1950（昭和25）年
 業種　総合工事業
 従業員数　	 173人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	 78人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 25人	（14.5％）

	 65～69歳	 32人	（18.5％）
	 70歳以上	 21人	（12.1％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員を70歳まで再雇用。その後は運用
により一定の条件のもと、年齢上限なく再雇用。最高年齢
者は87歳

2025.10 24



特集

5�

健
康
講
習
、
熱
中
症
対
策
、
感
染
症
予
防
な
ど
、
健

康
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
、
健
康
経
営
優
良
法
人

の
認
定
を
受
け
た
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
社
は
創
業
75
年
を
誇
る
総
合
工
事
会
社
で
あ
る
。

創
業
以
来
、
管
路
更
生
工
事
や
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
企
画
・
設
計
な
ど
幅
広
い
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得
や
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
も
注
力
し
、
地
域
と
顧
客
に
評
価

さ
れ
る
企
業
を
目
ざ
し
て
き
た
。「
良
い
仕
事
が
次
の

仕
事
を
呼
ぶ
」
と
い
う
精
神
を
大
切
に
し
、
信
頼
と
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
雇
用
管
理
に
関
す
る
認
証
も

数
多
く
受
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
仕
事
と
子
育
て
が
両

立
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
２
０
０
７
（
平

成
19
）
年
に
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
企
業
、
２

０
０
８
年
に
「
子
育
て
応
援
」
中
小
企
業
、
２
０
１
６

年
に
「
働
く
女
性
応
援
」
中
小
企
業
な
ど
の
認
証
を
県

よ
り
受
け
て
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

本
店
を
置
く
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
は
、
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
、
事
業
継
続
を
推
進
す
る

に
は
若
年
者
の
採
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
齢
従
業

員
の
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
特
に
国
家
資
格
を
有

す
る
高
齢
従
業
員
の
存
在
は
、
建
設
業
に
お
け
る
品
質

確
保
や
受
注
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
、
高
齢
従
業
員
が
長
期
に
わ
た
り
活
躍
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

２
０
２
０
年
に
就
業
規
則
を
改
定
し
、
定
年
年
齢
と

継
続
雇
用
制
度
の
年
齢
上
限
の
引
上
げ
を
行
い
、
高
齢

従
業
員
が
長
期
に
わ
た
り
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
整

備
を
進
め
た
。
現
在
、60
歳
以
上
の
従
業
員
数
は
78
人
、

そ
の
う
ち
70
代
は
19
人
、
80
代
は
２
人
で
、
最
高
年
齢

者
の
87
歳
の
従
業
員
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

経
営
相
談
や
福
島
県
内
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
広
域
の

情
報
収
集
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
る
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
年
齢
の
引
上
げ

２
０
２
０
年
に
60
歳
定
年
と
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
制
度
の
年
齢
を
そ
れ
ぞ
れ
5
歳
ず
つ
引
き

上
げ
、
定
年
は
65
歳
に
、
継
続
雇
用
は
希
望
者
全
員
70

歳
ま
で
と
し
、
70
歳
以
降
も
本
人
の
健
康
状
態
と
業
務

量
に
よ
り
年
齢
上
限
な
く
再
雇
用
し
て
い
る
。
同
社
に

は
「
高
齢
従
業
員
に
は
定
年
後
も
働
け
る
か
ぎ
り
は
働

き
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
同
社
の
会

長
は
、
人
生
の
目
的
・
目
標
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
元
気
で
長
生
き
す
る
秘
訣
で
あ
り
、「
き
ょ

う
い
く
（
教
育≠

今
日
、
行
く
と
こ
ろ
）」
と
「
き
ょ
う

よ
う
（
教
養≠

今
日
の
用
事
）」
を
持
つ
こ
と
を
高
齢

従
業
員
に
す
す
め
て
い
る
。

②
賃
金
制
度
・
人
事
評
価
制
度

定
年
後
も
安
定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
賃

金
制
度
を
整
備
し
、
満
60
歳
で
肩
書
き
は
変
わ
る
も
の

の
、
給
与
は
同
額
を
支
給
し
て
い
る
。
65
歳
で
定
年
を

迎
え
る
と
、
役
職
を
外
れ
ス
タ
ッ
フ
職
と
な
る
が
、
基

本
給
は
定
年
前
の
約
85
％
を
維
持
し
、
引
き
続
き
月
給

制
を
採
用
し
て
い
る
。
70
歳
以
降
は
日
給
制
へ
移
行
す

る
が
、
国
家
資
格
手
当
は
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
支
給

し
て
お
り
、高
齢
従
業
員
の
収
入
を
安
定
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
高
齢
従
業
員
の
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
若
手
従
業
員
が
資
格
を
取
得
す
る
意
欲
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

向
上
の
た
め
、定
年
後
も
評
価
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

上
司
に
よ
る
評
価
結
果
を
専
務
（
2
人
）
と
常
務
の
3

人
に
よ
る
確
認
を
経
て
社
長
が
最
終
判
断
し
、
賞
与
に

反
映
し
て
い
る
。
評
価
に
は
査
定
用
シ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
る
が
、
高
齢
従
業
員
は
時
短
勤
務
や
勤
務
日
数
が
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異
な
る
の
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

③
勤
務
形
態

定
年
後
の
再
雇
用
に
際
し
て
は
「
再
就
職
希
望
申
出

書
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
可
能
な
か
ぎ
り
認
め
て
い
る
。実
際
に
、

親
の
介
護
の
た
め
に
週
3
日
勤
務
の
選
択
、
遠
距
離
通

勤
に
と
も
な
う
時
差
出
勤
の
選
択
、
公
的
年
金
の
受
給

に
配
慮
し
た
勤
務
日
数
の
調
整
な
ど
、
多
様
な
働
き
方

が
実
現
し
て
お
り
、
定
年
退
職
に
よ
る
知
識
や
技
能
の

流
出
を
防
ぐ
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

④
役
割
の
明
確
化

定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
５
年
間
に
、
役
職
者
の
役
割
と
し
て
「
後
任

へ
の
引
継
ぎ
」や「
後
進
の
育
成
」を
明
確
化
し
、技
術・

技
能
の
確
実
な
伝
承
を
行
う
た
め
役
職
名
を
変
更
し
、

後
任
者
へ
の
確
実
な
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
後
進
が

育
っ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
役
職
を
継
続
す
る
の

で
は
な
く
、
あ
え
て
役
職
名
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
引

き
継
ぐ
ほ
う
も
引
き
継
が
れ
る
ほ
う
も
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
を
把
握
し
、
確
実
に
技
術
・
技
能
を
伝
承
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
役
職
名
の
変
更
の
例
と
し
て
は
、「
執

行
役
員
」⇒

「
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」、「
取
締
役
」

⇒

「
参
与
」、「
部
長
」⇒

「
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
国
家
資
格
取
得
の
支
援

建
設
業
で
は
、
高
い
品
質
を
提
供
す
る
た
め
に
「
有

資
格
者
」
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
務
経
験
を
重

ね
、
国
家
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
従
業
員
に
は
受
験

費
用
や
教
材
費
、
講
習
の
費
用
を
全
額
会
社
が
負
担
し

て
資
格
取
得
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従

業
員
の
64
％
が
有
資
格
者
と
な
っ
て
い
る
。
継
続
学
習

制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
も
活
用
し
て
お
り
、
技
能
の
陳
腐

化
を
防
ぎ
な
が
ら
、
実
務
に
即
し
た
知
識
を
継
続
的
に

習
得
で
き
る
仕
組
み
は
、
特
に
中
高
年
従
業
員
に
と
っ

て
有
効
で
あ
る
。

②
表
彰
制
度

70
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
無

事
故
・
無
違
反
で
業
務
に
精
励
し
た
者
を
「
優
良
従
業

員
」と
し
て
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

70
歳
を
迎
え
た
従
業
員
に
は「
会
長
特
別
賞
」を
贈
呈
、

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
安
全
意
識
や
法
令
遵
守

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
通
じ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｄ
Ｘ
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
化

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る「i-Construction

」や「
建

設
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」、

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
3
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
た
設
計
・

施
工
）」
と
い
っ
た
最
新
の
技
術
を
活
用
し
、
現
場
の
効

率
化
や
作
業
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
設
計
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
れ

を
も
と
に
施
工
を
機
械
で
行
う
情
報
化
施
工
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
場
の
環
境
や
条
件
は
異
な
る
た
め
、
細

か
な
調
整
に
は
熟
練
者
の
知
識
や
経
験
が
必
要
と
な

る
。
施
工
そ
の
も
の
は
、
機
械
化
に
よ
り
若
手
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
が
、
各
工
程
や
仕
組
み
を
理
解
し
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
場
で
は
高
齢

の
熟
練
者
が
若
手
に
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
と
も
に
施

工
を
進
め
て
い
る
。

高
度
な
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
進
め
る

一
方
で
、
同
社
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
全
従

業
員
の
残
業
時
間
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
電
子
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
に
よ
る
管
理
方
法
は
、
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
は

操
作
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
判
断
し
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
出
退
勤
情
報
が
記
録
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド
に
は
社

是
や
経
営
方
針
を
印
字
し
、
従
業
員
が
日
々
の
業
務
の

な
か
で
自
然
と
企
業
理
念
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
企
業
風
土
の
醸
成
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
作
業
環
境
改
善

高
齢
従
業
員
の
安
全
と
負
担
軽
減
を
目
的
に
最
新
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。作
業
効
率
や
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
目
的
に
導
入
し
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

は
、
斜
面
作
業
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
で
身
体
的
負

担
の
大
幅
な
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。
電
動
バ
ッ
ク
ホ
ウ

（
地
面
を
掘
削
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
建
設
機
械
）
は
、

振
動
・
騒
音
・
排
気
ガ
ス
を
抑
え
、
高
齢
従
業
員
の
疲

労
軽
減
と
環
境
負
荷
低
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
安
全
衛
生
、
健
康
管
理

高
齢
従
業
員
の
健
康
維
持
と
安
全
確
保
を
目
的
に
、

藤田建設工業 株式会社
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特集

ね
、
国
家
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
従
業
員
に
は
受
験

費
用
や
教
材
費
、
講
習
の
費
用
を
全
額
会
社
が
負
担
し

て
資
格
取
得
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従

業
員
の
64
％
が
有
資
格
者
と
な
っ
て
い
る
。
継
続
学
習

制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
も
活
用
し
て
お
り
、
技
能
の
陳
腐

化
を
防
ぎ
な
が
ら
、
実
務
に
即
し
た
知
識
を
継
続
的
に

習
得
で
き
る
仕
組
み
は
、
特
に
中
高
年
従
業
員
に
と
っ

て
有
効
で
あ
る
。

②
表
彰
制
度

70
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
無

事
故
・
無
違
反
で
業
務
に
精
励
し
た
者
を
「
優
良
従
業

員
」と
し
て
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

70
歳
を
迎
え
た
従
業
員
に
は「
会
長
特
別
賞
」を
贈
呈
、

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
従
業
員
の
安
全
意
識
や
法
令
遵
守

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
表
彰
を
通
じ
て
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ｄ
Ｘ
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
化

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る「i-Construction

」や「
建

設
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」、

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
3
次
元
デ
ー
タ
を
使
っ
た
設
計
・

施
工
）」
と
い
っ
た
最
新
の
技
術
を
活
用
し
、
現
場
の
効

率
化
や
作
業
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
設
計
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
そ
れ

を
も
と
に
施
工
を
機
械
で
行
う
情
報
化
施
工
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
場
の
環
境
や
条
件
は
異
な
る
た
め
、
細

か
な
調
整
に
は
熟
練
者
の
知
識
や
経
験
が
必
要
と
な

る
。
施
工
そ
の
も
の
は
、
機
械
化
に
よ
り
若
手
で
も
対

応
可
能
で
あ
る
が
、
各
工
程
や
仕
組
み
を
理
解
し
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
場
で
は
高
齢

の
熟
練
者
が
若
手
に
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
と
も
に
施

工
を
進
め
て
い
る
。

高
度
な
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
進
め
る

一
方
で
、
同
社
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
全
従

業
員
の
残
業
時
間
や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
一

元
的
に
管
理
で
き
る
電
子
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
に
よ
る
管
理
方
法
は
、
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
は

操
作
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
判
断
し
、
だ
れ
で
も
簡
単

に
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
出
退
勤
情
報
が
記
録
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。
さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド
に
は
社

是
や
経
営
方
針
を
印
字
し
、
従
業
員
が
日
々
の
業
務
の

な
か
で
自
然
と
企
業
理
念
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
企
業
風
土
の
醸
成
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
作
業
環
境
改
善

高
齢
従
業
員
の
安
全
と
負
担
軽
減
を
目
的
に
最
新
技

術
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。作
業
効
率
や
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
目
的
に
導
入
し
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機

は
、
斜
面
作
業
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
で
身
体
的
負

担
の
大
幅
な
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。
電
動
バ
ッ
ク
ホ
ウ

（
地
面
を
掘
削
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
建
設
機
械
）
は
、

振
動
・
騒
音
・
排
気
ガ
ス
を
抑
え
、
高
齢
従
業
員
の
疲

労
軽
減
と
環
境
負
荷
低
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

③
安
全
衛
生
、
健
康
管
理

高
齢
従
業
員
の
健
康
維
持
と
安
全
確
保
を
目
的
に
、

線
で
働
く
。
数
多
く
の
資
格
を
活
か
し
、
電
気
工
事
、

太
陽
光
発
電
所
の
維
持
管
理
お
よ
び
社
内
作
業
所
の
仮

設
電
気
設
置
業
務
を
担
当
、
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
厚

い
。
現
在
は
、
若
手
の
電
気
担
当
者
へ
技
術
の
伝
承
、

指
導
教
育
に
も
注
力
し
て
い
る
。

「
電
気
工
事
に
た
ず
さ
わ
り
53
年
、
入
社
し
て
16
年

間
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
充
実
感
、
達
成
感
な
ど

の
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
日
々
勉
強

の
毎
日
で
、
ス
キ
ル
や
知
識
の
向
上
に
努
力
し
、
お
客

さ
ま
や
会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
も
う
少
し
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

金か
な

沢ざ
わ

真ま
こ
と

さ
ん
（
66
歳
）
は
熊
田
さ
ん
と
同
じ
く
数
多

く
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
管
理
部
の
安
全
を
担
当
す

る
技
術
者
、
技
能
検
定
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら

職
場
の
安
全
管
理
に
不
断
の
努
力
を
は
ら
い
続
け
て
き

た
。
現
在
は
、
後
任
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
し
、
地
元

の
野
球
チ
ー
ム
な
ど
の
地
域
活
動
に
も
貢
献
、
人
脈
を

活
か
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

「
こ
の
12
年
間
、
安
全
管
理
者
と
し
て
災
害
発
生
防

止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
災
害
件
数
が
4
分

の
１
ま
で
減
少
し
た
こ
と
を
ふ
り
返
る
と
、
経
営
方
針

で
あ
る
『
安
全
は
会
社
の
い
の
ち
』
を
全
従
業
員
へ
意

識
づ
け
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
若
手
の
技
術
者
を
教
育
し
、
引
き

続
き
、
災
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

（
６
）
今
後
の
課
題

同
社
は
県
内
企
業
を
代
表
す
る
立
場
と
し
て
、
法
令

を
遵
守
し
社
会
的
要
望
に
応
え
て
邁
進
し
て
き
た
。 

高
齢
者
雇
用
に
関
し
て
も
検
討
を
重
ね
、
で
き
る
こ
と

か
ら
て
い
ね
い
に
実
施
し
て
き
た
姿
勢
は
こ
れ
か
ら
も

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、昨
今
新
た
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「i-Const

‑ruction

、
建
設
Ｄ
Ｘ
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
」
な
ど
の

電
子
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
業
務
効
率
化
、
人
手

不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み

を
利
用
し
、
高
齢
従
業
員
へ
の
活
用
や
作
業
負
荷
軽
減

に
活
か
し
、
長
く
企
業
で
活
躍
で
き
る
風
土
づ
く
り
を

目
ざ
し
て
い
く
。
時
代
の
一
歩
先
を
行
く
同
社
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
続
く
。

年
2
回
の
外
部
講
師
に
よ
る
健
康
講
習
を
実
施
し
て
い

る
。
腰
痛
や
眼
精
疲
労
対
策
と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
指
導

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
高
評
価
を
得
て
い
る
。
全
従

業
員
が
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
病
気
や
け

が
へ
の
備
え
も
万
全
で
あ
る
。
健
康
診
断
後
の
二
次
検

査
も
徹
底
し
、
再
受
診
を
強
く
う
な
が
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
電
動
フ
ァ
ン
つ
き
作

業
服
や
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値（
暑
さ
指
数
）の
管
理
を
徹
底
し
、

感
染
症
予
防
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
全
額

会
社
負
担
で
実
施
し
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
他
の
取
組
み

同
社
は
、
高
齢
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
従
業
員
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
た
。
温
泉
施
設
を
活
用
し
た
研
修
で

は
世
代
間
交
流
を
促
進
し
、
健
康
経
営
の
推
進
に
よ
り

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
に
4
年
連
続
で
認
定
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
従
業
員
や
高
齢
従
業
員
に
は
設

備
改
修
や
柔
軟
な
勤
務
形
態
を
導
入
し
、
女
性
に
は
育

児
支
援
や
役
職
登
用
、安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
、

だ
れ
も
が
能
力
次
第
で
活
躍
で
き
る
社
風
の
構
築
を
推

進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

地
域
経
済
へ
の
貢
献
も
評
価
さ
れ
、
２
０
１
８
年
に
は

「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」（経
済
産
業
省
）に
選
定
さ
れ
た
。

（
５
）
高
齢
従
業
員
の
声　

熊く
ま

田だ

秋あ
き

夫お

さ
ん（
73
歳
）は
社
歴
16
年
目
を
迎
え
た
。

営
業
企
画
部
に
所
属
し
、
現
在
も
技
術
者
と
し
て
第
一
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Ⅰ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

光
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
は
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
に
静
岡
県
浜
松
市
で
タ
ク
シ
ー
事
業
を
開
始
し
た
。

以
来
、
浜
松
市
を
拠
点
に
地
域
の
足
と
な
る
こ
と
で
地

域
貢
献
を
実
現
し
て
き
た
。
高
齢
者
の
雇
用
の
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
業
界
だ
が
、
中
堅
タ
ク
シ
ー

会
社
で
あ
る
同
社
は
、
大
手
タ
ク
シ
ー
会
社
で
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
50
代
か
ら
60
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
数
年
前
か
ら
平
均
年
齢
が
上
昇
し
て

い
た
。
若
年
層
の
人
材
を
採
用
で
き
な
い
こ
と
を
悲
観

し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、　
活
き
活
き
と
働
く
高

齢
従
業
員
の
姿
に
元
気
づ
け
ら
れ
、
高
齢
者
を
積
極
的

に
雇
用
す
る
と
い
う
方
針
に
舵
を
切
っ
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
他
業
種
の
会
社
を
定
年
退
職
し

た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
採
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
同

社
で
働
い
て
い
る
高
齢
従
業
員
の
動
画
を
掲
載
し
て
、

職
場
の
雰
囲
気
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
た
こ
と
で
応
募
者
が
増
加
に
転
じ
た
。

2�

60
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
高
齢
従
業
員
の
役
割
意
識
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
っ
た
。

3�

同
業
他
社
に
は
導
入
例
の
少
な
い
「
病
気
入
院
保
障

制
度
」
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
管
理
に
対
す
る
取
組

み
を
積
極
的
に
推
進
。

Ⅱ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

１
９
５
１
年
に
、
静
岡
県
浜
松
市
で
タ
ク
シ
ー
事
業

を
開
始
。
以
来
、
浜
松
市
を
拠
点
に
事
業
を
拡
大
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
幼
稚
園
な
ど
の
送
迎
車
の
運
行
管

理
を
請
け
負
う
事
業
、
浜
松
市
内
と
富
士
山
静
岡
空
港

間
を
結
ぶ
乗
合
旅
客
事
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
２
０

光ひ
か
り

タ
ク
シ
ー 

株
式
会
社 

（
静
岡
県
浜は

ま

松ま
つ

市
）

高年齢者活躍企業コンテスト
令和7年度

厚生労働大臣表彰

特別賞
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

働
く
意
欲
の
あ
る
人
に
寄
り
添
い

だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
挑
戦

光タクシー 株式会社
（静岡県浜松市）

 創業　1951（昭和26）年
 業種　道路旅客運送業（タクシー）
 従業員数　	 111人（2025〈令和７〉年4月1日現在）
  60歳以上　	 90人
  （ 内　 訳 ）	 60～64歳	 18人	（16.2％）

	 65～69歳	 27人	（24.3％）
	 70歳以上	 45人	（40.5％）

 定年・継続雇用制度
定年70歳。一定条件のもと、年齢上限なく再雇用。最高年
齢者は82歳

2025.10 28
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２
１
（
令
和
3
）
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
客
運

送
の
仕
事
が
激
減
し
た
た
め
、
食
料
品
の
輸
送
の
仕
事

を
始
め
る
な
ど
、
つ
ね
に
「
次
の
一
手
」
を
考
え
る
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
同
年
に
は
「
浜
松
市
高
齢
者
活

躍
宣
言
事
業
所
認
定
」
を
取
得
、
高
齢
従
業
員
が
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⅲ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

従
業
員
数
は
１
１
１
人
、
そ
の
う
ち
60
歳
以
上
の
従
業

員
は
90
人
で
81
％
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
定
年
年
齢

を
70
歳
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
70
歳
以
上
の
従

業
員
が
45
人（
41
％
）に
達
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

同
社
で
は
、
70
歳
以
上
で
も
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
に
は
年
齢
上
限
を
設
け
ず
に
再
雇
用
を
行
っ
て
お
り
、

経
験
と
地
域
に
対
す
る
深
い
理
解
を
兼
ね
備
え
た
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
重
要
な
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
他
業
種
の
会
社

の
定
年
退
職
者
の
採
用
を
意
識
し
た
採
用
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
お
り
、
実
際
に
勤
務
し
て
い
る
高
齢
従
業
員
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
や
職
場
の
写
真
を
通
じ
て
、
年
齢
に

か
か
わ
り
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
っ
て
、
職
場
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
同
社
へ
の
応
募
の
動
機
形

成
に
も
一
定
の
効
果
を
上
げ
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

Ⅳ
改
善
の
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
「
積せ

き

算さ
ん

歩
合
制
」
の
導
入

従
来
採
用
し
て
い
た「
累る

い

進し
ん

歩
合
制
」
に
代
わ
っ
て
、

２
０
２
２
年
か
ら「
積
算
歩
合
制
」を
導
入
し
た
。
累
進

歩
合
制
は
、一
定
の
売
上
げ
基
準
を
超
え
る
と
歩
合
率

が
急
激
に
上
昇
す
る
仕
組
み
で
、
高
い
売
上
げ
を
達
成

し
た
際
に
は
大
き
な
報
酬
が
得
ら
れ
る
反
面
、
そ
の
基

準
に
到
達
す
る
た
め
に
、
無
理
な
運
転
を
行
う
こ
と
が

あ
る
な
ど
、「
制
度
の
副
作
用
」が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
や
労
働
環
境
へ
の
配

慮
を
重
視
し
つ
つ
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
売
上
げ
に
応
じ
て
ゆ
る
や
か
に

支
給
額
が
上
昇
す
る
積
算
歩
合
制
へ
制
度
を
見
直
し
た
。

こ
の
制
度
の
見
直
し
は
、
賃
金
に
直
結
す
る
制
度
改

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
業
員
か
ら
納
得
感
を
得
る
こ

と
を
重
視
し
、
浜
松
労
働
基
準
監
督
署
な
ど
の
外
部
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
慎
重
に
制
度
設
計
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、「
ど
の
売
上
げ
帯
に
お
い
て
も
、
従
来
と

同
等
以
上
の
支
給
額
が
確
保
さ
れ
る
」
点
を
中
心
に
説

明
を
行
い
、
従
業
員
の
制
度
変
更
に
対
す
る
理
解
と
納

得
を
得
た
。

②
柔
軟
な
働
き
方
の
選
択

勤
務
時
間
や
勤
務
日
数
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
を
導

入
し
て
お
り
、選
択
し
た
勤
務
形
態
に
よ
り
、「
歩
合
給
」

も
し
く
は
「
固
定
給
＋
歩
合
給
」
が
適
用
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
タ
ク
シ
ー
車
内
の
「
休
憩
ボ
タ
ン
」
を
押
す
こ

と
で
、
好
き
な
時
間
や
好
き
な
場
所
で
休
憩
を
取
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
休
憩
制
度
に
よ
っ
て
、
家
族

と
の
食
事
や
通
院
、
介
護
な
ど
、
私
生
活
と
の
両
立
が

可
能
に
な
っ
た
。

エルダー29

令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

光タクシー株式会社の本社全景

定年後の高齢者向けの採用情報の発信を強化



（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
技
能
継
承
と
職
場
定
着
の
促
進

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
に
お
い
て
、
経
験
豊
富
な

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
「
メ
ン
タ
ー
」
と
し
て
配
置
す
る

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
メ
ン
タ
ー
に
は
、
メ
ン
タ
リ

ン
グ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
関
す
る
研

修
を
受
講
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
費
用

は
全
額
会
社
が
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

新
人
の
早
期
戦
力
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
従

業
員
に
と
っ
て
も
自
身
の
経
験
を
活
か
す
場
が
提
供
さ

れ
、
働
き
が
い
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
無
事
故
表
彰
に
よ
る
安
全
意
識
の
向
上

安
全
運
転
を
重
要
な
評
価
基
準
と
し
て
位
置
づ
け
、

毎
年
の
年
頭
式
に
お
い
て「
無
事
故
表
彰
」
を
実
施
し
、

表
彰
対
象
者
に
は
、無
事
故
の
累
積
距
離
に
応
じ
た
「
金

一
封
」
が
贈
呈
さ
れ
る
。
売
上
げ
を
重
視
す
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
安
全
運
転
を
行
う
従
業
員
の
努
力
を
正
当
に

評
価
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
社
内
風
土
の
醸
成

最
高
年
齢
者
で
あ
る
82
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
高
齢
者
が
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
姿

は
ほ
か
の
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と

な
っ
て
い
る
。
50
代
や
60
代
で
入
社
し
て
「
自
分
は
も

う
年
寄
り
だ
か
ら
」
と
自
己
評
価
が
低
い
従
業
員
も
い

る
が
、
周
囲
の
高
齢
従
業
員
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
励
ま
さ
れ
、
働
く
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
互
の
励
ま
し
合
い
や
競

争
意
識
が
、
社
内
全
体
の
活
力
を
高
め
る
要
因
と
な
っ

て
お
り
、「
高
齢
者
だ
か
ら
特
別
扱
い
す
る
」
と
い
う

考
え
方
が
自
然
と
排
除
さ
れ
る
風
土
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
高
齢
者
の
活
躍
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
年
齢

に
と
ら
わ
れ
な
い
公
平
な
職
場
環
境
の
構
築
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

④
教
育
訓
練
制
度
に
よ
る
学
び
の
支
援

従
業
員
の
能
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る

た
め
、
60
歳
以
上
の
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者

意
欲
能
力
向
上
研
修
」
を
実
施
し
て
い
る
。
外
部
機
関

に
よ
る
研
修
を
全
額
会
社
負
担
で
受
講
可
能
と
す
る
こ

と
で
、
高
齢
従
業
員
の
役
割
意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

業
務
の
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
や
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

は
、
売
上
げ
向
上
に
も
寄
与
す
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
決
済
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
と
の
降
車
時
の
対
応
時
間
も
短
縮
さ
れ
る

な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
業
務
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
利
便
性
の
向
上
は
、
顧
客
満
足
度

の
向
上
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
も
寄
与
し
、
結
果
と

し
て
売
上
げ
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

２
０
２
３
年
9
月
に
は
、
メ
ー
タ
ー
連
動
式
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
端
末
を
導
入
し
、
手
入
力
に
よ
る
金
額
ミ

ス
や
決
済
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
用
い
た
決
済
も
、
従
来
の「
お
客
さ
ま
が
読
み
取
る
方

式
」か
ら「
ド
ラ
イ
バ
ー
が
読
み
取
る
方
式
」へ
変
更
し
、

操
作
に
不
慣
れ
な
顧
客
へ
の
対
応
負
担
を
軽
減
し
て
い

る
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
端
末
を
事
前
に
用

意
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
実
際
に
使
用
感
を
体
験
し
た
う

え
で
、最
も
使
い
や
す
い
機
種
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、

画
像
を
多
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
も
配
慮
し
て
い
る
。

当
初
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

は
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
と
想
定
し
て
い
た
が
、
売
上

げ
向
上
（
＝
収
入
の
ア
ッ
プ
）に
つ
な
が
る
と
い
う
明
確

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
前
向
き
に
学
び
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
健
康
管
理

従
業
員
の
健
康
と
生
活
の
安
定
を
支
え
る
福
利
厚
生

光タクシー 株式会社
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（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
技
能
継
承
と
職
場
定
着
の
促
進

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
に
お
い
て
、
経
験
豊
富
な

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
「
メ
ン
タ
ー
」
と
し
て
配
置
す
る

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。
メ
ン
タ
ー
に
は
、
メ
ン
タ
リ

ン
グ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
関
す
る
研

修
を
受
講
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
費
用

は
全
額
会
社
が
負
担
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、

新
人
の
早
期
戦
力
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
従

業
員
に
と
っ
て
も
自
身
の
経
験
を
活
か
す
場
が
提
供
さ

れ
、
働
き
が
い
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

②
無
事
故
表
彰
に
よ
る
安
全
意
識
の
向
上

安
全
運
転
を
重
要
な
評
価
基
準
と
し
て
位
置
づ
け
、

毎
年
の
年
頭
式
に
お
い
て「
無
事
故
表
彰
」
を
実
施
し
、

表
彰
対
象
者
に
は
、無
事
故
の
累
積
距
離
に
応
じ
た
「
金

一
封
」
が
贈
呈
さ
れ
る
。
売
上
げ
を
重
視
す
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
安
全
運
転
を
行
う
従
業
員
の
努
力
を
正
当
に

評
価
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

③
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
社
内
風
土
の
醸
成

最
高
年
齢
者
で
あ
る
82
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
高
齢
者
が
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
姿

は
ほ
か
の
高
齢
従
業
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と

な
っ
て
い
る
。
50
代
や
60
代
で
入
社
し
て
「
自
分
は
も

う
年
寄
り
だ
か
ら
」
と
自
己
評
価
が
低
い
従
業
員
も
い

る
が
、
周
囲
の
高
齢
従
業
員
の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
励
ま
さ
れ
、
働
く
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
互
の
励
ま
し
合
い
や
競

ら
ず
、
す
べ
て
の
従
業
員
に
と
っ
て
の
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
従
業
員
の
声　

Ｆ
さ
ん（
67
歳
）は
新
人
の
教
育
も
担
当
し
て
い
る
。

「
毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
お
客
さ
ま
か
ら
お
話
を
う
か
が

え
て
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
す
。
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

の
心
を
大

切
に
乗
務
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
新
人
教
育
の
仕
事

で
は
そ
の
人
ご
と
に
運
転
技
術
や
地
理
の
習
熟
度
、
社

会
経
験
、
性
格
が
異
な
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
伝
え
方

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
新
人
ド

ラ
イ
バ
ー
が
気
軽
に
話
や
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育

期
間
中
は
理
解
し
た
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
い
ざ
一
人

で
現
場
に
出
て
み
る
と
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
多
々
あ
る
の
で
、
教
育
期
間
終
了
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し
て
、
教
育
し
た
こ
と
の
再
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
担
当
者
で
あ
る
自
分
が
与
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

経
験
、
職
業
経
験
か
ら
来
る
知
識
や
、
新
人
な
ら
で
は

の
視
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
」

坪つ
ぼ

井い

勇い
さ
む

さ
ん（
82
歳
）は
前
職
で
も
タ
ク
シ
ー
会
社
に

勤
務
し
て
お
り
、
光
タ
ク
シ
ー
に
は
77
歳
の
と
き
に
入

社
し
た
。

「
タ
ク
シ
ー
は
、
自
分
が
動
い
た
分
、
考
え
た
分
だ
け

売
上
げ
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
そ
の
売
上
げ
が
給
与
に
反

映
さ
れ
る
仕
事
な
の
で
、
自
分
の
性
分
に
合
っ
て
い
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
の
会
社
で
車
い
す
に
乗
っ

た
ま
ま
乗
降
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
経
験
が
あ
り
、

ま
た
、
障
害
の
あ
る
お
客
さ
ま
に
対
応
す
る
た
め
の
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
研
修
を
修
了
し
て
い
た
の
で
、

パ
ー
ト
乗
務
員
と
し
て
入
社
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
障

害
の
あ
る
お
客
さ
ま
が
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
の
担
当
に

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
仕
事
が
人
生
最
後
の

仕
事
に
な
る
と

気
を
引
き
締
め

て
、
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
と
や

り
遂
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

（
６
）
今
後
の
課
題

営
業
車
の
駐
車
場
の
路
面
に
凸
凹
が
生
じ
て
い
る
の

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
整

地
を
し
、
支
柱
が
多
い
古
い
タ
イ
プ
の
駐
車
場
の
屋
根

を
支
柱
が
少
な
い
タ
イ
プ
に
入
れ
替
え
て
、
駐
車
時
の

支
柱
へ
の
接
触
事
故
の
防
止
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
労
働
契
約
書
な
ど
の
電
子
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
る
。
高
齢
で
電
子
的
な
も
の
が
苦
手
な

人
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
て
い
ね
い
に
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
対
す
る
苦
手
意

識
を
払
拭
し
て
も
ら
う
方
針
だ
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
対

す
る
苦
手
意
識
の
克
服
を
足
が
か
り
に
し
て
、
地
域
の

足
と
し
て
貢
献
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
同
社
な
ら
で

は
の
未
来
図
に
向
か
っ
て
、
全
社
一
丸
と
な
っ
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
始
ま
る
。

の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
２
年
よ
り
「
病
気
入
院
保
障

制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。
対
象
は
、
正
規
お
よ
び
一

定
の
労
働
時
間
を
超
え
る
パ
ー
ト
従
業
員
で
あ
り
、
入

院
時
に
発
生
す
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
お
よ
び
食
事

代
な
ど
が
補
償
さ
れ
る
。
加
入
対
象
者
に
上
限
年
齢
が

設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
入
社
か
ら
1
年

が
経
過
し
た
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
既
往
症
に
よ
る
入

院
も
補
償
対
象
と
な
る
た
め
、
就
労
継
続
へ
の
支
え
と

な
っ
て
い
る
。
毎
年
数
名
の
従
業
員
が
病
気
に
よ
り
入

院
し
て
い
る
現
状
を
見
て
き
た
社
長
の
「
従
業
員
の
助

け
に
な
れ
ば
」
と
い
う
思
い
が
、
形
と
な
っ
て
導
入
さ

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
同
業
他
社
で
は
あ
ま
り
例
が
な

く
、
同
社
の
特
徴
的
な
取
組
み
で
あ
る
。　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
健
康
管
理
の
取
組
み
と
し
て
、

有
給
休
暇
取
得
の
奨
励
（
取
得
率
95
％
）、
年
に
一
度

の
面
談
に
よ
る
働
き
方
の
選
択
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
費
用
を
補
助
す
る
制
度
な
ど
、
高
齢
従
業
員

の
健
康
に
配
慮
し
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
他
の
取
組
み

地
域
の
脱
炭
素
化
と
環
境
負
荷
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
た
。

Ｅ
Ｖ
は
排
出
ガ
ス
が
な
く
、
静
音
性
に
優
れ
て
い
る
た

め
、
乗
客
に
と
っ
て
快
適
な
乗
車
環
境
を
提
供
で
き
る

ほ
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
長
時
間
の
運
転
に
よ

る
疲
労
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｅ
Ｖ
は
給
油
所
ま
で
出
向
く
必
要
が
な
く
、

営
業
所
で
充
電
が
可
能
な
た
め
、
運
転
業
務
の
負
担
軽

減
に
も
寄
与
し
て
お
り
、
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
か
ぎ
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高齢従業員の坪井勇さん（82歳）



最
優
秀
賞
群
馬
県

グ
リ
ン
リ
ー
フ 

株
式
会
社

特
別
賞

北
海
道

株
式
会
社 

清せ
い

風ふ
う

堂ど
う

福
島
県

藤ふ
じ

田た

建け
ん

設せ
つ

工こ
う

業ぎ
ょ
う 

株
式
会
社

静
岡
県

光ひ
か
り

タ
ク
シ
ー 

株
式
会
社

優
秀
賞

北
海
道

株
式
会
社 

ク
リ
ー
ン
開か

い

発は
つ

�

株
式
会
社 

マ
イ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

入
賞
企
業
一
覧

入
賞
企
業
一
覧

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト

令和7年度

長
野
県

2025.10 32



特集 令和 7 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

特
別
賞

秋
田
県

秋あ
き

田た

フ
ァ
イ
ブ
ワ
ン
工こ

う

業ぎ
ょ
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式
会
社

茨
城
県

海え

老び

根ね

建け
ん

設せ
つ 

株
式
会
社

神
奈
川
県
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式
会
社 

カ
ナ
コ
ー

長
野
県

株
式
会
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小こ

宮み

山や
ま

土ど

木ぼ
く

愛
知
県

有
限
会
社 

サ
ロ
ン
ド
か
づ
み

大
阪
府

株
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斉さ
い

藤と
う

鐵て
っ

工こ
う

所じ
ょ

和
歌
山
県

株
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社 

丸ま
る

和わ

食し
ょ
く

品ひ
ん

島
根
県

社
会
福
祉
法
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み
ず
う
み

�

医
療
法
人 

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア 

徳と
く

島し
ま

ロ
イ
ヤ
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病
院

愛
媛
県

辻つ
じ

水す
い
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立
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政
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障
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ッ
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ぶ
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い
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ょ
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県
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い

香
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県
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会
福
祉
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人 
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う

志し
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く

祉し
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い

大
分
県

社
会
福
祉
法
人 
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岐き

の
郷さ

と

鹿
児
島
県

社
会
福
祉
法
人 

福ふ
く

寿じ
ゅ

会か
い

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
賞
京
都
府

こ
と
京き

ょ
う

都と 

株
式
会
社

徳
島
県
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

高年齢者無期雇用転換コースを活用しよう！

★　�このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです
★　�前回（2025 年９月号）は、JEEDホームページからもご覧になれます。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202509/index.html#page=26  

〈
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
〉�

株
式
会
社
ジ
ー
ド
製
作
所
で
は
、エ
ル
ダ
の
す
す
め
で
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
の「
65
歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス
」、

「
高
年
齢
者
評
価
制
度
等
雇
用
管
理
改
善
コ
ー
ス
」
を
活
用
し
、
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
を
進
め
て
い
た
。

Season3教えてエルダ先生！�

第4回
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�
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※ 1　フルタイム正社員…�企業が定める正規の勤務時間（一般的には 1週間で 40 時間〈1日 8 時間、週 5日勤務〉）で働き、雇用期間の�
定めのない「無期労働契約」を企業と結んだ労働者

雇用形態 短時間正社員

労働契約 期間の定めのな
い労働契約

労働時間

フルタイム正社
員と比較して、
１週間の所定労
働時間が短い

賃金など
の待遇

同種のフルタイ
ム正社員と同一
の時間賃率、賞
与・退職金等の
算定方法

社会保険 適用
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65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメマンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載
Season3教えてエルダ先生！�

※ 2　高年齢者雇用管理に関する措置は、高齢者以外（55 歳未満）にも適用される場合は助成金支給対象外となります

高年齢者無期雇用�
転換コースの支給額

対象労働者�
一人につき 30万円
（中小企業事業主以外

は 23万円）

※�支給申請年度（4月～ 3月）
1適用事業所あたり 10 人
まで（無期雇用へ転換した
日を基準とする）

「高年齢者無期雇用転換コース」の対象となる労働者、ならない労働者
対象となる労働者

（いずれにも該当する者） 対象とならない労働者

・�50 歳以上かつ定年年齢未満の
有期契約労働者

・�転換日における通算の雇用期間
が６カ月以上 5年以内

・�無期雇用転換後に 65歳以上ま
で雇用される見込みがあること

・�無期雇用労働者に転換した日か
ら支給申請日の前日までにおい
て、申請事業主の事業所の雇用
保険被保険者であること

・�無期雇用の転換日において 64歳
以上の者

・�派遣労働者
・�有期労働契約が通算５年を超え、
労働者からの申込みにより無期雇
用労働者に転換した者（労働契約
法第 18条）

・�転換日の前日から過去３年以内に、
当該事業主の事業所において無期
雇用労働者として雇用されていた者
・�無期雇用労働者として雇用するこ
とを約して雇い入れられた有期契
約労働者

注1　計画書提出日の前日において、高年齢者雇用管理に関する措置（※2）を実施している必要があること
注2　支給申請年度（4月~3月）毎の上限人数は転換日を基準として計算する
注3　勤務した日数が11日未満の月は除く

申請期間（例） 賃金締切日は月末で翌月20日払いの場合

10
月
１
日

令
和
７
年

計
画
認
定

計画申請期間 注1

（6カ月前～3カ月前） 賃金算定期間
（6カ月分 注3）

支給申請期間
（2カ月以内）

４
月
１
日

令
和
８
年

５
月
１
日

令
和
８
年

１
月
１
日

令
和
８
年

転換日 注２

5月1日
賃金支払日
11月20日

10
月
31
日

令
和
８
年

11
月
21
日

令
和
８
年

１
月
20
日

令
和
９
年

計  画  実  施  期  間
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※ 3　�JEEDホームページからもダウンロードできます。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/subsidy/book_mukiR6/#page=1   

�

JEED各都道府県支部については、65 ページをご覧ください。�
東京・大阪支部は、高齢・障害者窓口サービス課となります

つ
づ
く
（
11
月
号
は
休
載
し
ま
す
）
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JEED各都道府県支部高齢・障害者業務課（東京・大阪は高齢・障害者窓口サービス課）
※各支部の問合せ先は65ページをご参照ください。

解説

お問合せ

　50 歳以上で定年年齢未満の有期雇用労働者を、無期雇用転換制度に基づき無期雇用労働者に転換させ
た事業主に対して、一定額を助成します。

【支給額】
　対象労働者１人につき 30 万円（中小企業事業主以外は 23 万円）
　 ※�支給申請年度（4 月から翌３月）につき、１適用事業所あたり 10 人まで

【対象となる労働者】
①�有期契約労働者として支給対象事業主に雇用される期間が、転換日において通算して６カ月以上５

年以内で、50 歳以上かつ定年年齢未満であり、無期雇用転換後に 65 歳（同種の業務に従事する
期間の定めのない労働契約を締結する労働
者に適用される定年年齢が、65 歳を超える
場合においては当該年齢）以上まで雇用さ
れる見込みがあること

②転換日において 64 歳以上でないこと
③派遣労働者でないこと
④�有期労働契約が繰り返し更新され通算 5 年

を超え、労働契約法第 18 条に基づき、労働
者からの申込みにより無期雇用労働者に転
換したものでないこと

⑤�転換日の前日から過去３年以内に、当該事
業主の事業所において無期雇用労働者とし
て雇用されたことがない者であること

⑥�転換日から支給申請日の前日において、当
該事業主の雇用保険被保険者であること

　高年齢者無期雇用転換コース

　高齢者雇用を推進していくうえでは、就業規則の見直しおよび賃金制度や労働条件の見直
し、安全・健康管理をはじめとした職場環境の改善等の検討は欠かせません。
　特に就業規則の改正には、企業の実情に合わせた制度設計やコンプライアンスの観点から
社会保険労務士などの専門的な支援が必要とされますが、そのための経費も発生します。決
して小さくはないその負担を軽減できるのが、「65歳超雇用推進助成金」です。今回は、そ
のなかの「高年齢者無期雇用転換コース」についてご紹介します。

★�本連載第２回 31 ページ４コマ目において、人力課長が就業規則の改定に対して、社員の過半数代表者からの同意と
発言していますが、法律上は、労働者の過半数で組織する労働組合がある場合はその労働組合、そのような労働組合
がない場合は労働者の過半数を代表する者の意見を聴かなければならないこととされています。

65歳超雇用推進助成金活用のススメ65歳超雇用推進助成金活用のススメ

第4回

マンガマンガでで学ぶ学ぶ
高齢者雇用高齢者雇用

集 中 連 載

教えてエルダ先生！�

高年齢者無期雇用転換コースを活用しよう！

Season3

Check1



病
気
に
よ
る
右
足
つ
ま
先
の
切
断
か
ら

義
足
で
舞
台
に
復
帰

エ
ノ
ケ
ン
こ
と
榎
本
健
一
は
、
浅
草
の
劇
場
で
喜
劇
俳

優
と
し
て
人
気
を
博
し
、
松
竹
に
属
し
て
一
座
を
立
ち
上

げ
、
映
画
界
に
も
進
出
、
そ
の
後
は
東
宝
へ
移
っ
て
喜
劇

王
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
戦
後
、
エ
ノ
ケ
ン
一
座
は
解
散
し
ま
す
。
大
勢

の
座
員
を
経
済
的
に
面
倒
を
見
れ
な
か
っ
た
の
に
加
え
、

左
足
に
強
い
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

病
名
は
特
発
性
脱だ

っ

疽そ

。
手
足
の
血
管
が
細
く
な
り
血
液
が

と
ど
か
ず
壊え

疽そ

す
る
原
因
不
明
の
難
病
で
す
。
１
９
５
２

（
昭
和
27
）
年
10
月
、
今
度
は
右
足
が
激
し
く
痛
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
巡
業
中
で
、
広
島
公
演
は
ど
う

に
か
終
え
ま
す
が
、次
の
岩
国
で
は
激
痛
で
靴
も
履
け
ず
、

公
演
を
と
り
や
め
ま
し
た
。

鎮
痛
薬
も
睡
眠
薬
も
効
か
ず
、
一
睡
も
で
き
な
い
状
態

が
続
き
ま
す
。
担
当
医
師
か
ら
「
右
足
を
膝
下
か
ら
切
断

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ノ
ケ

ン
は
飛
び
上
が
ら
ん
ば
か
り
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
を
し
た
ら
役
者
生
命
が
終
わ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
こ

れ
を
拒
否
し
、
ほ
か
の
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
う
と
「
つ

ま
先
の
壊
疽
部
分
を
切
り
落
と
せ
ば
何
と
か
な
る
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
足
ご
と
切
る
よ
り
は
ま
し
と
考
え
、
思
い

切
っ
て
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
歩
き
づ
ら
い
の
で
指
だ
け

の
義
足
を
探
し
ま
す
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
エ
ノ
ケ
ン

は
自
分
で
ゴ
ム
の
足
形
を
つ
く
っ
て
は
め
こ
み
、
懸
命
に

訓
練
し
て
駆
け
足
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。
驚

く
べ
き
役
者
魂
で
す
。
そ
し
て
、
１
９
５
５
年
に
は
舞
台

に
復
帰
し
た
の
で
す
。

息
子
と
の
別
れ

だ
れ
も
笑
わ
な
い
公
演

し
か
し
１
９
５
７
年
７
月
、
エ
ノ
ケ
ン
に
大
き
な
不
幸

が
襲
い
ま
す
。
息
子
の
鍈え

い

一い
ち

が
26
歳
で
結
核
の
た
め
に
亡

く
な
っ
た
の
で
す
。
危
篤
に
な
っ
た
と
き
電
話
で
妻
か
ら

知
ら
せ
を
受
け
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
中
継
が
入
る
公
演
を
し

て
い
た
の
で「
舞
台
に
穴
を
開
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
演
後
、急
い
で
家
に
戻
る
と
、

鍈
一
は
ぐ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ノ
ケ
ン
は
励
ま
し

て
や
り
た
い
一
心
で
、「
ば
か
や
ろ
う
、
だ
ら
し
ね
え
ぞ
。

し
っ
か
り
し
ろ
」
と
叱
咤
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
鍈
一
は
ぽ
ろ
っ
と
涙
を
流
し
た
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
十
分
が
ん
ば
っ
て
き
た
の
は
親
の
エ
ノ
ケ
ン
が
一

番
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
ん

な
言
葉
を
吐
い
た
自
分
に
、
エ
ノ
ケ
ン
は
生
涯
悔
や
み
続

け
た
と
い
い
ま
す
。

翌
月
、
稽
古
中
に
妻
の
電
話
で
エ
ノ
ケ
ン
は
息
子
の
死

を
知
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
宝
塚
の
公
演
を
休
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
客
を
笑
わ
そ
う
と
、
い
つ
に
も
増
し
て
滑
稽
な
演

技
を
し
ま
す
が
、
だ
れ
も
笑
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
客
は

皆
、
エ
ノ
ケ
ン
が
息
子
を
失
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。

「
僕
の
今
日
ま
で
の
舞
台
の
中
で
、
こ
の
時
の
舞
台
ほ

ど
辛
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。
伜せ

が
れ

が
死
ん
で
、悲
し
い
最
中
、
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セ
カ

リ
ア

ド
ン
キ
ャ

偉
人
た
ち
の

歴
史
作
家　

河か

わ

い合 

敦あ
つ
し

歴
史
作
家　

河
合 

敦

第11回

難
病
と
闘
い
な
が
ら

俳
優
の
道
を
貫
い
た
喜
劇
王

�

榎え
の

本も
と

健け
ん

一い
ち



場
の
『
最
後
の
伝
令
』
の
演
出
で
し
た
。

車
椅
子
の
エ
ノ
ケ
ン
は
、
役
者
た
ち
に
厳
し
い
演
技
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

「『
最
後
の
伝
令
』
の
幕
切
れ
、
戦
場
で
瀕
死
の
重
傷
を

負
っ
た
ト
ム
が
死
ん
で
い
く
場
面
の
稽
古
で
、
車
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
榎
本
健
一
は
、自
ら
90
度
の
角
度
で
倒
れ

て
見
せ
、
ト
ム
役
の
財ざ

い

津つ

一い
ち

郎ろ
う

に
手
本
を
し
め
し
ま
し
た
。

固
い
稽
古
場
の
床
に
仰
む
け
に
倒
れ
た
エ
ノ
ケ
ン
は
、
義

足
の
た
め
立
ち
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
倒
れ
た
ま
ま
の

か
た
ち
で
、
目
を
う
る
ま
せ
な
が
ら
、『
こ
こ
ま
で
演
ら

な
き
ゃ
駄
目
な
ん
だ
』
と
叫
び
、『
喜
劇
を
演
ろ
う
と
思

う
な
』」（
矢
野
誠
一
著
『
エ
ノ
ケ
ン
・
ロ
ッ
パ
の
時
代
』

岩
波
新
書
）
と
怒
鳴
っ
た
と
い
い
ま
す
。

翌
年
の
元
旦
、
体
調
不
良
と
黄お

う

疸だ
ん

が
激
し
い
の
で
家
人

が
心
配
し
「
カ
メ
ラ
を
買
い
に
行
こ
う
」
と
だ
ま
し
て
日

本
大
学
駿
河
台
病
院
に
連
れ
て
行
き
、
エ
ノ
ケ
ン
を
強
制

入
院
さ
せ
ま
し
た
。
す
で
に
末
期
の
肝
硬
変
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
一
週
間
後
に
容
態
が
急
変
し
ま
す
。

「
お
ー
い
。
船
が
出
る
ぞ
。
ド
ラ
だ
。
ド
ラ
が
鳴
っ
て

い
る
よ
」

と
い
う
の
が
、
エ
ノ
ケ
ン
の
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
享

年
65
歳
で
し
た
。

戦
前
は
喜
劇
王
と
よ
ば
れ
た
エ
ノ
ケ
ン
、
戦
後
は
不
幸

続
き
の
人
生
で
し
た
が
、
ど
ん
な
苦
難
に
あ
っ
て
も
決
し

て
へ
こ
た
れ
ず
、
最
後
の
最
後
ま
で
俳
優
の
道
を
捨
て
な

か
っ
た
そ
の
生
き
方
は
、
敬
服
に
値
し
ま
す
。

退
院
し
て
自
宅
に
戻
っ
た
と
き
息
子
は
お
ら
ず
、
広
い

屋
敷
に
は
、
よ
そ
よ
そ
し
い
妻
と
お
手
伝
い
さ
ん
だ
け
。

こ
の
現
実
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
、
エ
ノ
ケ
ン
は
首
に

電
気
コ
ー
ド
を
巻
き
つ
け
よ
う
と
し
ま
す
が
、
片
足
な
の

で
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
倒
れ
、
音
を
聞
き
つ
け
た
妻
に

見
つ
か
っ
て
、
自
殺
は
未
遂
に
な
り
ま
し
た
。

右
足
を
失
っ
た
あ
と
も

失
わ
れ
な
か
っ
た
舞
台
へ
の
情
熱

し
ば
ら
く
放
心
の
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
や
が
て
「
右

足
が
な
く
て
も
芝
居
は
で
き
る
」と
思
い
始
め
た
の
で
す
。

そ
し
て
義
足
を
つ
け
て
歩
行
訓
練
に
励
み
、
舞
台
で
も
座

れ
る
よ
う
バ
ネ
で
膝
を
曲
げ
ら
れ
る
義
足
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
右
足
を
失
っ
て
か
ら
わ

ず
か
８
カ
月
後
（
１
９
６
３
年
５
月
）、
エ
ノ
ケ
ン
は
新

宿
コ
マ
劇
場
の
舞
台
に
立
っ
た
の
で
す
。

た
だ
、
義
足
で
舞
台
に
立
つ
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
切
断
部
が
こ
す
れ
て
出
血
し
、
血
で
切
断

部
の
包
帯
に
こ
び
り
つ
き
、
は
が
す
と
き
激
痛
が
は
し
り

ま
し
た
。

１
９
６
７
年
、
妻
の
喜
世
子
と
の
協
議
離
婚
が
成
立
し

ま
す
。
エ
ノ
ケ
ン
は
す
で
に
還
暦
を
過
ぎ
、
62
歳
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
年
、
エ
ノ
ケ
ン
は
戸と

塚つ
か

よ

し
え
と
再
婚
し
ま
し
た
。
財
産
は
す
べ
て
喜
世
子
に
渡

し
、
風
呂
敷
包
み
一
つ
で
よ
し
え
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
そ

う
で
す
。

エ
ノ
ケ
ン
の
最
後
の
芝
居
は
、
１
９
６
９
年
の
帝
国
劇

面
白
い
芝
居
を
見
せ
て
観
客
に
笑
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
れ
も
僕
の
芝
居
で
、『
ア
ッ
ハ
ッ
ハ
』と
笑
っ

て
く
れ
た
ら
、僕
も
喜
劇
俳
優
と
し
て
気
も
休
ま
る
の
に
、

お
客
は
僕
に
同
情
し
て
、
一
生
懸
命
芝
居
を
や
れ
ば
や
る

ほ
ど
場
内
が
シ
ー
ン
と
な
る
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
も
い
い

よ
う
の
な
い
、辛
い
気
持
ち
だ
っ
た
」（
榎
本
健
一
著
『
榎

本
健
一
―
喜
劇
こ
そ
わ
が
命
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

そ
う
回
想
し
て
い
ま
す
。

息
子
を
失
っ
て
悲
し
い
の
は
、
エ
ノ
ケ
ン
の
妻
で
鍈
一

の
母
で
あ
る
喜き

世よ

子こ

も
同
じ
で
し
た
。
彼
女
は
女
優
で
し

た
が
、
同
時
に
ず
っ
と
エ
ノ
ケ
ン
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

が
、
息
子
を
失
っ
た
あ
と
、
喜
世
子
は
エ
ノ
ケ
ン
に
離
婚

を
申
し
入
れ
た
の
で
す
。
芸
に
命
を
か
け
て
家
庭
を
か
え

り
み
ず
、
浴
び
る
ほ
ど
酒
を
飲
ん
で
愛
人
を
持
ち
、
金
銭

感
覚
の
な
い
借
金
ま
み
れ
の
エ
ノ
ケ
ン
に
愛
想
を
つ
か
し

て
い
た
の
で
す
。
け
れ
ど
エ
ノ
ケ
ン
は
、
離
婚
に
同
意
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
後
は
、
す
っ
か
り
夫
婦

関
係
は
冷
め
切
り
ま
し
た
。

１
９
６
２
年
、
脱
疽
が
再
発
し
ま
す
。
足
指
の
切
断
か

ら
十
年
後
の
こ
と
で
す
。
激
痛
の
た
め
眠
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
入
院
す
れ
ば
足
を
切
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
病
院
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
東
大

病
院
に
か
つ
ぎ
込
ま
れ
た
と
き
は
、
ひ
ど
く
悪
化
し
て
い

ま
し
た
。
エ
ノ
ケ
ン
は
膝
か
ら
下
に
し
て
ほ
し
い
と
頼
み

ま
す
が
、
結
局
、
右
足
は
大
腿
部
か
ら
切
断
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
舞
台
俳
優
に
と
っ
て
、
死
刑
宣
告
に
等

し
い
も
の
で
す
。
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偉人たちの



企業プロフィール
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第158回
富山県

人を大切にする雇用環境で、だれもが
誇りを持って長く働ける職場を目ざす

福祉コミュニティあいの風（富山県高
たか

岡
おか

市）

福祉コミュニティあいの風

▶創業　2007（平成19）年
▶業種　�社会保険・介護事業
▶職員数　�341人�

（うち正規職員数240人）
（60歳以上男女内訳）� 男性（4人）、女性（65人）
（年齢内訳）	60～64歳	 27人	（7.9％）
	 65～69歳	 1６人	（4.7％）
	 70歳以上	 26人	（7.6％）
▶定年・継続雇用制度
定年65歳。以降は、個別に面談のうえ、
正規職員（定年前と同じ勤務・待遇）の
ほか、パートタイム職員として短日・短
時間勤務など柔軟な働き方を選ぶことが
可能。現在の最高年齢者は80歳

富
山
県
は
、
東
西
約
90‌

㎞
、
南
北
約
76
㎞
、
富
山
市
を

中
心
に
半
径
50
㎞
と
い
う
ま
と
ま
り
の
よ
い
地
形
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
富
山
支
部
の
あ
る
高
岡
市
は
４

０
０
年
続
く
銅
器
、
漆
器
な
ど
の
伝
統
工
芸
を
受
け
継
ぐ

町
と
し
て
、
そ
の
技
術
が
若
い
職
人
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
D
富
山
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
中な

か

山や
ま

雅ま
さ

矢や

課
長
は
、
富
山
県
内
の
高
齢
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
新
規
採
用
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
っ
た
声
は
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

事
業
の
継
続
・
発
展
に
向
け
て
、
高
齢
者
雇
用
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど
う
進
め
て
よ

い
か
悩
ま
れ
て
い
る
事
業
所
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

定
年
後
の
高
齢
者
を
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
制
度
化
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
運
用
で

行
っ
て
い
る
事
業
所
も
多
い
状
況
で
す
。

高
齢
者
雇
用
の
相
談
・
援
助
、
提
案
で
は
、
就
業
規
則

上
で
の
制
度
化
・
明
文
化
を
す
す
め
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
て
い
ね
い
に
説
明
し
、
あ
わ
せ
て
65
歳
超
雇
用
推
進

助
成
金
な
ど
の
利
用
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
」

同
支
部
で
活
動
す
る
赤あ

か

川が
わ

美み

和わ

子こ

プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
特

定
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
有
し
、
人
事
労
務
管
理
、

賃
金
・
退
職
金
管
理
、
年
金
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
得
意
分

野
に
活
躍
し
て
お
り
、
専
門
的
知
見
を
活
か
し
た
助
言
や

具
体
的
な
提
案
活
動
で
企
業
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
赤
川
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
、「
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
い
の
風
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
、
株
式
会
社
、
協
同
組
合
が
連
携

多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
人
材
育
成
を
手
が
け
る

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
い
の
風
は
、
多
様
な
介
護
サ
ー

富山県高岡市

★
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［赤川プランナーから］
「相手の話をよく聞くこと、よいところを見
つけることを心がけ、70歳までの就業確保
措置については押しつけるのではなく、企

業に合った提案をすることで少しでも役に立てるよう、できる
かぎり多くの情報提供をすることに努めています。活動歴がま
だ短いため、模索しながら活動しています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆富山支部高齢・障害者業務課の中山課長は赤川プランナーの活躍
について次のように話します。「これまでつちかってきた豊富な知
識や経験を武器に、企業に寄り添いながら、なるべく専門用語を
使わずにわかりやすい資料、言葉で事業主と接することを心がけ
て、県内全域で活躍しています」

◆富山支部高齢・障害者業務課は、JR 高岡駅でバスに乗り換え、富
大高岡キャンパスバス停から徒歩約２分、富山職業能力開発促進
センター内にあります。施設周辺は、二

ふた
上
がみ
山
やま
や富山大学高岡キャ

ンパスなど静かで風光明媚な環境にあります。

◆同県では、５人のプランナー、１人の高年齢者雇用アドバイザー
が活動しており、2024（令和６）年度は 222件の相談・援助活動、
70件の制度改善提案を行いました。

◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●富山支部高齢・障害者業務課
住所：富山県高岡市八ヶ55　富山職業能力開発促進センター内
電話：0766-26-1881

アドバイザー・プランナー歴 : ２年６カ月

赤川美和子 プランナー
ビ
ス
事
業
や
介
護
資
格
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
柔
軟
に
運
営
で

き
る
よ
う
、
社
会
福
祉
法
人
、
株
式
会
社
、
協
同
組
合
と

い
う
事
業
体
の
異
な
る
計
５
法
人
が
連
携
し
て
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
の
総
称
で
す
。

高
齢
者
介
護
の
に
な
い
手
と
し
て
２
０
０
７
（
平
成

19
）
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、
富
山
県
内
に
９
カ
所
の
拠

点
を
構
え
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
な
ど
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
地
域
の
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

ま
す
。
理
念
に
『
ご
利
用
者
さ
ま
、
ご
家
族
さ
ま
の
最
高

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
存
在
し
た
い
』
を
掲
げ
、「
社
会

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
織
、
職
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け

る
組
織
を
目
ざ
し
て
、
そ
の
土
台
と
な
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
堀ほ

り

悟さ
と

史し

常
務
取
締
役
は

話
し
ま
す
。

介
護
業
界
に
お
け
る
人
材
確
保
は
、
全
国
的
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
あ
い
の
風
で
は
毎
年
新
規
学
卒
者

を
採
用
し
、
現
在
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
、
多
世
代
の
職

員
約
３
４
０
人
が
グ
ル
ー
プ
各
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
の
実
現
に
注
力

高
齢
職
員
と
子
育
て
中
の
職
員
が
支
え
合
う

あ
い
の
風
の
職
員
は
約
9
割
が
介
護
職
で
、
男
女
比
で

は
女
性
が
８
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
子
育
て
や
家
族

の
介
護
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、

独
自
の
育
児
・
介
護
短
時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
て
い
る

ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
つ
い
て
は
、
年
齢
に
か
か

わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
聞
い
て
勤
務
時
間
な
ど
を
決

め
て
い
ま
す
。

「
長
く
働
い
て
ほ
し
い
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
」（
堀
常
務
取
締
役
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
夜
間

勤
務
が
あ
り
、
子
育
て
世
代
に
は
負
担
に
な
り
ま
す
が
、

複
数
の
高
齢
職
員
が
夜
勤
専
門
を
希
望
し
、
そ
の
負
担
を

堀悟史常務取締役
（看護師・介護支援専門員）
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と
が
期
待
で
き
る
こ
と
、「
エ
イ
ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
※1
」

を
活
用
し
た
作
業
環
境
の
見
直
し
、「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
補
助
金
※2
」
の
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
ま
し
た
。

岩
城
さ
ん
は
、「
専
門
家
の
方
の
お
話
を
聞
け
る
機
会

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
分
た
ち
の
取
組
み
内
容

を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
よ
い
評
価
を
し
て
い
た
だ
け
た

り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
た
り
し
て
、
と
て
も
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
」
と
赤
川
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
出
会
い

を
語
り
、
堀
常
務
取
締
役
は
「
今
後
の
取
組
み
や
考
え
方

の
参
考
に
な
り
ま
す
」
と
提
案
な
ど
を
真
摯
に
受
け
と
め

て
い
ま
し
た
。

今
回
は
定
年
退
職
か
ら
約
1
年
後
に
働
き
方
を
変
え
て

再
就
職
し
た
方
と
、
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
勤
め
15
年
に
な

る
方
の
、
お
2
人
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

軽
や
か
に
再
就
職
の
道
を
踏
み
出
し

仕
事
も
趣
味
も
充
実
の
日
々

片か
た

山や
ま

四よ

支し

子こ

さ
ん
（
69
歳
）
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の

仕
事
を
経
て
、
46
歳
か
ら
病
院
で
働
き
な
が
ら
看
護
学
校

に
通
い
、
53
歳
で
看
護
師
資
格
を
取
得
。
病
院
勤
務
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
病
気
で
休
職
し
、
復
帰
後
は
夜
勤
の

な
い
職
場
を
求
め
て
、
57
歳
で
あ
い
の
風
に
入
職
し
ま
し

た
。
看
護
師
と
し
て
あ
い
の
風
の
施
設
を
利
用
す
る
高
齢

者
の
健
康
管
理
を
に
な
っ
て
活
躍
し
、
65
歳
で
定
年
を
迎

え
ま
し
た
。
当
時
、「
こ
こ
ま
で
働
い
て
き
た
の
で
、
ひ

の
正
規
職
員
か
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
を
選
択
で
き
ま
す
。
65

歳
超
は
原
則
１
年
契
約
で
、
特
段
の
事
情
が
な
け
れ
ば
契

約
を
更
新
し
ま
す
。
職
務
を
変
更
せ
ず
、
定
年
前
と
同
じ

働
き
方
を
選
ん
だ
場
合
、
賃
金
・
賞
与
は
定
年
前
と
同
様

で
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
も
月
20
時
間
以
上
勤
務

す
る
職
員
は
、
正
規
職
員
と
同
様
に
年
2
回
の
評
価
（
評

価
シ
ー
ト
と
上
司
に
よ
る
評
価
）
を
行
い
、
賃
金
・
賞
与

に
反
映
さ
れ
ま
す
。
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
評
価
結
果

に
よ
っ
て
昇
給
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、相
談
窓
口（
社
内
連
絡
ツ
ー
ル
）を
設
け
て
お
り
、

実
名
・
匿
名
問
わ
ず
、
働
き
方
や
、
病
気
の
治
療
と
仕
事

の
両
立
、
職
場
で
起
き
た
こ
と
な
ど
、
だ
れ
も
が
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
、
堀
常
務
取
締
役
と
岩
城
さ

ん
が
て
い
ね
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

赤
川
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
11
月
に

初
め
て
あ
い
の
風
を
訪
問
し
ま
し
た
。
高
齢
者
雇
用
の
取

組
み
や
高
齢
職
員
の
働
き
ぶ
り
を
聞
き
、「
先
駆
的
な
取
組

み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
再
訪
問
を
了
承

し
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
一
カ
月
後
に
2
回
目
の
訪
問
を

し
て
、
提
案
と
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
い
の
風
の
定
年
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
、

制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
65
歳
を
迎
え
る
職
員
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
、
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
職
員
が
若
手

職
員
に
よ
い
影
響
を
与
え
、
法
人
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ

カ
バ
ー
す
る
な
ど
、幅
広
い
世
代
が
い
る
こ
と
で
、フ
ォ
ロ
ー

し
あ
う
職
場
風
土
が
自
然
と
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
を
抱
え
る
幅
広
い
年
代
の
職
員
が
柔
軟
に
働

け
る
よ
う
、
き
め
細
か
に
シ
フ
ト
調
整
に
努
め
て
お
り
、
人

材
が
ど
う
し
て
も
不
足
し
て
し
ま
う
よ
う
な
と
き
は
、
正

規
職
員
が
協
力
し
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

企
画
人
事
を
担
当
す
る
岩い

わ

城じ
ょ
う

佳か

代よ

子こ

さ
ん
は
、「
子
育

て
が
一
段
落
し
た
人
が
、
短
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

か
ら
正
規
職
員
に
な
っ
て
、
次
の
子
育
て
世
代
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
い
う
支
え
合
い
も
み
ら
れ
ま
す
」
と
話
す
。

定
年
後
は
希
望
す
る
働
き
方
を
選
択

評
価
制
度
が
あ
り
、
が
ん
ば
れ
ば
昇
給
も

あ
い
の
風
で
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
職
員
は
全
体
の
約

２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
定
年
年
齢
は
65
歳
。
継
続
雇
用

制
度
な
ど
は
な
く
、
定
年
後
も
働
く
こ
と
を
希
望
し
た
場

合
、
個
別
に
面
談
を
し
て
、
引
き
続
き
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

※1　�エイジアクション100……高年齢労働者の安全と健康を確保するための職場改善ツール
※2　エイジフレンドリー補助金……�2025（令和７）年度の申請受付期間は2025年10月31日まで。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。�

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09940.htlm

企画人事担当の岩城佳代子さん
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と
区
切
り
」
と
の
思
い
と
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

気
持
ち
か
ら
退
職
を
選
択
。
念
願
の
書
道
教
室
に
通
い
始

め
て
定
年
後
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
年
が
経
っ
た
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
同
グ
ル
ー

プ
の
介
護
施
設「
高
岡
あ
い
の
風
」を
訪
れ
た
と
き
に
、「
ま

た
働
い
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
以
前
の
同
僚
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
66
歳
で
高
岡
あ
い
の
風
に

再
就
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
年
で
３
年
に
な
り
ま
す
。

「
必
要
と
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
だ
れ
か
の
力
に
な
れ

る
な
ら
ま
た
働
い
て
み
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
気
負
わ
ず
に
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
し
、

職
場
か
ら
も
『
何
日
く
ら
い
勤
務
で
き
ま
す
か
』
と
気
軽

に
希
望
を
聞
い
て
い
た
だ
け
て
、
お
か
げ
で
再
就
職
の
道

は
思
い
の
ほ
か
軽
や
か
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
片
山
さ
ん
）

働
き
方
は
、
週
1
日
か
ら
始
め
て
徐
々
に
増
や
し
、
現

在
は
午
前
の
み
週
３
～
４
日
勤
務
し
て
、
高
岡
あ
い
の
風

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
方
々
の
医
療
的
ケ
ア
を

に
な
い
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て
入
居
者
の
健
康
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
片
山
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
分

か
ら
率
先
し
て
「
思
い
や
り
」
の
行
動
を
す
る
こ
と
。
自

ら
の
役
割
は
、「
経
験
で
得
た
知
識
を
伝
え
て
、
若
い
人

た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
え
る
環
境
を
、
さ
り
げ
な
く
つ

く
る
こ
と
」
と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
75
歳
ま
で
は
！
」

働
き
続
け
た
い
と
い
う
目
標
を
語
り
、「
そ
の
先
は
ま
た

考
え
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
国く

に

吉よ
し

あ
い
の
風
」
で
調
理
と
介
護
補
助

を
担
当
す
る
鳥と

り

内う
ち

栄え
い

子こ

さ
ん
（
77
歳
）
は
、
介
護
職
以
外

の
仕
事
先
を
定
年
ま
で
勤
め
た
後
、
61
歳
の
と
き
に
あ
い

の
風
に
入
職
。「
以
前
か
ら
料
理
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
、

娘
の
友
人
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
入
職

の
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
16
年
、
鳥
内
さ
ん

は
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
入
居
す
る
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
、

き
ざ
み
食
な
ど
の
調
理
と
利
用
者
の
様
子
を
見
守
る
役
割

を
に
な
い
元
気
に
勤
務
を
続
け
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
、「
利
用
者
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
自
分
の
体
調
管
理
で
す
。
利
用
者
さ
ま
の
元
気
な
顔

を
見
る
と
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
鳥
内

さ
ん
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
、
こ
の
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

辞
め
た
い
と
思
う
人
が
い
な
い
職
場

長
く
働
い
て
い
た
い
と
思
う
職
場
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
堀
常
務
取
締
役

は
、「
た
い
へ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
誠
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
職
員
の
様
子
に
ふ
れ
て
胸
を
打
た
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
目
ざ
し
た
い
の
は
、“
辞
め
た

い
と
思
う
人
が
い
な
い
職
場
づ
く
り
”
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
に
対
し
て
今
後
も
き
め
細
か

な
対
応
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

岩
城
さ
ん
は
、「
長
く
働
き
た
い
と
思
え
る
職
場
の
土

台
づ
く
り
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
選
ば
れ
る
職
場
、
入
っ
た
人
が
『
よ
か
っ
た
』

と
思
え
る
職
場
を
目
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
人
事
担

当
と
し
て
の
思
い
を
言
葉
に
し
ま
し
た
。

赤
川
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
今
回
の
訪
問
を
通
し
て
、「
さ
ま

ざ
ま
な
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

中
心
に
し
て
事
業
を
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
あ
ら
た

め
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
は
つ
ら
つ
と
働
く
高
齢
職
員

の
み
な
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
す
」
と
語
り
、
今
後
も
支

援
を
し
て
い
く
と
表
明
し
、
さ
っ
そ
く
高
齢
者
雇
用
に
関

す
る
給
付
金
・
助
成
金
の
説
明
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
年
後
に
は
設
立
20
周
年
を
迎
え
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
あ
い
の
風
。
今
後
も
多
く
の
世
代
の
職
員
が
各
職
場

で
活
き
活
き
と
働
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

高岡あいの風グループ
ホームにて入居者の方
とおだやかに話をしな
がら健康状態をチェッ
クする片山四支子さん



は
じ
め
に

は
じ
め
に

1み
な
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
、
も
う
少
し
自
分
ら
し
く

で
き
な
い
か
な
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
仕
事
の
景
色
が
変
わ
り
、
昨
日

ま
で
退
屈
だ
っ
た
作
業
を
や
り
が
い
あ
る
も
の
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
「
仕
事
を
自
分
に
合

わ
せ
て
つ
く
り
直
す
工
夫
」の
こ
と
を
、い
ま「
ジ
ョ
ブ
・

ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
び
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
稿
で
は
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
意
味

や
方
法
、
効
果
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
定
義

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
定
義

2ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、「
働
く
人
一
人

ひ
と
り
が
、
仕
事
や
人
間
関
係
に
主
体
的
に
変
化
を
加

え
、
自
分
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
仕
事
経
験
に
変
え
る
プ

ロ
セ
ス
」（
高
尾
、２
０
２
４
）
★１
で
す
。
こ
の
概
念
は
、

W
rzesniew

ski &
 D

utton

（
２
０
０
１
）★２
が
提
唱

し
た
も
の
で
、
従
業
員
を
受
け
身
で
仕
事
を
遂
行
す
る

存
在
で
は
な
く
、
自
ら
仕
事
を
形
づ
く
る
能
動
的
な
存

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か

在
と
し
て
と
ら
え
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、「
業
務
ク
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
」、「
関
係
性
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」、「
認
知
的
ク
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
」
と
大
き
く
三
つ
の
形
態
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

・�

業
務
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
仕
事
の
内
容
や
や
り
方

を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
例
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
同
僚
に
技
術
を
教
え
る

と
い
っ
た
行
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・�

関
係
性
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
仕
事
に
お
け
る
人
間

関
係
の
質
や
範
囲
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
美
容
師

が
客
と
の
会
話
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

・�

認
知
的
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
自
分
の
仕
事
の
と
ら

え
方
や
意
味
づ
け
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

病
院
の
清
掃
員
が
「
自
分
は
医
療
行
為
を
支
え
て
い

る
」
と
認
識
す
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
で
す
（W

rzes
niew

ski &
 D

utton,

２
０
０
１
）
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
例

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
例

3ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
決
し
て
理
論
上
の
概
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が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
表
に
示
す
よ
う
に
、
多
く

の
研
究
で
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
介
入
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
参
加
者
の
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
や
職
務
満
足

度
が
高
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が

注
目
さ
れ
る
背
景

注
目
さ
れ
る
背
景

5ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
近
年
特
に
注
目
を
集

め
て
い
る
の
は
、
次
に
説
明
す
る
社
会
的
・
組
織
的
背

景
が
あ
る
た
め
で
す
。

第
１
に
、
組
織
と
個
人
の
関
係
性
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
よ
う
に
組
織
が
キ
ャ

リ
ア
を
一
方
的
に
設
計
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
個
人
が

自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
（
高
尾
、
２
０
２
３
）★ 3
。
そ
の
な
か
で
、
自

ら
仕
事
を
再
設
計
す
る
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に
築
く
有
効
な
手

段
と
な
る
の
で
す
。

第
2
に
、「
Ｖブ

ー

カ

Ｕ
Ｃ
Ａ
※
」
な
ど
と
巷ち

ま
た

で
は
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
場
の
変
化
が
激
し
い
な
か
で
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
指
示
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き
ま
せ

ん
。
現
場
で
働
く
従
業
員
が
柔
軟
に
職
務
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
は
、
現
場
発
の
柔
軟
な
対
応
を
可
能
に
す
る
手
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。

第
2
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
従
業
員
が
主
体
的
に
工
夫
す
る
こ
と
で
、
組
織
全

体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。第

3
に
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
活
力
や
幸
福
感
が
増
す
こ
と

念
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
職
場
で
広
く
見
ら
れ
る
行

動
で
す
。
例
え
ば
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ

は
、「
き
つ
い
・
き
た
な
い
」
と
い
っ
た
２
Ｋ
職
場
と

呼
ば
れ
る
仕
事
を
、「
お
客
さ
ま
を
保
護
す
る
」、「
快

適
な
空
間
を
つ
く
る
」
と
い
う
誇
り
あ
る
仕
事
へ
と
意

味
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
認
知
的
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
笑
顔
で
業
務
に
取
り
組
み
、

結
果
的
に
顧
客
満
足
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
新
幹
線
の
清
掃
を
担
当
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ

東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
清
掃
を
単
な
る
作
業
と
し
て
で
は
な
く
「
お
客
さ

ま
の
旅
を
盛
り
上
げ
る
劇
場
の
キ
ャ
ス
ト
」
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
こ
の
事
例
は
、
仕
事
の
意
味
づ
け
を
変
え

る
こ
と
で
新
た
な
誇
り
を
得
た
典
型
的
な
ジ
ョ
ブ
・
ク

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
実
例
で
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
効
果

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
効
果

4ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
従
業
員
の
心
理
的
・

身
体
的
健
康
や
組
織
成
果
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
、
研
究
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。第

1
に
、
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
寄
与
し
ま

す
。
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
仕
事
に
没

頭
し
、
活
き
活
き
と
働
く
状
態
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

在
と
し
て
と
ら
え
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、「
業
務
ク
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
」、「
関
係
性
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」、「
認
知
的
ク
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
」
と
大
き
く
三
つ
の
形
態
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

・�

業
務
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
仕
事
の
内
容
や
や
り
方

を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
例
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
同
僚
に
技
術
を
教
え
る

と
い
っ
た
行
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・�

関
係
性
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
仕
事
に
お
け
る
人
間

関
係
の
質
や
範
囲
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
美
容
師

が
客
と
の
会
話
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

・�

認
知
的
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
…
自
分
の
仕
事
の
と
ら

え
方
や
意
味
づ
け
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

病
院
の
清
掃
員
が
「
自
分
は
医
療
行
為
を
支
え
て
い

る
」
と
認
識
す
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
で
す
（W
rzes

niew
ski &

 D
utton,

２
０
０
１
）
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
例

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
例

3ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
決
し
て
理
論
上
の
概

※　VUCA……�「Volatility（変動性）」、「Uncertainty（不確実性）」、「Complexity（複雑性）」、「Ambiguity（曖昧性）」の頭文字をとった言葉。未来の予測が
　　　　　　　 むずかしく、不確実な状態であること
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図表　ジョブ・クラフティングの効果

ジョブ・
クラフティング

社員の力も
健康もアップ

ストレス

いきいき
活力

健 康
パフォーマンス

出典：�島津明人・櫻谷あすか（2019）.『ジョブ・クラフティング介入プログラム』.p.7. スライ
ド 4を筆者が加筆修正
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ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
核
心
を
突
い
た
説
明
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。「
い
ま
の
仕
事
に
は
、
き
っ

と
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
が
あ
る
」
と
い
う
発
想
は
、
ま

さ
に
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
で
す
。
与

え
ら
れ
た
仕
事
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、

自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
同
じ
仕
事
が

ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
や
魅
力
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
「
Ａ

面
」
と
「
Ｂ
面
」
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
Ａ
面
と
は

自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
、
Ｂ
面
と
は
で
き
れ
ば

避
け
た
い
と
思
う
こ
と
で
す
（
一
田
、
２
０
１
５
）。

多
く
の
人
は
Ｂ
面
の
存
在
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
Ｂ
面
の

仕
事
を
Ａ
面
に
近
づ
け
る
工
夫
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
例
え
ば
、
単
調
に
思
え
る
事
務
作
業
で
も
、
顧
客

に
と
っ
て
の
利
便
性
を
意
識
し
た
り
、
同
僚
と
の
連
携

の
場
と
し
て
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
意
味

づ
け
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「『
い
い
仕
事
』
の
定
義
を
自
分
で
決
め
て

よ
い
」（
一
田
、
２
０
１
５
）
と
い
う
視
点
は
大
き
な

転
換
点
に
な
り
ま
す
。
従
来
は
「
上
司
や
会
社
が
評
価

す
る
基
準
」
が
仕
事
の
良
し
悪
し
を
規
定
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
分
自
身
が
「
こ
の
や
り
方
は
自
分
ら

し
い
」、「
こ
の
工
夫
は
価
値
が
あ
る
」
と
実
感
で
き
れ

ば
、
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ
て
の
「
い
い
仕
事
」
と
な

り
ま
す
。
こ
の
主
体
的
な
解
釈
が
、
働
き
が
い
の
源
泉

第
3
に
、
経
営
・
人
事
課
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
の

期
待
で
す
。
日
本
企
業
の
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
は
、
国
際
比
較
調
査
に
お
い
て
も
つ
ね
に
最
低
レ
ベ

ル
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
は
「
仕

事
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
充
実
し
た
心
理
状
態
」
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
従
業
員
は
海
外
と
比

べ
、
仕
事
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
理
状
態
に
は
な
く
熱
意

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
調
査
は
示
唆
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
で
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
の
向
上
が
経
営
・
人
事
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
・

ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
を
試
み
る
企
業
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

あ
る
い
は
、健
康
経
営
と
い
っ
た
課
題
に
も
ジ
ョ
ブ
・

ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
実
践
に
よ
り
仕
事
と
自
分
の
ミ
ス
フ
ィ
ッ
ト
感

を
軽
減
で
き
た
り
、
仕
事
に
意
義
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
維

持
・
向
上
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

巷
に
あ
ふ
れ
て
い
る

巷
に
あ
ふ
れ
て
い
る

6ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
は
、
じ
つ
は

私
た
ち
の
日
常
の
働
き
方
や
意
識
の
な
か
に
す
で
に
広

く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
一い

ち

田だ
（
２
０
１
５
）★ 4
が
ジ
ョ
ブ
・

ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
、ジ
ョ
ブ
・

と
な
り
、
長
期
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
の
で

す
。ま

た
、「
や
り
た
い
の
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
る

の
は
自
分
自
身
」（
一
田
、２
０
１
５
）
と
い
う
言
葉
は
、

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
う
え
で
の
心

理
的
障
壁
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
し
か
で

き
な
い
工
夫
や
、
自
分
ら
し
い
働
き
方
を
形
に
す
る
こ

と
は
、
往
々
に
し
て
周
囲
と
の
摩
擦
や
評
価
へ
の
不
安

を
と
も
な
い
ま
す
。
し
か
し
、
勇
気
を
持
っ
て
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
で
、仕
事
は
「
他ひ

人と

事ご
と

」
か
ら
「
我
が
事
」

へ
と
転
換
し
、
働
く
意
味
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

シ
ニ
ア
社
員
と

シ
ニ
ア
社
員
と

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

7筆
者
が
特
に
関
心
を
持
つ
の
は
、
シ
ニ
ア
社
員
に
お

け
る
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
で
す
。
シ

ニ
ア
社
員
は
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、

加
齢
に
と
も
な
う
身
体
的
制
約
や
組
織
内
で
の
役
割
縮

小
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
キ
ャ
リ
ア
を

持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
シ
ニ
ア
社
員
が
自
身
の
専
門
知
識
を
若
手

に
伝
授
す
る
こ
と
は
、単
な
る
業
務
遂
行
を
超
え
た「
教

育
者
」
と
し
て
の
役
割
を
見
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
社
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
新
た

な
活
動
を
始
め
る
こ
と
で
、
セ
カ
ン
ド
・
キ
ャ
リ
ア
を
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が
企
業
な
ど
で
導
入
さ
れ
、
一
定
の
成
果
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
や
副
業
が
広
が
る
な
か
で
、
働
き
手
が
自
ら

仕
事
の
枠
組
み
を
再
設
計
す
る
必
要
性
は
い
っ
そ
う
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
働
く
人
が
主
体
的

に
仕
事
を
再
構
築
し
、
よ
り
よ
い
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
営
み
で
す
。
そ
の
実
践
は
、
個
人
の
幸
福
感
や

健
康
を
高
め
る
と
同
時
に
、
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

向
上
や
持
続
的
な
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

自
分
の
経
験
や
強
み
を
再
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
す
。
特
に
シ
ニ
ア
社
員
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
知
識
や
人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
「
い
ま
の
自
分
だ
か

ら
で
き
る
工
夫
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
を
前
向
き
に
築
く
礎
と
な
り
ま
す
。
企
業
に

と
っ
て
も
、
シ
ニ
ア
社
員
が
活
き
活
き
と
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
人
材
不
足
を
補
う
だ
け

で
な
く
、
多
世
代
が
学
び
合
う
豊
か
な
組
織
文
化
の
醸

成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

日
々
の
仕
事
を
ふ
り
返
り
、「
小
さ
な
工
夫
」
を
一
つ

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
歩
が
、
自
分
ら
し
い

働
き
方
を
形
づ
く
る
第
一
歩
に
な
る
は
ず
で
す
。
ジ
ョ

ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
現
場
か
ら
の
自
発
的
な
工

夫
を
尊
重
し
、多
様
な
働
き
方
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

形
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
は
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
（
持
続
可
能
な
キ
ャ
リ
ア
）

の
実
現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
は
、
定
年
後
の

活
躍
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
仕
事
に
自
ら
工
夫
を

加
え
、
役
割
を
再
定
義
す
る
経
験
を
積
む
こ
と
は
、
定

年
後
の
転
身
や
再
雇
用
の
場
面
で
、
新
し
い
職
場
環
境

に
ス
ム
ー
ズ
に
適
応
す
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

が
「
働
く
意
味
づ
け
」
を
変
え
る
点
で
す
。
定
年
後
に

は
役
職
や
肩
書
き
が
外
れ
る
こ
と
で
、
自
己
の
存
在
価

値
を
見
失
う
シ
ニ
ア
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

現
役
時
代
か
ら
「
自
分
な
り
の
仕
事
の
意
味
」
を
見
出

し
て
き
た
人
は
、
再
雇
用
後
や
転
職
先
で
も
「
こ
こ
で

も
自
分
ら
し
い
役
割
を
つ
く
り
出
せ
る
」
と
前
向
き
に

適
応
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
単
な

る
現
役
時
代
の
工
夫
に
と
ど
ま
ら
ず
、セ
カ
ン
ド
・
キ
ャ

リ
ア
を
活
き
活
き
と
過
ご
す
た
め
の
基
盤
と
な
る
の
で

す
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

8ジ
ョ
ブ
・
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
個
人
の
自
発
的
な

工
夫
だ
け
で
な
く
、
組
織
が
支
援
す
る
こ
と
で
よ
り
大

き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
近
年
で
は
、
ジ
ョ
ブ
・
ク

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
う
な
が
す
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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態
、
生
活
の
安
定
等
を
考
慮
し
、
適
切
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
と
い
っ
た
方
針
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
条
件
変
更
の
提
案
自
体
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
継
続
雇
用
対
象
者
に

対
し
て
、
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
と
し
て
ど
の
程
度

の
提
示
が
許
容
さ
れ
る
の
か
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

労
働
条
件
の
提
示
に
関
す
る

裁
判
例
に
つ
い
て

2学
究
社
事
件
（
東
京
地
裁
立
川
支
部
平
成
30
年
１

月
29
日
判
決
）
に
お
い
て
は
、
継
続
雇
用
に
関
す
る

条
件
の
提
示
の
仕
方
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
な
ど
か

ら
、
継
続
雇
用
が
成
立
し
て
い
る
の
か
、
成
立
し
て

い
る
と
し
て
い
か
な
る
労
働
条
件
と
な
る
の
か
、
そ

定
年
後
再
雇
用
時
の
労
働
条
件
に

つ
い
て

1定
年
後
に
継
続
雇
用
す
る
制
度
を
導
入
し
、
再
雇

用
を
行
う
場
合
、
厚
生
労
働
省
は
、「
合
理
的
な
裁

量
の
範
囲
」
の
条
件
を
提
示
し
て
い
れ
ば
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
の
見
解
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
継
続
雇
用
を
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
解
雇
事
由
ま
た
は
退
職
事
由

と
同
一
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
（「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置

の
実
施
及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
」
参
照
）。

同
指
針
に
お
い
て
は
、
継
続
雇
用
後
の
賃
金
に
つ
い

て
は
、
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
就
業
の
実

使
用
者
に
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
規
定
に
違
反
し
な
い
よ
う
な
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲

で
あ
れ
ば
、
労
働
条
件
が
下
が
る
よ
う
な
提
示
が
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
大
幅
な
引
下
げ
に
対
し
て
は
、
引
き
下
げ
る
こ
と
を
正
当
化
で
き
る
合
理
的
な
理
由
が
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

A
定
年
後
再
雇
用
契
約
時
に
就
労
条
件
を
変
更
し
た
う
え
で
、
賃
金
を
減
額
す
る
こ

と
に
問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

定
年
後
再
雇
用
の
契
約
に
つ
い
て
、
業
務
の
内
容
や
責
任
の
程
度
を
変
更
し
た
う
え
で
、
そ

れ
を
ふ
ま
え
て
賃
金
を
減
額
す
る
内
容
で
定
年
後
の
労
働
条
件
を
提
示
し
ま
し
た
。
労
働
者
か

ら
、
納
得
が
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
納
得
で
き
る
ま
で
条
件
を
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 1
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れ
が
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い

か
（
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
か
）
な
ど
が

争
わ
れ
ま
し
た
。

労
働
者
か
ら
は
、
定
年
前
の
賃
金
と
継
続
雇
用
後

の
賃
金
の
差
額
の
支
払
い
を
求
め
、
理
由
と
し
て
は
、

継
続
雇
用
の
契
約
を
締
結
し
た
も
の
の
、
そ
の
賃
金

に
つ
い
て
定
年
前
と
同
額
で
合
意
し
た
と
主
張
し
て
お

り
、
使
用
者
は
、
勤
務
形
態
を
変
形
労
働
時
間
制
か

ら
時
間
単
位
の
勤
務
と
し
、
賃
金
の
計
算
方
法
を
時

給
に
変
更
（
変
更
後
は
定
年
前
の
30
％
か
ら
40
％
が
目

安
）
し
た
う
え
で
提
示
し
て
お
り
、
当
該
条
件
に
し
た

が
う
べ
き
と
反
論
し
て
い
ま
し
た
。

使
用
者
か
ら
は
、
書
面
を
用
い
て
継
続
雇
用
後
の

労
働
条
件
を
説
明
し
た
も
の
の
、
労
働
者
は
こ
れ
に

応
じ
る
と
は
回
答
せ
ず
、
再
雇
用
契
約
書
に
は
署
名

押
印
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
定
年
退
職
後
も

使
用
者
か
ら
指
定
さ
れ
る
時
間
に
勤
務
す
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

原
告
は
、
変
更
の
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
は
従
前
の

労
働
契
約
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
主
張
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
、「
原
告
と
被
告
と
の

間
の
再
雇
用
契
約
は
、
そ
れ
ま
で
の
雇
用
関
係
を
消

滅
さ
せ
、
退
職
の
手
続
を
と
っ
た
上
で
、
新
た
な
雇
用

契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
以
上
、

そ
の
契
約
内
容
は
双
方
の
合
意
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

も
の
」
と
し
て
、
定
年
退
職
前
の
労
働
契
約
は
終
了

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
提
示
し
た
労
働
条
件
が
同
一
労
働
同
一
賃
金

に
つ
い
て
定
め
た
規
定
（
当
時
の
労
働
契
約
法
20
条
）

に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
業
務
の
内
容
や
責
任
の
程
度
に
関
連
し
て
、「
定

年
前
は
専
任
講
師
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
定
年
後
の

再
雇
用
に
お
い
て
は
時
間
講
師
で
あ
り
…
勤
務
内
容

に
つ
い
て
み
て
も
、
再
雇
用
契
約
に
基
づ
く
時
間
講

師
と
し
て
の
勤
務
は
、
原
則
と
し
て
授
業
の
み
を
担

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
外
的
に
上
司
の
指
示
が
あ

る
場
合
に
父
母
面
談
や
入
試
応
援
な
ど
を
含
む
生
徒
・

保
護
者
へ
の
対
応
を
行
い
、
担
当
し
た
授
業
の
コ
マ
数

な
い
し
実
施
し
た
内
容
に
よ
り
、事
務
給
（
時
給
換
算
）

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
…
再
雇
用
契
約
締
結
後
は
、

時
間
講
師
と
し
て
、
被
告
が
採
用
す
る
変
形
労
働
時

間
制
の
適
用
は
な
く
、
原
則
は
、
被
告
か
ら
割
り
当

て
ら
れ
た
授
業
の
み
を
担
当
す
る
も
の
」
と
判
断
し
、

業
務
の
内
容
お
よ
び
責
任
の
程
度
に
差
が
あ
る
こ
と

を
認
め
、「
定
年
退
職
後
の
再
雇
用
契
約
と
定
年
退
職

前
の
契
約
の
相
違
は
、
労
働
者
の
職
務
の
内
容
及
び

配
置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
不

合
理
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
労
働
契
約
法
20
条
に
違

反
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

変
形
労
働
時
間
制
の
適
用
を
受
け
な
く
な
る
こ
と

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

労
働
時
間
制
度
の
変
更
が
業
務
内
容
や
責
任
の
程
度

の
差
異
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
参
考
に
な
り
ま

す
。九

州
惣
菜
事
件
（
福
岡
高
裁
平
成
29
年
９
月
７
日

判
決
）
に
お
い
て
も
、
継
続
雇
用
時
の
労
働
条
件
の

提
示
が
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
る
か
が
争
点

と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
案
で
は
、「
有
期
労
働
契
約
者
の
保
護
を
目

的
と
す
る
労
働
契
約
法
20
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
、

再
雇
用
を
機
に
有
期
労
働
契
約
に
転
換
し
た
場
合
に
、

有
期
労
働
契
約
に
転
換
し
た
こ
と
も
事
実
上
影
響
し

て
再
雇
用
後
の
労
働
条
件
と
定
年
退
職
前
の
労
働
条

件
と
の
間
に
不
合
理
な
相
違
が
生
じ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」
こ
と
を
前
提
と
し
て
、「
フ
ル
タ
イ
ム
を
希

望
し
た
の
も
、
長
時
間
労
働
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
主
に
一
定
額
以
上
の
賃
金
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
…
本
件
提
案
の
条
件
に
よ
る
場

合
の
月
額
賃
金
は
８
万
６
４
０
０
円
（
１
カ
月
の
就

労
日
数
を
16
日
と
し
た
場
合
）
と
な
り
、
定
年
前
の

賃
金
の
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、

本
件
提
案
の
労
働
条
件
は
、
定
年
退
職
前
の
労
働
条

件
と
の
継
続
性
・
連
続
性
を
一
定
程
度
確
保
す
る
も

の
と
は
到
底
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
提
案

が
継
続
雇
用
制
度
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
大
幅
な
賃
金
の
減
少

を
正
当
化
す
る
合
理
的
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
」
と

し
て
お
り
、
労
働
者
の
意
に
沿
わ
な
い
条
件
の
提
示

に
対
し
て
厳
し
い
判
断
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
当
化
す
る
合
理
的
な
理
由
を
判
断
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
担
当
業
務
の
量
が
本
件
提
案
に
お
い
て

大
幅
に
減
っ
た
と
ま
で
は
そ
も
そ
も
い
え
な
い
こ
と

…
定
年
退
職
を
機
に
そ
の
担
当
業
務
を
本
件
提
案
の

内
容
に
限
定
す
る
の
が
必
然
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い

え
な
い
こ
と
」
を
考
慮
し
て
、「
本
件
提
案
に
よ
っ

た
場
合
の
労
働
時
間
の
減
少
…
が
真
に
や
む
を
得
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
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う
す
る
と
、
月
収
ベ
ー
ス
の
賃
金
の
約
75
パ
ー
セ
ン

ト
減
少
に
つ
な
が
る
よ
う
な
短
時
間
労
働
者
へ
の
転

換
を
正
当
化
す
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

賃
金
な
ど
労
働
条
件
の
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
に
よ
る
規
制
も
ふ
ま
え
て
、
業
務

の
内
容
や
責
任
の
程
度
の
変
更
を
意
識
し
つ
つ
、
定

年
前
と
比
較
し
た
労
働
条
件
の
不
利
益
な
変
更
に
見

合
う
だ
け
の
合
理
的
な
理
由
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。

や
身
の
回
り
の
整
頓
の
み
を
行
わ
せ
る
な
ど
し
て
、

会
社
の
業
務
に
従
事
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
場
合
に

は
、賃
金
請
求
権
は
発
生
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
試
し
勤
務
中
に
会
社
の
業
務
を
命
じ
て
遂

行
さ
せ
た
場
合
に
は
、
仮
に
休
職
期
間
中
は
無
給
と

す
る
旨
を
就
業
規
則
で
定
め
て
い
た
場
合
で
も
、
賃

金
請
求
権
は
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
指

揮
命
令
下
に
お
け
る
業
務
遂
行
の
有
無
に
よ
っ
て
判

断
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
休
職
と
は

2休
職
と
は
、
労
働
者
を
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
不
適

切
な
場
合
に
労
働
契
約
関
係
を
存
続
さ
せ
つ
つ
就
労

を
免
除
ま
た
は
禁
止
す
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
労
働
者
が
就
労
不
能
と
な
っ
て

も
た
だ
ち
に
解
雇
せ
ず
に
一
定
期
間
の
欠
勤
を
認
め

る
も
の
を
傷
病
休
職
と
い
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
で
の
休
職
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

休
職
の
趣
旨
は
、
解
雇
の
猶
予
に
あ
る
と
い
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
労
働
契
約
は
、
労
働
者
が
使

用
者
に
対
し
て
労
務
を
提
供
す
る
義
務
を
負
い
、
他

方
で
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
義

務
を
負
う
、
い
わ
ゆ
る
双
務
契
約
と
呼
ば
れ
る
契
約

類
型
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
労
働
者
が
心
身
の

不
調
を
き
た
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
労
務
提
供
を
で

き
な
い
状
態
と
い
う
の
は
、
法
的
に
は
、
労
働
者
に

債
務
不
履
行
（
契
約
違
反
）
が
あ
る
状
態
と
な
り
、
契

約
の
解
消
事
由
（
解
雇
事
由
）
を
構
成
す
る
こ
と
に
な

従
業
員
は
、復
職
の
可
否
の
判
断
に
際
し
て
会
社
に
協
力
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

試
し
勤
務
を
命
じ
る
必
要
性
・
合
理
性
が
あ
り
、
従
業
員
に
お
い
て
試
し
勤
務
を
拒
否
す
べ
き
合

理
的
な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、従
業
員
は
試
し
勤
務
命
令
を
拒
否
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

A
休
職
し
て
い
た
従
業
員
が
、
復
職
に
向
け
た
試
し
勤
務
を
拒
否
し
て
い
ま
す

精
神
疾
患
で
長
期
休
職
し
て
い
た
従
業
員
が
復
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
は
就

業
規
則
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
従
業
員
に
試
し
勤
務
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
が
試
し
勤

務
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。
拒
否
は
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 2試
し
勤
務
に
つ
い
て

1近
年
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
に
よ
っ
て
休
職

す
る
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
厚
生
労
働
省
の
「
労
働
安
全
衛
生
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
過
去
1
年
間
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
で

休
職
し
た
労
働
者
が
い
る
事
業
所
の
割
合
は
、
２
０

２
２
（
令
和
４
）
年
の
10
・
６
％
か
ら
、
２
０
２
３

年
は
13
・
５
％
へ
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
に
よ
る
休
職
は
、ほ
か
の
疾

病
に
比
し
て
、
復
職
の
可
否
の
判
断
、
す
な
わ
ち
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
が
回
復
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断

が
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
会
社
に

お
い
て
は
、
試
し
勤
務
（「
試
し
出
勤
」、「
リ
ハ
ビ
リ
勤

務
」、「
ト
ラ
イ
ア
ル
勤
務
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
）の
制
度
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

試
し
勤
務
中
の
賃
金
請
求
権
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
試
し
勤
務
の
実
態
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
試
し
勤
務
中
は
、
読
書
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り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
た
だ
ち
に
債
務
不
履
行
に
基

づ
く
労
働
契
約
の
解
消
を
行
う
の
で
は
な
く
、
労
働

者
を
一
定
期
間
休
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
心
身
の
不
調

の
回
復
の
機
会
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
通
常
、
休
職
期
間
は
永
久
に
続
く
も

の
で
は
な
く
、
就
業
規
則
上
、
在
籍
期
間
や
疾
病
の

種
類
に
応
じ
て
一
定
の
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
就
業
規
則
に
お
い
て
は
、
休
職
期
間
満
了

時
に
復
職
で
き
な
い
場
合
に
は
自
然
退
職
と
な
る
旨

の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
そ

の
た
め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る
休
職
の
場

合
、
休
職
期
間
満
了
時
ま
で
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
が
回
復
し
な
い
場
合
に
は
、
自
然
退
職
と
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

復
職
判
断
の
基
準
に
つ
い
て

3休
職
期
間
の
満
了
が
近
づ
い
た
り
、
従
業
員
か
ら

復
職
の
申
出
が
あ
れ
ば
、
会
社
は
復
職
の
可
否
を
判

断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
復
職
の
可
否
は
会
社
が

判
断
す
る
事
項
で
あ
る
と
こ
ろ
、
各
会
社
の
規
定
や

運
用
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
、
主
治
医
と

の
面
談
、
産
業
医
の
診
察
結
果
、
試
し
出
勤
の
結
果

な
ど
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

復
職
の
可
否
は
、
疾
病
が
「
治
癒
」
し
て
い
る
か

否
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
治

癒
と
は
、
従
前
の
職
務
を
通
常
程
度
に
行
え
る
健
康

状
態
に
復
し
た
こ
と
を
い
う
の
が
原
則
で
す
が
、
そ

れ
に
至
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
当
期
間
内
に
傷

病
が
治
癒
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
当
人
に

適
切
で
よ
り
軽
易
な
作
業
が
現
に
存
在
す
る
場
合
に

は
、
使
用
者
は
傷
病
が
治
癒
す
る
ま
で
の
間
、
労
働

者
を
そ
の
業
務
に
配
置
す
る
べ
き
信
義
側
上
の
義
務

を
負
い
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
せ
ず
に
労
働
者
を
解

雇
ま
た
は
退
職
と
し
た
場
合
に
は
、
解
雇
ま
た
は
退

職
が
無
効
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
会
社
と
し
て
は
、
従
業
員
が
従
前
の

職
務
を
通
常
行
え
る
程
度
の
健
康
状
態
に
回
復
し
て

い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
従
業
員
に
治
癒
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
に
は
、
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な

軽
易
な
業
務
が
な
い
か
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
業
員
に
お
け
る

会
社
の
復
職
判
断
へ
の
協
力
義
務

4上
述
の
通
り
、
会
社
と
し
て
は
、
①
従
前
の
職
務

を
通
常
程
度
に
行
え
る
健
康
状
態
に
復
し
た
か
と

い
っ
た
点
だ
け
で
な
く
、
②
復
し
て
い
な
い
と
し
て
、

相
当
期
間
内
に
傷
病
が
治
癒
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
、

③
見
込
み
が
あ
る
と
し
て
当
人
に
適
切
な
軽
易
な
業

務
が
な
い
か
と
い
っ
た
点
ま
で
も
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
社
は
、
従
業
員
の
状

態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
で

は
、
従
業
員
に
は
協
力
義
務
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
硝
子
産
業
事
件
（
静
岡
地
裁
令
和
６
年
10
月

31
日
判
決
）
は
、「
復
職
の
要
件
で
あ
る
治
癒
と
は
、

原
則
と
し
て
、
従
前
の
職
務
を
通
常
の
程
度
に
行
え

る
健
康
状
態
に
回
復
し
た
と
き
を
意
味
し
、
そ
れ
に

達
し
な
い
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
平
癒
し
た
と
し
て
も
治

癒
に
は
該
当
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
初
、
軽
作
業

に
就
か
せ
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
通
常
業
務
に
復
帰
で
き

る
場
合
に
は
、
使
用
者
に
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
治
癒
の
認
定
手
続

き
が
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
治
癒

の
主
張
を
す
る
労
働
者
に
は
、
会
社
に
よ
る
治
癒
の

認
定
が
で
き
る
よ
う
に
協
力
す
る
義
務
が
あ
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
労
働
者
に
お
け
る
会
社

の
復
職
の
可
否
の
判
断
に
つ
い
て
の
協
力
義
務
が
あ

る
こ
と
を
判
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
裁
判
例
は
、
従
業
員
が
試
し
勤
務
を
拒

否
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
休

職
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
試
し
勤
務
を
命
じ
る
必

要
性
や
合
理
性
は
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
被

告
の（
試
し
勤
務
の
給
料
を
…
最
低
賃
金
…
と
す
る
）

提
案
は
、
暫
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

す
る
と
、
会
社
の
提
案
を
理
由
に
、
甲
に
よ
る
試
し

勤
務
の
拒
否
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
甲

は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
会
社
に
よ
る
治
癒
の
認
定

が
で
き
る
よ
う
に
協
力
す
る
義
務
を
怠
っ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
休
職
か
ら
復
職
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
被
告
の
債
務
不
履
行
又
は
不
法
行
為
が
成

立
す
る
と
は
い
え
な
い
」
と
判
示
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
試
し
勤
務
を
命
じ
る
必
要
性
・
合
理

性
が
あ
り
、
従
業
員
に
お
い
て
試
し
勤
務
を
拒
否
す
べ

き
合
理
的
な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
従
業
員
は
試
し

勤
務
命
令
を
拒
否
で
き
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
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「
資
格
取
得
」
で
新
し
い
学
び

「
資
格
取
得
」
で
新
し
い
学
び

認
知
症
予
防
に
も
効
果

認
知
症
予
防
に
も
効
果

ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
方
々
が
資
格
取
得
を
目
ざ
し
、

新
し
い
学
び
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
脳
に
と
っ
て

も
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
語
学
。
新
し

い
言
葉
は
左
脳
を
刺
激
し
、
認
知
症
の
予
防
に
も
と
て

も
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
、
学
び
に
よ
っ
て
人
間
関
係

が
広
が
る
と
い
う
こ
と
も
、
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
に
と
っ
て
「
孤
立

し
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
す
。

私
自
身
も
50
代
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
行
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
国
際
学
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
き

な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
例
え
ば
最
近
で
は
、
睡
眠
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動

症
）に
関
す
る
三
つ
の
国
際
学
会
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

各
学
会
と
も
集
ま
る
人
や
組
織
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
が
異
な
る
の
で
、
目
ざ
す
思
想
や
ア
プ

ロ
ー
チ
も
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
大
き
な
発

見
が
あ
り
、
も
の
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。
年
を

重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
新
し
い
学
び
、
新
し
い
人
間

関
係
か
ら
刺
激
を
受
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ

う
す
る
こ
と
で
人
生
の
価
値
も
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

「
運
動
系
脳
番
地
」
で
脳
を
活
性
化

「
運
動
系
脳
番
地
」
で
脳
を
活
性
化

明
確
な
「
行
動
計
画
」
が
ポ
イ
ン
ト

明
確
な
「
行
動
計
画
」
が
ポ
イ
ン
ト

前
回
※
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
脳
に
は
、
機
能
ご

と
に
分
類
し
た
八
つ
の
脳
番
地
が
あ
り
ま
す
。
資
格
取

得
の
た
め
の
勉
強
を
始
め
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
ま
ず

は「
運
動
系
脳
番
地
」を
意
識
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

運
動
系
脳
番
地
は
、
手
・
足
・
口
な
ど
、
体
を
動
か
す

こ
と
全
般
に
か
か
わ
る
部
分
で
、
ほ
か
の
脳
番
地
を
発

火
さ
せ
る
ト
リ
ガ
ー
（
引
き
金
）
的
な
機
能
が
あ
り
ま

す
。
脳
の
中
で
長
期
記
憶
を
に
な
う
海
馬
と
も
つ
な
が

り
や
す
い
た
め
、
記
憶
向
上
の
た
め
に
は
、
運
動
系
脳

番
地
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

運
動
系
脳
番
地
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
で
機
能
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
「
行
動
計
画
」
を
立
て
る
こ
と

で
活
性
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
運
動
系
脳

番
地
は
、「
運
動
企
画
」
と
い
う
分
野
が
大
き
な
領
域

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
領
域
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

だ
り
、
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
働
く
の
で
す
。

ま
た
脳
は
、
時
間
軸
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
働
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ざ
っ
く

り
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
脳
は
動
き
出
し
ま
せ
ん
。
資

格
試
験
合
格
を
目
ざ
す
場
合
は
、自
分
の
「
持
ち
時
間
」

を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
が
効
果
的
で
、

試
験
日
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
ま
ず
、
勉
強
に
ど
の
※　�本連載の第4回（2025年9月号）は、当機構（JEED）ホームページからもお読みいただけます。　 �
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202509/index.html#page=48
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「
運
動
系
脳
番
地
」
で
脳
を
活
性
化

「
運
動
系
脳
番
地
」
で
脳
を
活
性
化

明
確
な
「
行
動
計
画
」
が
ポ
イ
ン
ト

明
確
な
「
行
動
計
画
」
が
ポ
イ
ン
ト

前
回
※
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
脳
に
は
、
機
能
ご

と
に
分
類
し
た
八
つ
の
脳
番
地
が
あ
り
ま
す
。
資
格
取

得
の
た
め
の
勉
強
を
始
め
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、
ま
ず

は「
運
動
系
脳
番
地
」を
意
識
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

運
動
系
脳
番
地
は
、
手
・
足
・
口
な
ど
、
体
を
動
か
す

こ
と
全
般
に
か
か
わ
る
部
分
で
、
ほ
か
の
脳
番
地
を
発

火
さ
せ
る
ト
リ
ガ
ー
（
引
き
金
）
的
な
機
能
が
あ
り
ま

す
。
脳
の
中
で
長
期
記
憶
を
に
な
う
海
馬
と
も
つ
な
が

り
や
す
い
た
め
、
記
憶
向
上
の
た
め
に
は
、
運
動
系
脳

番
地
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

運
動
系
脳
番
地
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
で
機
能
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
で
も
「
行
動
計
画
」
を
立
て
る
こ
と

で
活
性
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
運
動
系
脳

番
地
は
、「
運
動
企
画
」
と
い
う
分
野
が
大
き
な
領
域

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
領
域
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

だ
り
、
計
画
を
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
働
く
の
で
す
。

ま
た
脳
は
、
時
間
軸
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
働
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ざ
っ
く

り
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
脳
は
動
き
出
し
ま
せ
ん
。
資

格
試
験
合
格
を
目
ざ
す
場
合
は
、自
分
の
「
持
ち
時
間
」

を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
が
効
果
的
で
、

試
験
日
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
ま
ず
、
勉
強
に
ど
の

の
親
密
度
ア
ッ
プ

▽
１
回
目
の
１
０
０
日
→
テ
キ
ス
ト
の
全
範
囲
履
修

▽�

２
回
目
の
１
０
０
日
→
模
擬
テ
ス
ト
、
ス
コ
ア
を
基

に
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
学
習
を
実
施

▽�

最
後
の
１
０
０
日
→
模
擬
テ
ス
ト
、「
あ
い
ま
い
」

「
で
き
な
い
」を
得
点
に
結
び
つ
け
る
学
習
を
実
施

週
末
２
時
間
勉
強
す
る
よ
り

週
末
２
時
間
勉
強
す
る
よ
り

毎
日
毎
日
1010
分
・
分
・
1212
日
間
日
間

勉
強
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
脳
の
「
準
備

運
動
」
で
脳
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
具
体
的
に
は
、「
睡
眠
」、「
運
動
」、「
規
則
正
し
い

生
活
」
を
心
が
け
る
こ
と
が
、
脳
の
基
礎
体
力
強
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
大
切
な
の
が
、
こ

れ
か
ら
行
う
勉
強
に
対
し
て
、
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち

で
向
き
合
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
関
連

す
る
分
野
の
人
が
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
、
著
作
を
読

む
な
ど
し
て
、
勉
強
内
容
と
の
親
密
度
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

実
際
に
テ
キ
ス
ト
で
勉
強
を
進
め
る
と
き
は
、
最
初

の
ペ
ー
ジ
か
ら
始
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
書

を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
、
興
味
が
持
て
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
勉
強
内
容
と
の
親
密
度
が
高
ま
っ

て
い
れ
ば
、
何
か
し
ら
興
味
の
持
て
る
内
容
が
あ
る
は

ず
。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
興
味
の
幅
を
広
げ
て
い

く
よ
う
に
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

勉
強
で
課
題
に
な
る
こ
と
の
一
つ
が
、
時
間
の
確
保

で
す
が
、
週
末
に
２
時
間
勉
強
す
る
よ
り
も
、
10
分
の

勉
強
を
12
日
間
続
け
る
方
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
勉
強
す
る
な
ら
朝
が
お
す
す
め
で
す
。
朝
に
情

報
や
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
脳
が
活
性
化
し
、

日
中
や
夕
方
以
降
ま
で
学
習
力
が
高
ま
り
ま
す
。

「
な
ぜ
で
き
た
の
か
」
の
分
析
を

「
な
ぜ
で
き
た
の
か
」
の
分
析
を

計
画
に
は
「
ご
ほ
う
び
」
も

計
画
に
は
「
ご
ほ
う
び
」
も

試
験
範
囲
を
一
通
り
履
修
し
た
後
は
模
擬
試
験
で
、「
確

実
に
で
き
る
」、「
で
き
る
」、「
あ
い
ま
い
」、「
で
き
な
い
」

と
、
テ
ー
マ
ご
と
に
ス
コ
ア
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の

う
え
で
最
初
に
す
べ
き
な
の
が
、「
な
ぜ
で
き
な
い
か
」

で
は
な
く
、「
な
ぜ
で
き
た
の
か
」
の
分
析
で
す
。
な
ぜ

で
き
た
の
か
、自
分
な
り
に
分
析
す
る
練
習
を
重
ね
る
と
、

な
ぜ
で
き
な
い
か
も
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
、「
あ
い
ま
い
」、「
で
き
な
い
」
を

「
で
き
る
」
に
近
づ
け
れ
ば
、
合
格
も
近
づ
く
で
し
ょ
う
。

計
画
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
日
々
を
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
長
期
目
標
に
は
、
ご
ほ

う
び
も
重
要
な
の
で「
こ
こ
ま
で
や
っ
た
ら
旅
行
す
る
」

と
か
「
旅
行
先
で
学
ぶ
」
な
ど
、楽
し
く
学
べ
る
よ
う
、

脳
が
喜
ぶ
「
ご
ほ
う
び
」
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。�

（
取
材
・
文　
沼
野
容
子
）

く
ら
い
時
間
が
使
え
る
の
か
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
土
日
が
休
み
の
会
社
員
だ
と
、「
平
日
の
勉
強
時

間
×
日
数
＋
土
日
の
勉
強
時
間
×
日
数
＝
総
勉
強
可
能

時
間
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

計
画
は
１
０
０
日
単
位

計
画
は
１
０
０
日
単
位

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
有
効

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
有
効

「
持
ち
時
間
」
が
明
確
に
な
っ
た
ら
次
は
、
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
で
す
。
試
験
日
ま
で
半
年
か

ら
１
年
ほ
ど
あ
る
場
合
な
ど
は
特
に
、
そ
の
間
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
計
画

倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し

つ
つ
、脳
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、「
１

０
０
日
単
位
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
お
す
す
め
で
す
。

「
１
０
０
」
と
い
う
数
字
は
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
が

し
や
す
く
、
脳
に
も
馴
染
み
が
あ
る
と
い
う
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
れ
が
例
え
ば
「
１

２
０
」
に
な
る
と
、「
20
」
が
余
計
な
要
素
に
な
り
、

脳
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
な
る
の
で
す
。

試
験
ま
で
１
年
で
あ
れ
ば
、
65
日
＋
１
０
０
日
＋
１

０
０
日
＋
１
０
０
日
で
考
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。
大
ま

か
な
１
年
の
流
れ
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
通
り
で
す
。

▽�

勉
強
ス
タ
ー
ト
時
→
模
擬
テ
ス
ト
実
施
で
試
験
の
出

題
形
式
と
自
分
の
現
在
の
理
解
度
を
把
握

▽�

最
初
の
65
日
→
脳
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
勉
強
内
容
と
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「
令
和
６
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
結
果

を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
６
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

の
結
果
の
概
要
を
公
表
し
た
。「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」は
、

男
女
の
均
等
な
取
扱
い
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
に
関

す
る
雇
用
管
理
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
て
お
り
、
２
０

２
４（
令
和
６
）
年
度
は
、
全
国
の
企
業
と
事
業
所
の
管

理
職
等
に
占
め
る
女
性
割
合
や
、
育
児
休
業
制
度
、
多
様

な
正
社
員
制
度
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月

１
日
現
在
の
状
況
を
調
査
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

【
企
業
調
査
】

◇�

係
長
相
当
職
以
上
の
女
性
管
理
職
等
を
有
す
る
企
業
の

役
職
別
の
割
合
は
、
部
長
相
当
職
あ
り
の
企
業
は
14
・

６
％（
前
年
度
12
・
１
％
）、課
長
相
当
職
あ
り
の
企
業

は
22
・
５
％（
同
21
・
５
％
）、係
長
相
当
職
あ
り
の
企

業
は
24
・
８
％（
同
23
・
９
％
）。

◇�

管
理
職
等
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
部
長
相
当
職
で

は
８
・
７
％（
前
年
度
７
・
９
％
）、
課
長
相
当
職
で
は

12
・
３
％（
同
12
・
０
％
）、
係
長
相
当
職
で
は
21
・

１
％（
同
19
・
５
％
）。

【
事
業
所
調
査
】

◇�

多
様
な
正
社
員
制
度
の
実
施
状
況
は
、「
勤
務
で
き
る

（
制
度
が
就
業
規
則
等
で
明
文
化
さ
れ
て
い
る
）」が
24
・

３
％（
前
年
度
23
・
５
％
）。
制
度
ご
と
の
状
況（
複
数
回

答
）は
、「
短
時
間
正
社
員
」
15
・
９
％（
同
17
・
０
％
）、

「
勤
務
地
限
定
正
社
員
」
16
・
０
％（
同
14
・
６
％
）、「
職

種
・
職
務
限
定
正
社
員
」が
13
・
4
％（
同
12
・
1
％
）。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/list/71-r06.

htm
l

「
令
和
６
年
簡
易
生
命
表
の
概
況
」
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
６
年
簡
易
生
命
表
の
概
況
」

を
公
表
し
た
。
こ
の
概
況
は
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
１

年
間
の
死
亡
状
況
が
今
後
変
化
し
な
い
と
仮
定
し
た
と
き

に
、
各
年
齢
の
者
が
１
年
以
内
に
死
亡
す
る
確
率
や
、
平

均
し
て
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
期
待
値
な
ど
を
、

死
亡
率
や
平
均
余
命
な
ど
の
指
標
に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
。

０
歳
の
平
均
余
命
で
あ
る「
平
均
寿
命
」は
、
す
べ
て
の
年

齢
の
死
亡
状
況
を
集
約
し
た
も
の
で
、
保
健
福
祉
水
準
を

総
合
的
に
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

平
均
寿
命
は
男
が
81
・
09
年
、
女
が
87
・
13
年
で
、
前

年
と
比
べ
て
男
は
横
ば
い
、女
は
０・01
年
下
回
っ
て
い
る
。

前
年
と
の
差
を
死
因
別
に
み
る
と
、
男
は
心
疾
患（
高
血

圧
性
を
除
く
）、
自
殺
な
ど
、
女
は
心
疾
患（
同
）、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
死
亡
率
の
変
化
が
平
均

寿
命
を
延
ば
す
方
向
に
働
い
て
い
る
一
方
で
、
老
衰
な
ど

の
死
亡
率
の
変
化
が
平
均
寿
命
を
縮
め
て
い
る
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
10
万
人
の
出
生
に
対
し
て
65
歳
の
生
存

数
は
、
男
８
万
９
６
４
４
人
、
女
９
万
４
３
６
４
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
65
歳
ま
で
生
存
す
る
者
の
割
合
が
男
は

89
・
６
％
、
女
は
94
・
４
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
様
に
、
75
歳
ま
で
生
存
す
る
者
の
割
合
は
男
75
・
３
％
、

女
87
・
９
％
、
90
歳
ま
で
生
存
す
る
者
の
割
合
は
男
25
・

８
％
、
女
50
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

生
命
表
上
で
、
出
生
者
の
う
ち
ち
ょ
う
ど
半
数
が
生
存

す
る
と
期
待
さ
れ
る「
寿
命
中
位
数
」
は
、
男
83
・
89
年
、

女
90
・
04
年
と
な
っ
て
お
り
、
男
は
２
・
79
年
、
女
は
２
・

91
年
平
均
寿
命
を
上
回
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/saikin/hw

/
life/life24/

「
令
和
６
年
労
働
安
全
衛
生
調
査（
実
態
調
査
）

結
果
の
概
要
」
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
６
年
労
働
安
全
衛
生
調
査（
実

態
調
査
）
結
果
の
概
要
」
を
ま
と
め
た
。

調
査
は
、
労
働
災
害
防
止
計
画
に
お
け
る
重
点
施
策
を

策
定
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

事
業
所
が
行
っ
て
い
る
安
全
衛
生
管
理
、
労
働
災
害
防
止

活
動
と
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
仕
事
や
職
業
生
活
に
お
け

る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
、
常
用
労
働

者
10
人
以
上
の
民
営
事
業
所
約
１
万
４
０
０
０
事
業
所
と

そ
こ
で
働
く
労
働
者
お
よ
び
受
け
入
れ
た
派
遣
労
働
者
約

１
万
８
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

事
業
所
調
査
の「
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害

防
止
対
策
の
取
組
状
況
」を
み
る
と
、
60
歳
以
上
の
労
働
者

が
従
事
し
て
い
る
事
業
所
の
う
ち
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
知
っ
て
い
る
事
業
所
の
割
合

は
21
・
６
％
（
前
年
度
23
・
１
％
）。
う
ち
、
高
年
齢
労
働

者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
の
割
合
は
18
・
１
％
（
同
19
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対

策
の
取
組
内
容（
複
数
回
答
）を
み
る
と
、「
高
年
齢
労
働
者

の
特
性
を
考
慮
し
た
作
業
管
理
（
高
齢
者
一
般
に
見
ら
れ
る

持
久
性
、
筋
力
の
低
下
等
を
考
慮
し
た
高
年
齢
労
働
者
向

け
の
作
業
内
容
の
見
直
し
）」
が
62
・
９
％
（
同
56
・
５
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で「
個
々
の
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や

体
力
の
状
況
に
応
じ
た
対
応（
健
康
診
断
や
体
力
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
に
基
づ
く
運
動
指
導
や
栄
養
指
導
、
保
健
指
導
な
ど

の
実
施
な
ど
）」
が
47
・８
％（
同
45
・９
％
）と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/list/r06-46-

50b.htm
l

「
働
き
方
改
革
」
新
Ｐ
Ｒ
動
画
「
く
ら
し
、

は
た
ら
き
、
も
っ
と
ス
ス
メ
！
」
を
公
開

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
長
時
間
労
働
の
解
消
な
ど
に
よ
る
労

働
環
境
の
改
善
へ
向
け
て
、「
働
き
方
改
革
」
に
焦
点
を
あ

て
た
新
Ｐ
Ｒ
動
画
「
く
ら
し
、は
た
ら
き
、も
っ
と
ス
ス
メ
」

を
、
建
設
業
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
医
師
の
働
き
方
改
革
総
合

サ
イ
ト
「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」で
公
開
し
て
い
る
。

建
設
業
、
運
送
業
で
は
、
ほ
か
の
産
業
よ
り
も
労
働
時

間
が
長
い
と
い
っ
た
実
態
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
短

い
工
期
の
設
定
や
長
時
間
の
荷
待
ち
時
間
な
ど
と
い
っ
た
、

取
引
慣
行
上
の
問
題
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
４（
令
和
６
）
年
４
月
か
ら
、
建
設
業
や
ド
ラ
イ

バ
ー
、
医
師
の「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
た
め
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
か

ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
な
か
で
、
新
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
さ

ら
に
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、
建
設
業
や
運
送
業
が

抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
取
引
関
係
者
を
は
じ
め
、

広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
俳
優
の
玉た

ま

木き

宏ひ
ろ
し

さ
ん

を
起
用
し
、
玉
木
さ
ん
が
改
革
の
重
要
性
を
訴
え
、
よ
り

よ
い
未
来
へ
向
け
た
行
動
を
う
な
が
す
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」
サ
イ
ト
で
は
、
建

設
業
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
、

業
界
別
の
取
組
み
、
基
準
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

◆�

建
設
業
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
医
師
の
働
き
方
改
革
総
合
サ

イ
ト
「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」（
動
画
掲
載
先
）

　

�https://hatarakikatasusum
e.m
hlw
.go.jp

ま
た
、
自
動
車
運
転
者
・
建
設
業
従
事
者
の
長
時
間
労

働
改
善
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
に
お
い
て
、
法
制

度
や
取
引
き
ル
ー
ル
、
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_60316.htm
l
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 ニュース  ファイル 

「
働
き
方
改
革
」
新
Ｐ
Ｒ
動
画
「
く
ら
し
、

は
た
ら
き
、
も
っ
と
ス
ス
メ
！
」
を
公
開

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
長
時
間
労
働
の
解
消
な
ど
に
よ
る
労

働
環
境
の
改
善
へ
向
け
て
、「
働
き
方
改
革
」
に
焦
点
を
あ

て
た
新
Ｐ
Ｒ
動
画
「
く
ら
し
、は
た
ら
き
、も
っ
と
ス
ス
メ
」

を
、
建
設
業
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
医
師
の
働
き
方
改
革
総
合

サ
イ
ト
「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」で
公
開
し
て
い
る
。

建
設
業
、
運
送
業
で
は
、
ほ
か
の
産
業
よ
り
も
労
働
時

間
が
長
い
と
い
っ
た
実
態
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
短

い
工
期
の
設
定
や
長
時
間
の
荷
待
ち
時
間
な
ど
と
い
っ
た
、

取
引
慣
行
上
の
問
題
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
４（
令
和
６
）
年
４
月
か
ら
、
建
設
業
や
ド
ラ
イ

バ
ー
、
医
師
の「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
た
め
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
か

ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
な
か
で
、
新
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
さ

ら
に
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
、
建
設
業
や
運
送
業
が

抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
取
引
関
係
者
を
は
じ
め
、

広
く
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
俳
優
の
玉た

ま

木き

宏ひ
ろ
し

さ
ん

を
起
用
し
、
玉
木
さ
ん
が
改
革
の
重
要
性
を
訴
え
、
よ
り

よ
い
未
来
へ
向
け
た
行
動
を
う
な
が
す
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」
サ
イ
ト
で
は
、
建

設
業
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
、

業
界
別
の
取
組
み
、
基
準
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

◆�

建
設
業
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・
医
師
の
働
き
方
改
革
総
合
サ

イ
ト
「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」（
動
画
掲
載
先
）

　

�https://hatarakikatasusum
e.m
hlw
.go.jp

ま
た
、
自
動
車
運
転
者
・
建
設
業
従
事
者
の
長
時
間
労

働
改
善
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
に
お
い
て
、
法
制

度
や
取
引
き
ル
ー
ル
、
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_60316.htm
l

調
査
・
研
究�令

和
６
年
度
「
介
護
労
働
実
態
調
査
」

結
果
を
公
表

介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
６

年
度
「
事
業
所
に
お
け
る
介
護
労
働
実
態
調
査
（
事
業
所

調
査
）」、「
介
護
労
働
者
の
就
業
実
態
と
就
業
意
識
調
査（
労

働
者
調
査
）」の
結
果
を
公
表
し
た
。

事
業
所
調
査
の
結
果
か
ら
、
従
業
員
の
過
不
足
状
況
を

み
る
と
、「
大
い
に
不
足
」
10
・
０
％
、「
不
足
」
21
・
２
％
、

「
や
や
不
足
」
34
・
０
％
で
、
こ
れ
ら
の
合
計
は
65
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
（
64
・
7
％
）よ
り
０
・
５
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
職
種
別
で
み
る
と
、
訪
問
介
護
員

の
不
足
感
の
合
計
が
83
・
４
％（
前
年
度
81
・
４
％
）で
最

も
高
く
、
次
い
で
介
護
職
員
は
69
・
１
％（
同
65
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

労
働
者
調
査
の
結
果
か
ら
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
に
つ
い
て
み
る
と
、現
在「
育
児
を
し
て
い
る
」19・５
％
、

「
現
在
、
家
族
介
護
を
し
て
い
る
」
11
・
６
％
、「
両
方
を

し
て
い
る
」
１
・
８
％
で
、
こ
れ
ら
の
合
計
は
32
・
9
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
育
児
又
は
家

族
介
護
を
始
め
る
可
能
性
が
あ
る
」は
25
・
4
％
と
な
っ
て

い
る
。
次
に
、
将
来
、
育
児
や
家
族
介
護
に
直
面
し
た
場

合（
現
在
し
て
い
る
も
の
は
、
今
後
も
）、
仕
事
を「
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」
31
・
２
％
、「
続
け
ら
れ
な
い

と
思
う
」
21
・
４
％
。
こ
れ
を
状
況
別
に
み
る
と
、
仕
事

を「
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
」は
、「
現
在
、
育
児
を

し
て
い
る
」
で
は
43
・
４
％
に
対
し
、「
現
在
、
家
族
介
護

を
し
て
い
る
」で
37
・
０
％
と
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.kaigo-center.or.jp/content/files/

report/R6_jittai_chousa_press.pdf

イ
ベ
ン
ト�

「
シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
」
を
テ
ー
マ
に

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
は
、
来
る
２

０
２
５
（
令
和
７
）
年
10
月
28
日
、
ジ
ョ
ブ
産
雇
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
シ
ニ
ア
人
材
の
活
躍
～
大
企
業
シ
ニ
ア
層
を
中
小
企

業
へ
～
」と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
特
に
中
小
企
業
を
中
心
に
人
手
不
足
感
が
高
ま
っ
て

い
る
。
一
方
、
大
企
業
で
定
年
や
定
年
後
再
雇
用
期
間
満

了
を
迎
え
る
シ
ニ
ア
の
中
に
は
、
就
業
意
欲
の
高
い
人
材

も
多
く
、
加
え
て
早
期
退
職
者
募
集
も
増
え
て
い
る
な
か
、

経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
人
材
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
企
業
の
競
争
力
維
持
や
事
業
継
続
性
の
観
点
か

ら
、
中
小
企
業
に
お
い
て
シ
ニ
ア
人
材
が
活
躍
で
き
る
仕

事
の
拡
が
り
や
人
材
活
用
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◆�

日
程
：
２
０
２
５
年
10
月
28
日（
火
）

　

�

13
時
30
分
～
15
時
45
分
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ

る
ラ�

イ
ブ
配
信
）

◆�【
基
調
講
演
】「
中
小
企
業
に
お
け
る
高
年
齢
者
の
採
用

と
戦
力
化
」
大
木
栄
一
氏
（
玉
川
大
学
教
授
）、【
事
例

発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
「
シ
ニ
ア
人
材

の
受
入
と
活
用
を
ど
う
進
め
る
か
」株
式
会
社
新
日
東

電
化
、
Ｔ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
、太
陽
運
輸
株

式
会
社
、阿
部
正
浩
氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
中
央
大

学
教
授
）、
大
木
栄
一
氏
、
岡
村
格
太
郎
氏
（
産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

https://www.rodo.co.jp/seminar/otherseminar/203280/
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これからのキャリア形成支援
自律的キャリアはなぜ難しい？― ミドル・シニアの学ぶ意思をどう引き出すか

令和 7 年度   生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム

　改正高年齢者雇用安定法により、70歳までの就業機会の確保が　改正高年齢者雇用安定法により、70歳までの就業機会の確保が
企業の努力義務となるなか、高年齢者の戦力化は喫緊の課題です。企業の努力義務となるなか、高年齢者の戦力化は喫緊の課題です。
　本シンポジウムでは、企業の人事担当者など関係者のみなさま　本シンポジウムでは、企業の人事担当者など関係者のみなさま
に向けて、講演、事例発表、パネルディスカッションを通じて、 に向けて、講演、事例発表、パネルディスカッションを通じて、 
ミドル・シニア層の戦力化に向けた実践的な取組みや課題、今後ミドル・シニア層の戦力化に向けた実践的な取組みや課題、今後
の展望についてともに考えます。の展望についてともに考えます。

　生産年齢人口の減少やコロナ禍以降の急速なデジタル化によって、シニア社員の戦力化や新しいスキルが求め
られる時代が到来しています。このような環境の変化に適応していくためには、個人の主体的なキャリア形成への
支援が重要となります。本シンポジウムでは、リスキリングやキャリア支援に積極的な企業事例を通じて、ミドル・
シニア社員の学ぶ意思をどう引き出すか、望ましい支援のあり方を考えます。

TEL：043-297-9527
高齢者雇用推進・研究部　普及啓発課

参加無料昨年度（2024年度） 参加者満足度88%　参加者数1200人超

企業の経営者
人事担当者必見

さまざまな企業の
取組みがわかる

日 時   2025（令和7）年10月16日（木）14：00 〜16：45
開会挨拶

総括

事例発表

パネルディスカッション コーディネーター パネリスト

休憩

基調講演
「自律的キャリアはなぜ難しい？ 
ーミドル・シニアの学ぶ意思をどう引き出すか」

小林 祐児 氏

小林 祐児 氏

トヨタ自動車九州株式会社
西川コミュニケーションズ株式会社
株式会社三菱 UFJ 銀行

小林 祐児 氏
株式会社パーソル総合研究所 主席研究員
執行役員シンクタンク本部長

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

14:00～14:05

14:35～15:35

15:45～16:35

14:05～14:35

15:35～15:45

16:35～16:45

西川コミュニケーションズ株式会社
人事広報部長
神谷 昌宏 氏

トヨタ自動車九州株式会社
人財開発部キャリア自律推進グループ
グループ長 松岡 義幸 氏

株式会社三菱 UFJ 銀行
人事部企画グループ次長
昇高 慶 氏

ライブ配信
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申込案内ページ

申込方法

1

3

4

2

参加イベントを選択

申込み確認

当　　日

申　込　み

シニア社員を活性化するための人材マネジメント
組織の活性化に貢献！―シニア社員を活かす 持続可能な人材マネジメントの仕組み

令和 7 年度   生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム

　生産年齢人口の減少が進むなか、企業が持続的に成長していくためにはシニア社員の意欲と能力を引き出し戦
力化する人材マネジメントが不可欠です。本シンポジウムでは、企業によるシニア活躍の取組事例などを紹介し、
持続可能な人材マネジメントのあり方を議論します。

※�専用フォームからのお申込みがむずかしい場合、右記お問合せ先にご連絡ください。お電話で対応させていただきます。
※�お申込みの際に取得した個人情報は適切に管理され、JEEDが主催・共催・後援するシンポジウム・セミナー、刊行物の案内等にのみ
利用します。利用目的の範囲内で適切に取り扱うものとし、法令で定められた場合を除き、第三者に提供しません。

https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html

日 時   2025（令和7）年10月24日（金）14：00 〜16：45
開会挨拶

総括

講演

事例発表

パネルディスカッション コーディネーター パネリスト

休憩

基調講演
「シニア社員を活かす人材マネジメント
サスティナブル・キャリアの視点から」

「シニアのジョブ・クラフティング
ー生涯現役を支える組織のあり方」

山﨑 京子 氏

山﨑 京子 氏

岸田 泰則 氏
三菱 UFJ 信託銀行株式会社
ライオン株式会社

ライオン株式会社
人材開発センター
キャリア開発グループ 青木 陽奈 氏

山﨑 京子 氏
立教大学大学院ビジネスデザイン研究科 特任教授
日本人材マネジメント協会理事長

岸田 泰則 氏
釧路公立大学 准教授

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

14:00～14:05

16:35～16:45

14:35～14:55

14:55～15:35

15:45～16:35

14:05～14:35

15:35～15:45

三菱 UFJ 信託銀行株式会社
執行役員人事部長
中村 剛雄 氏

手続き一覧ページから、参加を希望するイベントを選択してください。

入力内容を確認し、「申込む」を選択してください。
※申込み後、完了メールが届きますので、ご確認ください。

申込み完了メールに掲載されている URL から動画を視聴してください。

「利用者登録せずに申し込む方はこちら」を選択し、
利用規約に同意した上で必須事項を入力し、「確認へ進む」を選択してください。
※入力後、受信したメールに記載されている URL をクリックすると、申請ページが表示されます。

申込締切▶︎ 当日15 時
ライブ視聴：各開催日 

ライブ配信

各回先着 500 名
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詳しくは 検 索
※カメラで読み取ったリンク先が
　https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
　であることを確認のうえアクセスしてください。

JEEDメールマガジン
好評配信中！

JEED　メルマガ

読者の声
  募集！

高齢で働く人の体験、企業で人事
を担当しており積極的に高齢者を
採用している方の体験、エルダー
の活用方法に関するエピソードな
どを募集します。文字量は400
字〜1000字程度。また、本誌
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どでお寄せください。

11月号

月刊エルダー10月号　No.551
●発行日—令和7年10月1日（第47巻 第10号 通巻551号）
●発　行—独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
	 発行人—企画部長　鈴井秀彦
	 編集人—企画部次長　綱川香代子
〒261‐8558　千葉県千葉市美浜区若葉3-１-2　　TEL　０43（213）6200　

（企画部情報公開広報課）
	 FAX　０43（213）6556
ホームページURL　https://www.jeed.go.jp　  メールアドレス　elder@jeed.go.jp
●編集委託　株式会社労働調査会
〒１７０‐０００４　東京都豊島区北大塚２-４-５　　TEL　０３（３９１５）６４０１　　FAX　０３（３９１８）８６１８

＊�本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。
� （禁無断転載）

特集

大槻奈巳さん（聖心女子大学 現代教養学部 人間関係学科 教授）

編集アドバイザー （五十音順）

池田　誠一……日本放送協会解説委員室解説委員
猪熊　律子……読売新聞編集委員
上野　隆幸……松本大学人間健康学部教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……�株式会社前川製作所 コーポレート本部総務部門
金沢　春康……��一般社団法人

 100年ライフデザイン・ラボ代表理事
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長
丸山　美幸……社会保険労務士
森田　喜子……TIS 株式会社人事本部人事部
山﨑　京子……�立教大学大学院ビジネスデザイン研究科特任教授、
	 日本人材マネジメント協会理事長

@JEED_elder

よりよい誌面づくりのため、
みなさまの声を
お聞かせください。

最新号発行のお知らせや
コーナー紹介などを
お届けします。

回答はこちらから

▲

読者アンケートに 
ご協力を 

お願いします！
公式X（旧Twitter）は

こちら！

●
９
月
12
日
、厚
生
労
働
省
と
当
機
構（
J
E
E
D
）

が
主
催
す
る
「
令
和
7
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞
企
業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
今
号
と
次
号
の
２
回
に
分
け
て
、
受

賞
企
業
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
、
有
機
農
産
物
な
ど
の
生
産
に
取
り
組
む

グ
リ
ン
リ
ー
フ
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
営
む
株
式
会

社
ク
リ
ー
ン
開
発
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
株

式
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
じ
つ
に
多

岐
に
わ
た
る
分
野
の
事
業
所
か
ら
の
ご
応
募
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
業
界
に
お
い
て
高
齢
者

雇
用
の
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ

る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
企
業
の
取
組
み
を
参

考
に
、
読
者
の
み
な
さ
ま
の
会
社
・
事
業
所
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
10
月
は
高
年
齢
者
就
業
支
援
月
間
で
す
。

J
E
E
D
で
は
、「
高
年
齢
者
活
躍
企
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
は
じ
め
、「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に

向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
全
国
各
地
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
視
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
J
E
E
D
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

編
　
集
　
後
　
記

令和7年度
高年齢者活躍企業コンテスト
〜独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰受賞企業事例から〜
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東
京
駅
の
ド
ー
ム
天
井
復
元
の

技
術
職
長
を
務
め
る

写
真
は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

に
創
建
当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
東
京

駅
丸
の
内
駅
舎
の
ド
ー
ム
天
井
。
そ
の

漆
喰
に
よ
る
仕
上
げ
を
担
当
し
た
の

が
、
左
官
工
事
全
般
を
手
が
け
る
吉よ
し
村む

ら

興こ
う
業ぎ

ょ
う

株
式
会
社（
東
京
都
中
野
区
）だ
。

「
下
か
ら
だ
と
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、

実
際
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
大
き
い
の

で
す
。
工
事
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ

の
ぶ
ん
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
技
術
職
長
と
し
て

現
場
を
取
り
ま
と
め
た
須
森
孝
幸
さ
ん
。

左
官
工

須す

森も

り

孝た

か

幸ゆ

き

さ
ん
（
69
歳
）

擬ぎ

木ぼ

く

・

平
ら
な

擬ぎ

岩が

ん

の
造
形
ま
で

漆し

っ

喰く

い

の
壁
か
ら

※上の写真提供：𠮷村興業株式会社
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造形用のモルタルを平らに塗り、その上に木目を描く「擬木」。コテを使って手際よく仕上げていく（63ページ左上の写真が完成した姿）

壁
面
に
は
、
落
下
防
止
の
た
め
の
安
全

対
策
と
し
て
、
モ
ル
タ
ル
を
ピ
ン
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
定
着
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
で

補
強
す
る「
ピ
ン
ネ
ッ
ト
工
法
」
が
用

い
ら
れ
た
が
、
そ
の
上
に
漆
喰
を
塗
る

の
は
初
め
て
の
経
験
で
、
現
場
で
の
作

業
の
段
取
り
も
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。

「
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会
」

で
の
優
勝
経
験
も

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
創
業
の
吉

村
興
業
は
、一
般
的
な
左
官
工
事
か
ら

石せ
っ

膏こ
う

装
飾
や
擬
木
・
擬
岩
な
ど
の
造
形

ま
で
幅
広
く
手
が
け
、「
全
国
左
官
技

能
競
技
大
会
」
の
優
勝
者
を
多
数
輩
出

し
て
い
る
。
代
表
取
締
役
の
吉よ
し

村む
ら

誠ま
こ
と

さ
ん
は
須
森
さ
ん
に
つ
い
て
、「
当
社

で
一
番
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
長
年
に

わ
た
り
技
術
面
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
若

手
職
人
の
技
術
指
導
も
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

須
森
さ
ん
は
山
梨
県
出
身
。
中
学
校

を
卒
業
後
、
親
の
す
す
め
で
吉
村
興
業

に
入
社
し
た
。

「
先
代
の
親
方
（
吉
村
弘ひ
ろ
し

さ
ん
）
が

同
じ
山
梨
県
出
身
で
、
同
郷
の
先
輩
た

ち
も
働
い
て
い
た
の
で
、
楽
し
そ
う
だ

な
と
思
い
、
就
職
を
決
め
ま
し
た
」

最
初
の
仕
事
は
、
現
場
で
モ
ル
タ
ル

な
ど
の
材
料
を
練
る
こ
と
。
初
め
の
う

ち
は
重
く
て
1
人
で
は
持
て
な
か
っ
た

と
い
う
。
体
力
仕
事
に
苦
労
し
な
が
ら

も
、
左
官
の
奥
深
さ
に
少
し
ず
つ
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
左
官
は
壁
塗
り
だ
け
か
な
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
親
方
は
石
を
つ

く
っ
た
り
、
木も
く

目め

を
描
く
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、『
セ

メ
ン
ト
と
砂
を
練
っ
た
も
の
が
こ
ん
な

形
に
な
る
ん
だ
』
と
、
仕
事
が
次
第
に

お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

後
に
「
現
代
の
名
工
」
や
黄お
う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

を
受
賞
す
る
吉
村
弘
さ
ん
に
付
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
経
験
し
、
そ
の
仕

事
ぶ
り
を
ま
ね
し
な
が
ら
、
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
っ
た
。

須
森
さ
ん
が
親
方
か
ら
仕
事
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
30
歳
の
こ

ろ
。
そ
の
こ
ろ
、
親
方
に
す
す
め
ら
れ

「住宅や商業施設から文化財まで、さまざまな現場で、モルタルから漆喰、
石膏まで多様な材料を使いこなせるのが、左官の仕事の魅力です」
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須
森
さ
ん
が
重
視
す
る
の
は
基
本
技

術
の
確
実
な
習
得
だ
。「
上
塗
り
ば
か

り
じ
ゃ
な
く
、
下
塗
り
、
中
塗
り
が
き

ち
ん
と
で
き
な
い
と
、
き
れ
い
な
仕
上

が
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
見
た
目

の
派
手
さ
で
は
な
く
、
基
礎
の
重
要
性

を
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

若
手
か
ら
求
め
ら
れ
れ
ば
、
い
つ
い

か
な
る
場
合
も
指
導
に
あ
た
る
。
し
か

し
、
技
術
の
教
え
方
に
は
限
界
が
あ
る

こ
と
も
認
め
て
い
る
。

「『
ど
う
す
れ
ば
そ
ん
な
に
う
ま
く
塗

れ
る
ん
で
す
か
』
と
聞
か
れ
て
も
、
言

葉
で
説
明
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
上

手
な
人
を
ま
ね
て
、
経
験
を
積
む
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」

こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
り
、「
こ
の
仕

事
が
自
分
に
は
向
い
て
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
」
と
須
森
さ
ん
。
伝

統
技
術
を
次
の
世
代
に
継
承
す
る
使
命

感
を
胸
に
、
今
日
も
後
輩
た
ち
と
現
場

で
汗
を
流
す
。

𠮷
村
興
業
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
９
９
０
）３
８
７
６

https://w
w
w
.yoshim

urasakan.com

（
撮
影
・
羽
渕
み
ど
り
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

て
全
国
左
官
技
能
競
技
大
会
に
出
場
。

２
度
目
の
挑
戦
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

「
そ
れ
か
ら
の
ほ
う
が
大
変
で
し
た

ね
。
周
囲
の
見
る
目
が
違
う
の
で
」

優
勝
は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
も

た
ら
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
技
術
向
上

へ
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

「
左
官
で
一
番
む
ず
か
し
い
の
が
、
壁

を
平
ら
に
塗
る
技
術
で
す
。
手
の
感
覚

で
す
か
ら
、
や
は
り
数
を
こ
な
さ
な
い

と
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
昔
は『
10
年
は
か

か
る
』と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。
自
分
も

い
ま
だ
に
、ま
だ
ま
だ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。一
生
勉
強
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

現
場
に
足
を
運
び

若
手
の
技
術
指
導
に
尽
力

須
森
さ
ん
は
現
在
も
毎
日
の
よ
う
に

現
場
に
足
を
運
び
、
若
い
職
人
た
ち
に

技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
な
る
べ
く
自
分
で
は
壁
を
塗
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、後
輩
た
ち

を
見
て
い
る
と
、『
そ
う
じ
ゃ
な
い
』と

つ
い
手
を
出
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ（
笑
）」

顧客の依頼を受け、提供された資料をもとに
カービング（彫刻）の技法で製作したサンプル。
店舗の入口に飾られる予定のもの

左官は材料を練るところから始まる。材料ごとに調
合の基本は決まっているが、気候によって塗りやす
さが変わるため、水の割合を変えることもある

𠮷村興業の倉庫には、若手職人が左官技能士の資格
取得のために練習する場所が用意されている。練習
の様子を見ながらアドバイスをする須森さん（左）

須森さんがふだん使用している道具の数々。下の大
小さまざまなコテは鍛冶職人の手によるもので、現
在は入手困難だそうだ。上は造形用のコテ

資料を見ることもなく、あっと
いう間に描かれた木の模様。材
料を練り始めてから、この形が
できあがるまで 30 分もかかっ
ていない

須森さんが手がけた蔵。漆喰で平らに塗られた
壁の美しさに、技術の高さがうかがえる
� （写真提供：𠮷村興業株式会社）
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための
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第100回
ひらがなで句

く
読
とう

点
てん

をなくした文章を、頭の中で漢字や句読点を加え
ながら音読してみましょう。
※むずかしい場合は、下の原文を音読しましょう。

名文音読“声に出して読みましょう”

　ひらがなだけの音読は、頭の中で単語の区切りをつけながら読む必要があるため、
前
ぜん

頭
とう

前
ぜん

野
や

のワーキングメモリ（作業記憶）を盛んに使います。スムーズで滑らかに
読めるようになるまでくり返しましょう。また、音読は「舌」の訓練にもなります。
舌の圧力、運動能力が認知症のスクリーニングテスト（MMSE：M

ミ ニ
ini-M

メ ン タ ル
ental 

S
ス テ ー ト
tate E

エ グ ザ ミ ネ ー シ ョ ン
xamination）の成績と関連することが報告されています。

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。
人システム研究所所長、公立諏訪
東京理科大学特任教授。健康教育、
脳科学が専門。脳計測器多チャン
ネルNIRSを使って、脳活動を調
べている。『中高年のための脳トレー
ニング』（NHK出版）など著書多数。

音読が脳にもたらす効果
音読は、「読む・話す・聞く」とい
う複数の行動を同時に行うことで、脳
の広い領域を刺激し、言語力や認知機
能を高める効果があります。これらの
言語活動は、脳内の「言語中

ちゅう

枢
すう

」によっ
てつかさどられており、おもに三つの
部位に分かれています。
「運動性言語中枢」は前

ぜん

頭
とう

葉
よう

に位置
し、話すことをにないます。「感覚性
言語中枢」は側

そく

頭
とう

葉
よう

にあり、言葉の意
味を理解する役割を持ちます。「視覚
性言語中枢」は後

こう

頭
とう

葉
よう

にあり、文字や
絵などの視覚情報をもとに言語化す
る働きをになっています。音読はこの

三つの言語中枢すべてを同時に刺激
できる、非常に効果的なトレーニング
法です。
つまり、音読することは、目で文章
を読み（視覚性）、内容を理解し（感
覚性）、声に出して話し（運動性）、さ
らにその音を自分の耳で聞くという、
一連の高度な処理が自然に行われてお
り、このような複合的な刺激は、脳を
広範囲に活性化させ、記憶力や注意力、
語彙力の向上にもつながります。
読者のみなさんにも、音読をおすす
めします。

あるひのことでございますおしゃかさまは
ごくらくのはすいけのふちをひとりでぶら
ぶらおあるきになっていらっしゃいました
いけのなかにさいているはすのはなはみん
なたまのようにまっしろでそのまんなかに
あるきんいろのずいからはなんともいえな
いよいにおいがたえまなくあたりへあふれ
ております

　或
ある

日の事でございます。御
お

釈
しゃ

迦
か

様
さま

は�
極楽の蓮

はす

池
いけ

のふちを、独
ひと

りでぶらぶら御歩きに�
なっていらっしゃいました。池の中に咲いて�
いる蓮の花は、みんな玉のようにまっ白で、�
そのまん中にある金

きん

色
いろ

の蕊
ずい

からは、何とも�
云
い
えない好

よ

い匂
におい

が、絶間なくあたりへ溢
あふ

れて�
おります。
� （芥川龍之介「蜘蛛の糸」（新潮文庫）より）

【 一 言 】
　読書の秋、意識的に「声に出して
読む」習慣を取り入れてみませんか。
毎日 5〜 10分の音読から始めてみ
ましょう。
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2025年 10月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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高年齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ

生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム
　改正高年齢者雇用安定法により、70 歳までの就業機会の確保が企業の努力義務とされるなか、高年
齢者の戦力化が企業において喫緊の課題となっています。
　「生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム」では、各企業の人事担当者をはじめとする関係者のみ
なさまの関心が高いテーマごとに、講演や事例発表、パネルディスカッションを通じて、ミドル・シ
ニア層の戦力化に向けた実践的な取組みや課題、今後の展望について、みなさまとともに考えます。

参加方法  ライブ配信（※事前申込制・各回先着 500 名）

参加費  無料 
申込方法  以下の URL へアクセスし、専用フォームからお申し込みください。

　　　　　https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html 

主催 : 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
後援：�厚生労働省、一般社団法人日本経済団体連合会、公益財団法人産業雇用安定センター、 

一般財団法人 ACCN、特定非営利活動法人キャリアコンサルティング協議会

�2025 年 10 月 16 日（木）
14:00 ～ 16:45

【出演者】小林 祐児氏	� 株式会社パーソル総合研究所 主席研究員  
執行役員シンクタンク本部長

	 松岡 義幸氏	� トヨタ自動車九州株式会社 
人財開発部キャリア自律推進グループ グループ長

	 神谷 昌宏氏	� 西川コミュニケーションズ株式会社 人事広報部長
	 昇高 慶氏	 株式会社三菱 UFJ 銀行 人事部企画グループ 次長

�これからのキャリア形成支援
自律的キャリアはなぜ難しい？ 
―ミドル・シニアの学ぶ意思をどう引き出すか

2025 年 10 月 24 日（金）
14:00 ～ 16:45

【出演者】山﨑 京子氏	� 立教大学大学院ビジネスデザイン研究科 特任教授 
日本人材マネジメント協会理事長　

	 岸田 泰則氏	 釧路公立大学 准教授
	 中村 剛雄氏	 三菱 UFJ 信託銀行株式会社 執行役員人事部長
	 青木 陽奈氏	 ライオン株式会社 人材開発センター キャリア開発グループ

シニア社員を活性化するための人材マネジメント
組織の活性化に貢献！―�シニア社員を活かす持続可能な 

人材マネジメントの仕組み
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